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章章章 1: 重重重要要要ななな情情情報報報

認認認定定定付付付ききき設設設置置置
Raymarine では Raymarine の認可を受けた正規の設置業者
に保証付き設置を依頼することをお勧めします。 認証付き
設置を受けると、製品保証特典が拡大されます。 詳細は
Raymarine業者に連絡し、製品に同梱の別記保証についてお
問い合わせください。

通通通告告告: 製製製品品品ののの設設設置置置おおおよよよびびび操操操作作作
本製品は、明示されている指示に必ず従って設置
および操作してください。作業指示を守らない
と、怪我をしたり、ボートが損傷したり、製品の
性能が十分に発揮されないことがあります。

通通通告告告: 発発発火火火源源源ののの可可可能能能性性性
この製品は危険な大気環境、または引火性の高い
場所で使用するための承認を受けていません。
機関室や燃料タンク付近など、危険な環境や引火
性の高い場所には絶対に設置しないでください。

通通通告告告: 高高高電電電圧圧圧
この製品には高電圧製品が含まれている場合が
あります。付属文書で特に明記されていない限
り、カバーを開けたり、内部部品に触ったりし
ないでください。

通通通告告告: 製製製品品品ののの接接接地地地
電源を投入する前に、本製品が付属の指示に従っ
て正しく接地されていることを確認してくださ
い。

通通通告告告: 電電電源源源ををを切切切るるる
この製品の設置を開始する前に、船舶の電源の
スイッチがオフになっていることを確認してく
ださい。本書で特記されていない限り、電源が
入った状態で機器を接続、または切断することは
おやめください。

通通通告告告: FCC警警警告告告 (パパパーーートトト 15.21)
Raymarine社から書面による明示的な承認を受け
ずにこの機器に変更や修正を加えた場合、FCC
の規則への適合違反となり、機器を操作する権限
が無効になることがあります。

通通通告告告: レレレーーーダダダーーー伝伝伝送送送ののの安安安全全全性性性
レーダー スキャナは電磁エネルギーを伝送し
ます。 レーダー伝送中は担当者はスキャナに近
づかないでください。

通通通告告告: ソソソナナナーーーののの操操操作作作
• 水から出ている船舶のソナーを作動しないで
ください。

• ソナーの電源が入っているときにトランス
デューサ表面に触らないでください。

• ダイバーがトランスデューサの 7.6 m (25フィー
ト) 以内にいる場合は、ソナーの電源を切っ
てください。

通通通告告告: タタタッッッチチチスススクククリリリーーーンンンデデディィィスススプププレレレ
イイイののの温温温度度度
ディスプレイが長時間直射日光を浴びる場所に
取付けられていると、タッチスクリーンが太陽
エネルギーを吸収して非常に高温になる可能性
があります。
そのような条件では、タッチスクリーンを使用し
ないことを強くお勧めします。

• HybridTouch 型のディスプレイでは、一体型
キーパッドを使用してディスプレイを操作し
てください。

• タッチ専用システムの場合は、システムに外付
けキーパッドを装着することをお勧めします
(RMK-9 付属品など)。

通通通告告告: タタタッッッチチチスススクククリリリーーーンンンデデディィィスススプププレレレイイイ
長時間雨にさらされると、タッチ性能に誤動作が
生じることがあります。このような場合は、タッ
チ操作を最小限に抑え、表面を傷つけない乾い
た布で画面を拭き取ってからタッチスクリーン
を使用してください。

高高高温温温でででののの製製製品品品ののの操操操作作作
極端な温度条件では、ユニットの温度、特に内部部品が非常
に高温になることがあります。
内部部品を保護するため、ユニットは自動的にメインのプロ
セッサのパフォーマンスを低下させて、過熱を防ぎます。こ
の状況が発生した場合、ユーザー操作に対するユニットの反
応が多少低下したと感じるかもしれません。
これは、過熱によるユニットへの悪影響からユニットを保護
するための想定内の動作ですので心配は要りません。

警警警告告告: 取取取付付付面面面ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
この製品は重量が重いです。製品や船舶に損傷
を与えることがないように、製品を設置する前
に次の点に注意してください。

• この製品の技術仕様に記載されている重量情
報を参照し、対象の設置面が重量に耐えられ
ることを確認してください。

• 設置名が製品の重量を支えられない場合は、
設置面を補強しなければならないことがあり
ます。

• はっきりしない場合は、専門の海洋機器設置業
者にご相談ください。

警警警告告告: 電電電源源源ののの保保保護護護
この製品を設置する際は、電源が適切な定格
ヒューズまたは自動遮断器などによって十分に保
護されていることを確認してください。
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警警警告告告: 海海海図図図カカカーーードドドとととメメメモモモリリリカカカーーードドドののの
おおお手手手入入入れれれ
海図カードやメモリカードが修復不可能なほど
損傷したり、データが失われたりするのを防ぐた
め、次の点に注意してください。

• 海図情報が入っているカードにデータやファイ
ルを保存しないでください。海図が上書きさ
れてしまうことがあります。

• 海図カードおよびメモリ カードが正しい方向
に装着されていることを確認します。カードを
無理矢理押し込まないでください。

• スクリュードライバーやペンチなどの金属製の
工具を使って海図カードやメモリ カードを挿
入したり取り外したりしないでください。

警警警告告告: 海海海図図図カカカーーードドドののの扉扉扉がががきききちちちんんんととと閉閉閉
まままっっっててていいいるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささ
いいい。。。
水の浸入により製品が損傷するのを防ぐために
も、海図カードの扉がしっかりと閉まっているこ
とを確認してください。

警警警告告告: サササンンンカカカバババーーー
• 製品にサンカバーが付属している場合、製品を
紫外線 (UV)から守るため、使用していないと
きに製品に必ずサンカバーをかけてください。

• 水上で運転する場合も、船舶を牽引する場合
も、高速で移動する状況ではサンカバーを取り
外す必要があります。

警警警告告告: 製製製品品品のののクククリリリーーーニニニンンングググ
製品をクリーニングする際は、以下の点に注意し
てください。

• 製品にディスプレイ画面が含まれる場合は、
ディスプレイ画面を乾いた布で拭かないでくだ
さい。画面のコーティングに傷が付きます。

• 研磨剤や酸性の、またはアンモニアが入ったク
リーニング剤を使用しないでください。

• ジェットウォッシュは使用しないでください。

PoE (パパパワワワーーーオオオーーーバババーーーイイイーーーサササネネネッッットトト)
本製品は、クラス 1、2、3の装置に対して PoE (パワーオー
バーイーサネット)を供給することができます。本製品は、
PoE装置が使用する電力を最大 20 Wまで出力することがで
きます。
PoEのクラスは、PoE装置の出力範囲を示します。

PoEクククラララススス 出出出力力力範範範囲囲囲 クククラララスススののの説説説明明明

クラス 1 0.44 W～ 3.84 W 非常に低い電力

クラス 2 3.84 W～ 6.49 W 低い電力

クラス 3 6.49 W～ 12.95 W 中程度の電力

クラス 0 0.44 W～ 12.95 W -

注注注意意意: 本製品は、クラス 4 の装置への電力供給は行いま
せん。

本製品は、PoE装置の最大出力が 20 Wを越えない限り、使
用可能なネットワーク/PoEポートを使用して、最大 3つの装
置に電力を供給できます。

PoE 装置が接続されている場合、装置が PoE であるかどう
か、またその場合は装置のクラスは何かをたずねる質問が表
示されることがあります。その後、その装置のクラスの最大
出力がポートに割り当てられ (例クラス2 = 6.49 W)、残りの
出力から差し引かれます。
使用可能な PoE装置の構成を下の表に示します。

クククラララススス 1 (3.84
W)

クククラララススス 2 (6.49
W)

クククラララススス 3 /ククク
ラララススス 0 (12.95
W) 合合合計計計使使使用用用電電電力力力

1 3.84 W

2 7.68 W

3 11.52 W

1 6.49 W

2 12.98 W

3 19.47 W

1 1 10.33 W

2 1 14.17 W

1 2 16.82 W

1 12.95 W

1 1 16.79 W

1 1 19.44 W

注注注意意意: クラス 0の装置には、クラス 3の装置と同じように
電力を割り当てます。

注注注意意意: 合計出力が 20 Wを超える PoE装置が接続された場
合、装置の電源は入りません。

TFT デデディィィスススプププレレレイイイ
カラーの背景やカラー照明を使用して表示すると、ディスプレ
イの色が変わって見えることがあります。これはすべての薄膜
トランジスタ (TFT)ディスプレイに見られる正常な作用です。

水水水ののの侵侵侵入入入
水の浸入に関する免責
この製品の防水加工等級は規定の IPX 標準を満たしていま
すが (本製品の「技術仕様」を参照)、商業用高圧洗浄を受け
た場合、水の侵入やそれに伴う機器障害が発生することがあ
ります。Raymarineでは、高圧洗浄を受けた製品の保証はい
たしかねます。

免免免責責責
この製品 (電子海図を含む)は航行を補助する目的でのみ提供
されています。 政府が提供する正式な海図の代わりとして
でなく、参考資料としてのみ使用してください。 安全な航
海に必要な最新情報がすべて含まれているのは、政府が発行
する海図および水路通報だけです。船長は慎重に使用してい
ただきますようお願いいたします。 本製品、またはその他
の Raymarine製品を使用する際に、政府が発行する正式な海
図、水路通報、警告事項、および適切な航行技術を使用する
ことは、ユーザーの責任となりますのでご了承ください。本
製品ではサードパーティのデータ提供会社が用意した電子海
図をサポートしています。この海図は組み込まれている場合
とメモリカードに保存されている場合があります。このよう
な海図を使用する際は、本製品、またはメモリカードに付属
(該当する場合)のドキュメントに記載されているデータ提供
会社のエンドユーザー使用許諾契約に従うことになります。
Raymarineはこの製品に誤りがないこと、または Raymarine
以外の個人、または事業体によって製造された製品と互換性
があることを保証しません。
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本製品はデジタル海図データ、および GPS (衛星利用測位シ
ステム)の電子情報を使用しますが、これらの製品にはエラー
が含まれていることがあります。 Raymarineではそのような
情報の正確さについて保証しません。また、そのような情報
にエラーが含まれる場合、製品の誤動作の原因となることが
あることをお客様にお知らせしておきます。 Raymarine で
は本製品を使用したこと、または使用できないこと、他社が
製造した製品とやり取りをする、または製品で使用されてい
る、あるいはサード パーティによって使用されている海図
データにエラーがあったことに起因する損傷や負傷に対し
て責任を負いません。

RF (無無無線線線周周周波波波数数数)ののの曝曝曝露露露にににつつついいいててて
この機器は、FCC/ IC が定める 一般公衆/非制御の曝露での
RF曝露制限条件に準拠しています。無線 LAN / Bluetoothア
ンテナは、ディスプレイのフロントフェイシャーの後ろに取
り付けられています。この機器を設置、作動させるときは、
装置と本体の間に最低 1 cm (0.39 インチ)の距離を空けてくだ
さい。この送信機は、FCCの複数の送信機認証手続きに従っ
た場合を除き、他のアンテナまたは送信機と一緒に同一場所
に設置したり動作させたりすることができません。

FCC

適適適合合合性性性宣宣宣言言言 (パパパーーートトト 15、、、19)
この装置は FCC規則パート 15に準拠しています。操作の際
には次の 2 つの条件に従います。
1. この装置が有害な干渉を起こさないこと。
2. この操作が、望ましくない操作の原因となる干渉を含め

て、受け取った干渉を受け付けること。

FCC無無無線線線周周周波波波数数数干干干渉渉渉ににに関関関すすするるる声声声明明明 (パパパーーー
トトト 15.105 (b))
この装置はテスト済みであり、FCC 規則 パート 15 に規定
されたクラス B デジタル装置の制限に適合していることが
確認済みです。
これらの制限は、住宅地に設置した場合の悪影響に対する妥
当な防止策を備えることを目的としています。この装置は高
周波エネルギーを発生、使用、放射することがあるため、指
示どおりに設置して使用しないと、無線通信に有害な干渉を
引き起こす可能性があります。ただし、特定の設置方法に
よっては干渉が生じないという保証はありません。この装置
が、無線受信またはテレビ受信に対して有害な干渉を起こし
た場合 (装置のスイッチのオンとオフを切り替えることによっ
て判断可能)、以下の手段を講じることが推奨されます。
1. 受信アンテナの方向または位置を再調整する。
2. この装置と受信機間の距離を増やす。
3. この装置を受信機が接続されている回路とは別の回路

のコンセントに接続する。
4. 助けが必要な場合は、業者または経験を積んだ無線/テレ

ビ担当技術者にお問い合わせください。

カカカナナナダダダ産産産業業業省省省
この装置は、カナダ産業省のライセンス免除の RSS規格に準
拠しています。
操作の際には次の 2 つの条件に従います。
1. この装置が有害な干渉を起こさないこと。および
2. この操作が、望ましくない操作の原因となる干渉を含め

て、受け取った干渉を受け付けること。
このクラス B デジタル装置は、カナダの ICES-003 に適合
しています。

カカカナナナダダダ産産産業業業省省省 (以以以下下下フフフララランンンススス語語語)
Cet appareil est conforme aux normes d'exemption de licence
RSS d'Industry Canada.
Son fonctionnement est soumis aux deux conditions suivantes:

1. cet appareil ne doit pas causer d'interférence, et

2. cet appareil doit accepter toute interférence, notamment les
interférences qui peuvent affecter son fonctionnement.

Cet appareil numérique de la classe B est conforme à la norme
NMB-003 du Canada.

日日日本本本ででで機機機器器器ををを使使使用用用すすするるる際際際ののの承承承認認認
本装置で使用されている周波数帯域は、携帯番号を識別す
るキャンパスラジオ局 (ライセンスが必要な無線局)、指定
の低電力無線局 (ライセンス不要の無線局)、電子レンジ、
科学装置、医療機器などの業界で使用されているアマチュ
ア無線局 (ライセンスが必要な無線局)、およびその他の工
場の生産ラインでも使用されています。

1. 本装置を使用する前に、携帯番号を識別するキャンパ
スラジオ局や指定の低電力無線局、アマチュア無線局
が近隣で活動していないことを確認してください。

2. 本装置が原因で、キャンパスラジオ局の携帯番号識別
に有害な干渉が生じた場合は、直ちに使用周波数を変
更するか、電波の送信を停止し、以下の連絡先に連絡
して、干渉を回避するための対策 (例パーティション設
置など)について相談してください。

3. その他にも、本装置が原因で携帯番号を識別する指定の
低電力無線局やアマチュア無線局に有害な干渉が生じ
た場合は、以下の連絡先からお問い合わせください。

連絡先: 最寄りの Raymarine代理店にお問い合わせください。

適適適合合合宣宣宣言言言
Raymarine UK Ltd. は、本製品が R&TTE指令 1999/5/ECの必
須条件を満たしていることを宣言します。
適合宣言証明書の原本は、 www.raymarine.comの該当する製
品ページをご覧ください。

製製製品品品ののの廃廃廃棄棄棄
本製品は WEEE指令に従って処分してください。

廃電気電子機器 (WEEE)指令では、廃電気電子機器の
リサイクルが義務付けられています。

画画画素素素欠欠欠点点点 (ピピピクククセセセルルル落落落ちちち)ににに関関関すすするるるポポポリリリ
シシシーーー
TFT ユニットの場合、わずかな数のピクセルの色が間違っ
て (「無発光で」) ディスプレイに表示されることがありま
す。その場合、画面の明るい領域で黒いピクセルとして表示
されたり、黒い領域でカラー ピクセルとして表示されたり
することがあります。
お使いのディスプレイに以下に記載の数を超える誤った色の
ピクセルが表示される場合は(製品の「技術仕様」を参照)、最
寄りの Raymarineサービスセンターにご相談ください。

保保保証証証登登登録録録
Raymarine製品の所有権を登録するには、www.raymarine.com
にアクセスしてオンライン登録手続きを行ってください。
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保証サービスを受けるには、ご購入した製品を登録しておく
必要があります。製品のパッケージにはシリアル番号を示す
バーコードラベルが付いています。お手元の製品を登録する
際には、このシリアル番号が必要になります。ラベルは、将
来の使用に備えて大切に保管してください。

IMO おおおよよよびびび SOLAS
本書に記載の機器は、レジャー用ボート、および国際海事機関
(IMO)や海上における人命の安全のための国際条約 (SOLAS)
の対象になっていない作業船での使用を目的としています。

技技技術術術的的的正正正確確確さささ
弊社が把握している限り、本書に記載の情報は制作時点で正
確な情報です。ただし Raymarineでは、誤りや脱落が含まれ
ていても、一切責任を負いかねます。また、継続的に製品改良
を重ねる方針により、仕様が通知なしに変更される場合があ
ります。このため Raymarineでは、製品と本書の間に相違が
あっても、責任を負うことはできかねます。Raymarine Web
サイト (www.raymarine.com)を調べて、お使いの製品の最新
版のドキュメントがお手元にあることをご確認ください。
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章章章 2: ドドドキキキュュュメメメンンントトトおおおよよよびびび製製製品品品情情情報報報

目目目次次次
• 2.1 ドキュメント情報 ( 12 ページ)

• 2.2 製品ドキュメント ( 12 ページ)

• 2.3 本書の図について ( 13 ページ)

• 2.4 製品の概要 ( 13 ページ)
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2.1 ドドドキキキュュュメメメンンントトト情情情報報報
このドキュメントには、お使いの Raymarine製品の設置に関
する重要な情報が記載されています。
本書には、次の際に役立つ情報が記載されています。

• 設置計画を立てたり、必要な機器を漏れなく手配してい
るか確認する際

• 接続されている海洋電子機器の広域システムの一環として
お使いの製品を設置し、接続する際

• 問題をトラブルシューティングし、必要に応じてテクニ
カル サポートを入手する際

本書を含め、その他の Raymarine 製品のドキュメントは、
www.raymarine.comから PDF形式でダウンロードできます。

2.2 製製製品品品ドドドキキキュュュメメメンンントトト
お使いの製品には次のドキュメントが該当します。

ドドドキキキュュュメメメンンントトト

説説説明明明 品品品番番番

gS Series設置説明書 87248

LightHouseTM 多機能ディスプ
レイ操作説明書

81360

gS95取付テンプレート 87173

gS125取付テンプレート 87171

gS165取付テンプレート 87172

gS195取付テンプレート 87198

RCR-2取付テンプレート 87186

そそそののの他他他のののドドドキキキュュュメメメンンントトト

説説説明明明 品品品番番番

SeaTalkngリファレンスマニュ
アル

81300

RMK-9設置および操作説明書 81351

すべてのドキュメントは www.raymarine.com から PDF 形式
でダウンロードできます。

ユユユーーーザザザーーーマママニニニュュュアアアルルルのののプププリリリンンントトトシシショョョッッップププ
Raymarineでは、お使いの Raymarine製品の高品質の印刷製
本マニュアルをご購入いただけるプリント ショップをご用
意しています。
印刷版マニュアルは、Raymarine製品についての情報を調べ
る必要が生じたときに、役立つ参考資料として船上に保管し
ておくのに最適です。
http://www.raymarine.co.uk/view/?id=5175にアクセスして印刷
版マニュアルをご注文いただくと、宅配便にてマニュアルを
直接お手元にお届けいたします。
プリント ショップの詳細については、プリント
ショップに関する FAQ (よくある質問) のページ
「http://www.raymarine.co.uk/view/?id=5751」を参照してく
ださい。

注注注意意意:

• 印刷版マニュアルにご利用いただける決済方法には、ク
レジット カードと PayPal がございます。

• 印刷版マニュアルは、世界各地への発送が可能です。

• 今後数ヶ月の間に、新製品と旧製品のマニュアルがプリ
ント ショップに追加される予定です。

• Raymarineユーザーマニュアルは、Raymarineのホーム
ページから、PDF形式で無料でダウンロードしてご利用
いただくことも可能です。ダウンロードいただいた PDF
ファイルは、PC /ノートパソコン、タブレット、スマー
トフォン、最新世代の Raymarine多機能ディスプレイで
表示することができます。
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2.3 本本本書書書ののの図図図にににつつついいいててて
お使いの製品の型式と製造日によっては、本書の図がお使い
の製品と多少異なる場合があります。
本書では、LightHouseTM を搭載した MFDを表すのに以下の
図を使用しています。他に明記がない限り、これはすべての
多機能ディスプレイ型式に適用されます。

D12596-2

2.4 製製製品品品ののの概概概要要要

製製製品品品情情情報報報
gSシリーズ多機能ディスプレイ (MFD)は、リモートキーパッ
ドとペアリングすると HybridTouch機能が提供されるタッチ
スクリーン型のディスプレイです。次の Raymarine MFD 型
式がご利用いただけます。

モモモデデデルルル 品品品番番番

gS95 E70124

gS95反転 E70183

gS125 E70125

gS125反転 E70184

gS165 E70126

gS165反転 E70185

gS195 E70213

標準ディスプレイと反転ディスプレイの詳細については、「
最適な見やすさ」の項を参照してください。

HybridTouch ののの概概概要要要
お手元の多機能ディスプレイに、HybridTouch機能が備わって
いる場合、この機能を使用して、タッチスクリーンや物理ボ
タンでユニットを操作することができます。
HybridTouch 型のディスプレイには、タッチスクリーンに加
えて使用できる物理ボタンがあります。タッチスクリーン
専用の多機能ディスプレイ (物理ボタンなし) では、リモー
ト キーパッドに接続して、HybridTouch 機能を使用するこ
とができます。
タッチスクリーンを使用して、すべての機能にアクセスする
ことができます。ただし、タッチスクリーンの使用が不適切
と思われる状況（海上が荒れている場合など）に遭遇するこ
ともあります。こうした状況下では、タッチロックを有効に
してから物理ボタンを使用して、多機能ディスプレイを操作
することを Raymarineでは強くお勧めしています。
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章章章 3: 設設設置置置ののの計計計画画画

目目目次次次
• 3.1 システム統合 ( 16 ページ)

• 3.2 設置チェックリスト ( 21 ページ)

• 3.3 複数データ ソース (MDS) の概要 ( 21 ページ)

• 3.4 ディスプレイの型の特定 ( 22 ページ)

• 3.5 ネットワーク接続に関する制約 ( 22 ページ)

• 3.6 システム プロトコル ( 23 ページ)

• 3.7 データ マスター ( 24 ページ)

• 3.8 付属部品 ( 25 ページ)

• 3.9 設置に必要な工具類 ( 26 ページ)

• 3.10 場所の選択 ( 26 ページ)
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3.1 シシシススステテテムムム統統統合合合
Raymarine® 多機能ディスプレイ (MFD) は、幅広い種類の海洋電子装置と互換性があります。

1 2 85 6 73

16109 11 12 13 15

4

1817 19 20 21 22

23 24

D13330-1

14
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MFDは数々のプロトコルを使用して、システムの各種装置間のデータを転送します。次の表に、MFDに接続できる装置、およ
び接続の種類 (使用されるプロトコルおよび物理インターフェイス) を示します。

項項項目目目 装装装置置置ののの種種種類類類 最最最大大大数数数量量量 適適適切切切ななな装装装置置置 接接接続続続

1 リモートコントロー
ル

MFD 1台につき 1台 Raymarine®
RCU-3

Bluetooth

2 携帯端末 (スマート
フォン /タブレット)

多機能ディスプレイ
につき 1台

Raymarine®ワイヤレスビデオスト
リーミングおよびリモートコン
トロールアプリの場合:

• Apple iPhone 4以降または iPad 2
以降

• 1GHz以上のプロセッサおよび
android 2.2.2以降を実行中のアン
ドロイド型デバイス

• アマゾン Kindle Fire

海図プロッタを Navionics Marineア
プリと同期させる場合:

• Apple iPhoneまたは iPad

• アンドロイド端末互換のスマー
トフォンまたはタブレット

メディアプレイヤーコントロー
ルの場合 (タッチスクリーン型
MFDのみ):

• Bluetooth 2.1+ EDRクラス 1.5をサ
ポートする任意の Bluetooth対
応デバイス (サポート対象プロ
ファイル: AVRCP 1.0)

• 海図プロッタを Navionics Marine
アプリと同期させる場合: Wi-Fi

• ビデオストリーミングおよび
リモートコントロール: Wi-Fi

• メディアプレイヤーコント
ロール: Bluetooth 2.1+ EDRクラス
1.5対応 (サポート対象プロファ
イル: AVRCP 1.0)以降

3 船舶タンクセンサー
—サードパーティ製

• 燃料用: 5つまで

• 真水用: 1つ

• 廃水用: 1つ

• 下水用: 1つ

• 餌 /魚用: 1つ

サードパーティ製の NMEA 2000イ
ンターフェイス

NMEA 2000 (オプションの DeviceNet
アダプタケーブルを使用)
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項項項目目目 装装装置置置ののの種種種類類類 最最最大大大数数数量量量 適適適切切切ななな装装装置置置 接接接続続続

4 GNSS受信機 (外付け)
— Raymarine®

1 以下を任意に組み合わせたもの:

• RS130 GPS

• Raystar125 GPS

• Raystar125+GPS (オプションの
SeaTalk ― SeaTalkng® コンバータ
を使用)

SeaTalk、SeaTalkng®、またはNMEA
0183

5 計器— Raymarine® SeaTalkng® バスの帯域
幅と動力荷重から判
断

SeaTalkng®:

• i50水深、速度、トライデータ

• i60風、CH風

• i70

• ST70+

• ST70

SeaTalk (オプションの SeaTalk ―
SeaTalkng® コンバータを使用):

• i40風、速度、水深、バイデータ

• ST60+風、速度、水深、舵、コ
ンパス

• ST40風、速度、水深、舵、コ
ンパス

SeaTalk、SeaTalkng®

6 パイロットコントロー
ルヘッド— Raymarine®

必要に応じて、
SeaTalk または
SeaTalkng® バスの
帯域幅と動力荷重か
ら判断

SeaTalkng®:

• p70

• p70R

• ST70 (SeaTalkng® コースコン
ピュータのみ)

• ST70+ (SeaTalkng® コース　コン
ピュータのみ)

SeaTalk (オプションの SeaTalk ―
SeaTalkng® コンバータを使用):

• ST6002

• ST7002

• ST8002

SeaTalk、SeaTalkng®

7 自動操縦— Raymarine® 1 SeaTalkng®:

• Evolution自動操縦

• すべての SPXコースコンピュー
タ

SeaTalk (オプションの SeaTalk ―
SeaTalkng® コンバータを使用):

• ST1000

• ST2000

• S1000

• S1

• S2

• S3

SeaTalk、SeaTalkng®、またはNMEA
0183

8 AIS — Raymarine® 1 • AIS350

• AIS650

• AIS950

SeaTalkng®、または NMEA 0183

8 AIS —サードパーティ
製

1 サードパーティ製の NMEA 0183互
換 AISクラス Aまたはクラス B受
信機 /送受信機

NMEA 0183

9 船舶トリムタブ —
サードパーティ製

1 組 サードパーティ製の NMEA 2000イ
ンターフェイス

NMEA 2000 (オプションの DeviceNet
アダプタケーブルを使用)
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項項項目目目 装装装置置置ののの種種種類類類 最最最大大大数数数量量量 適適適切切切ななな装装装置置置 接接接続続続

10 アナログビデオ /カ
メラ

a6x / a7x = 0
a9x / a12x / e7 / e7D = 1
c Series = 1
e9x / e12x / e165 = 2
eS Series = 1
gS Series = 2

コンポジット PALまたは NTSCビ
デオソース

BNCコネクタ

10 IPカメラ 複数 • CAM200IP

注注注意意意: サードパーティ製の
ONVIF互換 IPカメラでも機能
する可能性がありますが、
Raymarine® ではその互換性を保
証できません。

SeaTalkhs ネットワークを使用

11 Lifetag (落水者救助警
報)

1基地局 すべての Raymarine® Lifetag基地局 SeaTalk (オプションの SeaTalk ―
SeaTalkng® コンバータを使用)

12 エンジンインター
フェイス— Raymarine®

エンジン CANバスご
とに 1ユニット

• ECI-100 SeaTalkng®

12 エンジンインター
フェイス — サード
パーティ製

1 サードパーティ製の NMEA 2000イ
ンターフェイス

NMEA 2000 (オプションの DeviceNet
アダプタケーブルを使用)

13 トランスデューサ
およびセンサー —
Raymarine®

1 アナログトランスデューサ:

• 風

• 速度

• 奥行き

• 舵リファレンス

• フラックスゲートコンパス

SeaTalkng® (オプションの iTC-5コ
ンバータを使用)

13 トランスデューサお
よびセンサー— Airmar

1 • DT800スマートセンサー

• DST800スマートセンサー

• PB200 Weather Station

SeaTalkng® (オプションの iTC-5コ
ンバータを使用)

14 外部ディスプレイ a6x / a7x = 0
a9x / a12x = 1
c Series = 0
e7 / e7D = 0
e9x / e12x / e165 = 1
eS7x = 0
eS9x / eS12x = 1
gS Series = 1

例 HDTV (ハイビジョンテレビ)など a9x / a12x = 15ピン Dタイプコネク
タ (VGAスタイル)
e9x / e12x / e165 = 15ピン Dタイプ
コネクタ (VGAスタイル)
eS9x / eS12x = HDMI
gS Series = HDMI

15 ソナートランスデュー
サ

1 • P48

• P58

• P74

• B60 20º

• B60 12º

• B744V

または:

• 任意の 600 W / 1Kw互換トランス
デューサ (オプションの E66066
アダプタケーブルを使用)

または:

• 任意の Minn Kotaトランスデュー
サ (オプションの A62363アダプ
タケーブルを使用)

外部の Raymarine®ソナーモジュー
ルを使用した接続:

• 任意のソナーモジュール互換
トランスデューサ

600 W内蔵ソナー型式ディスプレ
イに直接接続
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項項項目目目 装装装置置置ののの種種種類類類 最最最大大大数数数量量量 適適適切切切ななな装装装置置置 接接接続続続

15 DownVision™ トランス
デューサ

1 内蔵 CHIRP DownVisionTM 型式ディ
スプレイに直接接続

• CPT-100—トランサム装着

• CPT-110 —船底貫通 (スルハル)
(プラスチック)

• CPT-120 —船底貫通 (スルハル)
(ブロンズ)

CHIRP DownVision™ 型式ディスプ
レイに直接接続

16 DSC VHF 無線 —
Raymarine®

1 SeaTalkng®:

• Ray50

• Ray60

• Ray70

• Ray260

• Ray260 AIS

NMEA 0183:

• Ray50

• Ray60

• Ray70

• Ray49

• Ray55

• Ray218

• Ray240

NMEA 0183または SeaTalkng®

17 Raymarine® Sirius海洋
気象 /衛星ラジオ受信
機 (北米のみ)

1 SeaTalkhs:

• SR150

• SR100

• SR6

SeaTalkng®:

• SR50

SeaTalkhs、SeaTalkng®

18 追加の多機能ディス
プレイ— Raymarine®

9 第 3世代の Raymarine® 多機能ディ
スプレイ
SeaTalkhs (推奨):

• a Series

• c Series

• e Series

• gS Series

• eS Series

注注注意意意: NMEA 0183 または
SeaTalkng®を使用して Raymarine®
多機能ディスプレイを接続する
ことはできますが、一部サポー
ト対象外の機能があります。

注注注意意意: お使いのディスプレイの
最新ソフトウェアバージョン
を www.raymarine.comからダウン
ロードしてください。

SeaTalkhs

18 追加の多機能ディス
プレイ —サードパー
ティ製

• 多機能ディスプレ
イ NMEA出力への
接続数: 4

• 多機能ディスプレ
イ NMEA入力への
接続数: 2

NMEA 0183互換の海図プロッタ/多
機能ディスプレイ

NMEA 0183
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項項項目目目 装装装置置置ののの種種種類類類 最最最大大大数数数量量量 適適適切切切ななな装装装置置置 接接接続続続

19 ソナーモジュール (魚
群探知機) —Raymarine®

複数 • CP100 — DownVision™

• CP200 — SideVision™

• CP300 / CP370—従来型ソナー

• CP450C / CP470— CHIRPソナー

• CP570 CHIRPプロフェッショナ
ルソナー

• 600 W ソナーおよび CHIRP
DownVision™ 型式ディスプレイ

SeaTalkhs

20 レーダー— Raymarine® 2 すべての Raymarine® 非 HD型デジ
タルレードームおよび HDまたは
SuperHDレーダースキャナ

注注注意意意: レーダースキャナで最
新のソフトウェアバージョン
が使用されていることを確認
してください。

SeaTalkhs

21 赤外線カメラ —
Raymarine®

1 • T200 Series

• T300 Series

• T400 Series

• T800 Series

• T900 Series

SeaTalkhs (コントロール用)、BNC
コネクタ (ビデオ用)

22 リモートキーパッド 複数 • RMK-9 SeaTalkhs

23 Fusionエンターテイメ
ントシステム

複数 Fusion 700シリーズエンターテイ
メントシステム:

• MS-IP700

• MS-AV700

SeaTalkhs

24 PC /ノートパソコン 1 Raymarine® Voyage Plannerソフト
ウェアを実行中の Windows互換の
PCまたはノートパソコン

SeaTalkhs

注注注意意意: Raymarine® では、上記に記載のサードパーティ製装置との互換性を保証いたしかねます。
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3.2 設設設置置置チチチェェェッッックククリリリススストトト
設置には次の操作が必要になります。

設設設置置置タタタスススククク

1 システムのプランを作成する

2 必要なすべての機器と工具を揃える

3 すべての機器を配置する

4 すべてのケーブルの経路を決定する。

5 ドリルでケーブル穴と取り付け穴を開ける。

6 すべての機器を接続する

7 すべての機器を定位置に固定する。

8 システムの電源を投入し、テストを行う

3.3複複複数数数デデデーーータタタソソソーーーススス (MDS)ののの概概概要要要
設置時に複数のデータソースインスタンスがあると、データ
の競合が発生することがあります。一例として、複数の GPS
データソースが存在する場合などがあります。
MDS では、次の種類のデータが関係する競合を管理するこ
とができます。

• GPS の測位

• 船首

• 水深

• 速度

• 風

通常、この機能は初回設置時、または新しい機器が追加され
たときに設定が完了します。
この機能の設定が完了していない場合は、システムはデータ
競合の自動解決を試みます。ただしこの結果、自分が使用し
ないデータソースが選択されてしまうことがあります。
MDSが使用できる場合、使用可能なデータソースの一覧が表
示されるため、好きなデータソースを選択することができま
す。 MDS が使用できるようにするには、上に記載したデー
タソースを使用するシステムのすべての製品が MDS対応で
なければなりません。 システムでは、対応していないすべ
ての製品が一覧表示されることがあります。 このように非
対応の製品を対応させるには、ソフトウェアのアップグレー
ドが必要になることがあります。 お使いの製品に対応した
最新のソフトウェアを入手するには、Raymarine Web サイ
ト (www.raymarine.com) を参照してください。 MDS 対応の
ソフトウェアが使用できず、同時にシステムによるデータ競
合の自動解決も希望しない場合、システム全体を MDS 対応
にするために非対応の製品を削除したり、交換したりするこ
とができます。
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3.4 デデディィィスススプププレレレイイイののの型型型ののの特特特定定定
ディスプレイの型を調べるには、下の手順を実行します。

ホーム画面で、次の操作を実行します。
1. [セセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
2. [保保保守守守] を選択します。
3. [診診診断断断] を選択します。
4. [装装装置置置ののの選選選択択択] を選択します。
5. [ネットワーク]列から [こここののの装装装置置置]項目を探します。
6. このレコードの [装置] 列に、お使いのディスプレイの型

番が表示されます。

3.5ネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続ににに関関関すすするるる制制制約約約
SeaTalkhs を使用して、最大 10台台台のののLightHouse搭載 MFDを
接続することが可能です。ネットワーク接続されているすべ
てのディスプレイで、同じソフトウェア バージョンを使用
することをお勧めします。

ソソソフフフトトトウウウェェェアアアバババーーージジジョョョンンン
• ネットワーク接続したすべての aa Series、c Series、e
Series のディスプレイには、LightHouse ソフトウェア
バージョン V4.32 以降が必要です。

• ネットワーク接続したすべての gS Seriesのディスプレイ
には、LightHouseソフトウェアリリース V7.43以降が必
要です。

• ネットワーク接続したすべての eS Series のディスプレ
イには、LightHouse ソフトウェア リリース V14.xx o以
降が必要です。

マママスススタタターーー / リリリピピピーーータタターーー操操操作作作
• 複数の MFDを備えたネットワークでは、ディスプレイの 1
台をデータマスターに指定する必要があります。

• データマスターディスプレイは、NMEA 0183および /ま
たは SeaTalkng® からデータを受け取り、SeaTalkhs でデー
タをブリッジしてネットワーク接続された他のディスプレ
イに送ります。

ホホホーーームムム画画画面面面ののの共共共有有有
• ネットワーク接続された MFD では、データ マスターの
ホーム画面を共有することができます。

地地地図図図情情情報報報ののの共共共有有有
• 海図カードに保管されている地図情報は、常に組み込まれ
ている世界地図情報よりも優先的に使用されます。

• 海図カードの地図情報は、ネットワーク接続されている
MFD 間で共有できます。

レレレーーーダダダーーー操操操作作作
• MFDでは、レーダースキャナを同時に最大 2台まで使用す
ることができます。

• 接続されているレーダー スキャナから提供されるデータ
は、ネットワーク接続されているディスプレイにリピート
送信されます。

注注注意意意: 複数のレーダーサポートに対応するには、すべての
MFD に LightHouse II リリース V12.26 ソフトウェア以
降が必要です。

ソソソナナナーーー / DownVision™ / SideVision™ ののの操操操作作作
• 外付けソナー モジュールは、SeaTalkhsネットワーク経由
で MFD に接続することができます。

• 600 Wソナーおよび CHIRP DownVision™ 型式ディスプレ
イには、互換性のあるトランスデューサに直接接続できる
内蔵ソナー モジュールがあります。

• ネットワーク上で、複数のアクティブなソナーモジュール
(内蔵、外付け) を使用することができます。

• ソナー　モジュールから提供されるデータは、ネットワー
ク接続されているディスプレイにリピート送信されます。

注注注意意意:

• 複数のソナー サポートに対応するには、すべての MFD
に LightHouse II リリース V10.41 ソフトウェア以降が
必要です。

• 互換性を確保するためにも、ソナー モジュールが使用
可能な最新のソフトウェア　バージョンを使用するよう
に、ソナーモジュールを更新してください。

互互互換換換性性性のののななないいいデデディィィスススプププレレレイイイ
互換性のない多機能ディスプレイをシステムに接続すると、
互換性のない装置をネットワークから取り外すまで、警告
メッセージが表示されます。
お使いの MFDは、次の Raymarine製ディスプレイと互換性
がありません。
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製製製品品品画画画像像像
多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレ
イイイ 世世世代代代

G-Series 第 2世代

E-Series ワイドス
クリーン

第 2世代

C-Series ワイドス
クリーン

第 2世代

PAGE

ACTIVE

WPTS
MOB

MENU

DATA

CANCELOK

RANGE

IN

OUT

E-Seriesクラシック 初代

PAGE

ACTIVE

WPTS
MOB

MENU

DATA

CANCELOK

RANGE

IN

OUT

C-Series クラシッ
ク

初代

3.6 シシシススステテテムムムプププロロロトトトコココルルル
お使いの多機能ディスプレイをさまざまな計器やディスプレ
イに接続して情報を共有し、システムの機能を高めることが
できます。これらの接続を行う場合、数々の異なるプロトコ
ルを使用できます。次のデータプロトコルを組み合わせるこ
とで、高速で正確なデータ収集と送信が可能になります。
• SeaTalkhs

• SeaTalkng

• NMEA 2000
• SeaTalk
• NMEA 0183

注注注意意意: お使いのシステムで、ここに記載したすべての接続タ
イプや計器が使用されるわけではありません。

SeaTalkhs
SeaTalkhs は、イーサネットを使用した海洋ネットワークで
す。 この高速プロトコルを使用することにより、互換機器
間で迅速に通信を行い、大量のデータを共有することが可
能になります。
SeaTalkhs ネットワークで共有される情報
• 共有地図情報 (互換ディスプレイ間)。
• デジタル レーダー データ
• ソナー データ

Seatalkng
SeaTalkng (次世代型) は、互換性のある海洋計器や機器を接
続するための拡張プロトコルです。 以前の SeaTalk および
SeaTalk2 プロトコルの代わりとなります。
SeaTalkng は、1つのバックボーンでスプールを使用して互換
性のある計器を接続します。 データと電力はバックボーン
内で運ばれます。 低電力装置はネットワークから電源供給
を受けることができますが、高電流機器の場合は別途電源接
続が必要です。
SeaTalkng は NMEA 2000を独自に拡張させた実績ある CANバ
ステクノロジです。適切なインターフェイスまたはアダプタ
ケーブルを使用することで、互換性のある NMEA 2000および
SeaTalk / SeaTalk2 装置も接続することができます。

NMEA 2000
NMEA 2000は NMEA 0183と比べ、速度と接続性が大幅に改
善されています。 1つの物理バス上で同時に最大 50ユニット
の送受信を行うことができ、各ノードを物理的にアドレス指
定することができます。この規格は特に、あらゆるメーカー
の海洋電子部品から構成されたネットワーク全体で、標準化
されたメッセージタイプと形式を用いることによって共通の
バスで通信できるようにすることを念頭においています。

SeaTalk
SeaTalkは、互換性のある計器を相互接続し、データを共有で
きるようにするためのプロトコルです。
互換性のある計器や機器を接続するには、SeaTalkケーブル
システムを使用します。電源やデータはこのケーブル経由で
送られるほか、このケーブルを使用することで、中央処理装
置を使用せずに接続することができます。
ネットワークに接続するだけで、追加の計器や機能を SeaTalk
システムに追加することができます。 SeaTalk機器は、適切
なインターフェイスを使用した場合、NMEA 0183規格経由で
他の SeaTalk以外の機器とも通信することが可能です。

NMEA 0183
NMEA 0183データインターフェイス規格は、米国海洋電子
機器協会によって開発されました。この規格は、多くの各種
メーカー機器が相互接続し、情報を共有できるようにする
ための国際規格です。
NMEA 0183規格は同じ情報を SeaTalkに伝えます。ただし、
1本のケーブルで一方向にのみ情報を伝えられる点が異なりま
す。このため NMEA 0183は、コンパスセンサーで船首を無
線ディスプレイに送信する場合などのように、データレシー
バーと送信機を接続する場合に使用されるのが普通です。こ
の情報は「センテンス」で渡され、各センテンスには 3文字
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の識別子が付きます。このため、互換性を確認する際には、
同じ識別子が使われていることを確認することが重要です。
識別子の一例を挙げます。

• VTG - 対地針路と対地速力データ

• GLL - 緯度と経度

• DBT - 水深

• MWV - 風速と角度データ

NMEA ボボボーーーレレレーーートトト
NMEA 0183規格は、特定の要件、または機器の機能に応じて
異なる速度で動作します。標準的な例をいくつか挙げます。

• 4800ボーレートFastHeadingデータなどの汎用通信に使用。

• 38400ボーレートAISおよびその他の高速アプリケーション
に使用。

3.7 デデデーーータタタマママスススタタターーー
多機能ディスプレイが 2台以上ネットワーク接続されている
システムでは、データマスターを指定する必要があります。
データマスターはすべてのディスプレイの主要データ源とし
ての役割を果たすディスプレイですが、外部の情報源も処理
します。たとえばディスプレイで、SeaTalkng または NMEA
接続経由で受信した自動操縦システムと GPS システムの船
首情報が必要になることがあります。データ マスターは、
ディスプレイとして SeaTalk、NMEAおよびその他のデータ接
続を行い、データを SeaTalkhs ネットワークおよびすべての
互換リピート ディスプレイにブリッジします。データ マス
ターによって共有される情報

• 地図作成情報

• 航路およびウェイポイント

• レーダー

• ソナー

• 自動操縦、計器、エンジンおよびその他の外部ソースか
ら受け取ったデータ

システムはデータ接続を重複させ、表示を繰り返すように配
線されていることがあります。ただしこのような接続が有効
になるのは、データマスターに障害が発生した場合やデータ
マスターが再割り当てされた場合のみです。
専用のパイロット操縦船首がない自動操縦システムでは、デー
タマスターは自動操縦うコントロールとしても機能します。
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3.8 付付付属属属部部部品品品
製品の付属部品は以下のとおりです。

1 2

8

13

14

16 17

18

9 10

1211

3

4 5

6

7

15

x4

x2

x4 x4

D12886-2

1 多機能ディスプレイ

2 ディスプレイ取付けブラケット (x2)

3 RCR-2リモートカードリーダー

4 RCR-2の取付け用ガスケット

5 ドキュメントパック

6 RCR-2インレイカード (x 2)

7 サンカバー

8 取り付けボルト、ワッシャ、ロックナット、取り
付け用脚 (x 4)

9 ブラケット固定具 (x 4)

• gS95 = M5 x 25ナベ頭ネジ

• gS125および gS165 = M5 x 25皿ビス

• gS195 = M5 x 60皿ビス

10 RCR-2固定具 (x 4) (セルフタッピンネジ)

11 M5 x 10ナベ頭ネジ (gS95には付属していません)

12 M5ウェーブワッシャ (追加の静電気防止ストラッ
プ用)

13 1.5 m (4.9フィート)電源 /データケーブル

14 2 m (6.6フィート)ビデオ /アラームケーブル

15 ディスプレイ取付け用ガスケット

16 2 m (6.6フィート) RayNetケーブル

17 補助アラーム

18 1m (3.28フィート) SeaTalkng スプールケーブル

HD-SDI ででで提提提供供供ささされれれるるる追追追加加加部部部品品品
gS195 には、HD-SDI 接続に使用するために、次の追加部品
が提供されています。

D13051-2 

1 2 3

1 保護ブーツ

2 75 Ω BNCコネクタ

4 ケーブルタイ (x 2) (保護ブーツを固定するため)
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3.9 設設設置置置ににに必必必要要要ななな工工工具具具類類類

D12171-2

1

4 53

876

2

1. 電気ドリル

2. ジグソー (糸鋸)

3. ポジドライブ スクリュードライバー

4. 粘着テープ

5. 表面取付けまたはブラケット取付け用固定具に使用す
るスパナ

6. やすり

7. 埋め込み式取付け用の穴鋸 (穴鋸のサイズについては、製
品の取付テンプレートを参照してください)。

8. 表面取付けまたは埋め込み式取付けに使用するドリル
ビット

埋埋埋めめめ込込込みみみ式式式取取取付付付けけけににに必必必要要要ななな追追追加加加ののの工工工具具具
ディスプレイを埋め込み設置して最適な結果を得るには、
ルーターを使用して、切り込みを入れることをお勧めします。

3.10 場場場所所所ののの選選選択択択

通通通告告告: 発発発火火火源源源ののの可可可能能能性性性
この製品は危険な大気環境、または引火性の高い
場所で使用するための承認を受けていません。
機関室や燃料タンク付近など、危険な環境や引火
性の高い場所には絶対に設置しないでください。

場場場所所所全全全般般般ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
製品の場所を選択する際は、多くの要因を考慮することが重
要です。
製品のパフォーマンスに影響を与える主な要因は次のとお
りです。

• 換換換気気気
適切な気流を確保するには:

– 製品が適切なサイズのコンパートメントに設置されてい
ることを確認してください。

– 通気口が塞がっていないことを確認してください。すべ
ての機器と機器の間のスペースを十分開けてください。

システムコンポーネントごとの特定の要件については本章
の後半で説明します。

• 設設設置置置面面面
製品がしっかりとした設置面に適切に固定されていることを
確認してください。船舶の構造に損傷を与えるような場所
にユニットを設置したり穴を開けたりしないでください。

• ケケケーーーブブブルルル配配配線線線
製品がケーブルを正しく配線、サポート、接続できる場所
に設置されていることを確認してください。

– 別途指定がない限り、最小曲げ半径は 100 mm (3.94 イ
ンチ) です。

– コネクタに負担がかからないように、ケーブルクリップ
を使用してください。

– 設置の際には複数のフェライトをケーブルに追加する必
要がありますが、その場合は追加のケーブルクリップを
使用して、余分なケーブル重量がサポートされることを
確認してください。

• 水水水ののの侵侵侵入入入
この製品はデッキの上下に取り付けるのに適しています。
ユニットは防水加工済みですが、雨や塩水噴霧に長時間、
直接さらされることのない保護区域に配置することをお
勧めします。

• 電電電気気気的的的干干干渉渉渉
装置から十分離れた場所に設置してください。モーター、
発電機および無線送信機/受信機などと干渉する恐れがあ
ります。

• 電電電源源源
船舶の DC電源に最も近い場所を選択してください。これ
により、ケーブル配線を最小限に抑えることができます。

コココンンンパパパススス安安安全全全距距距離離離
船舶の磁気コンパスとの干渉が発生しないように、ディスプ
レイから適度な距離を置くようにしてください。
多機能ディスプレイを設置するのに適切な場所を選択する際
は、ディスプレイとコンパス間の距離をできるだけ広く取る
ようにしてください。通常はすべての方向から 1 m (3フィー
ト)以上の距離を取るのが理想です。しかし一部の小型船舶で
は、コンパスからこれだけ離れた距離にディスプレイを設置
するのが不可能な場合もあります。そのような状況では、次
の図を参考に、ディスプレイとコンパスの間の最小安全距離
を保つようにしてください。
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D12203-1

200 mm(7.87 in)

350 mm(13.8 in)

300 mm(11.8 in)

700 mm

(27.5 in)

500 mm

(19.7 in)

250 mm(9.84 in)

1 2

3

4

5

6

項項項目目目

デデディィィスススプププレレレイイイををを基基基
準準準とととしししたたたコココンンンパパパススス
ののの位位位置置置

デデディィィスススプププレレレイイイかかかららら
ののの最最最小小小安安安全全全距距距離離離

1 上側 200 mm (7.87 イン
チ)

2 後側 500 mm (19.7 イン
チ)

3 右側 350 mm (13.8 イン
チ)

4 下側 300 mm (11.8インチ)

5 正面 700 mm (27.5 イン
チ)

6 左側 250 mm (9.84 イン
チ)

警警警告告告: 取取取付付付面面面ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
この製品は重量が重いです。製品や船舶に損傷
を与えることがないように、製品を設置する前
に次の点に注意してください。

• この製品の技術仕様に記載されている重量情
報を参照し、対象の設置面が重量に耐えられ
ることを確認してください。

• 設置名が製品の重量を支えられない場合は、
設置面を補強しなければならないことがあり
ます。

• はっきりしない場合は、専門の海洋機器設置業
者にご相談ください。

GPS ののの場場場所所所ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
GPSアンテナ内蔵の危機を設置する際には、海洋電子機器の
場所に関する一般的なガイドラインに加えて、考慮しなけれ
ばならない多数の環境的要因があります。

取取取付付付場場場所所所にににつつついいいててて

• デデデッッッキキキ上上上ににに装装装着着着すすするるる場場場合合合:
最適な GPSパフォーマンスが得られます。(適切な防水加
工等級を満たしている機器の場合)

• デデデッッッキキキ下下下ににに装装装着着着すすするるる場場場合合合:
GPSのパフォーマンスが低下するため、デッキの上に外部
GPSアンテナを取り付けなければならないことがあります。

D11537-2

1

2

3

1

2

3

1. この場所に装着すると、最適な GPSパフォー
マンスが得られます (デッキ上)。

2. この場所に装着すると、GPSのパフォーマン
スが低下することがあります。

3. この場所は GPSアンテナの装着場所として
は推奨できません。

船船船舶舶舶ののの構構構造造造
船舶の構造によって、GPSのパフォーマンスが影響を受ける
ことがあります。たとえば、隔壁構造などの重構造物の近く
や、大規模な船舶の屋内などでは、GPSの信号が弱まること
があります。GPS アンテナ内蔵の機器をデッキ下に装着す
る前に、専門家に相談し、外部 GPS アンテナをデッキ上に
取り付けることを検討してください。

一一一般般般的的的ななな条条条件件件
天候と船舶の場所によって、GPSのパフォーマンスが影響を
受けることがあります。一般に、風がなく晴天の方が GPS fix
の精度が高くなります。極端に北または南の緯度に位置する
船舶でも GPS の信号が弱くなることがあります。デッキ下
に取り付けられた GPS アンテナは、一般条件に関連したパ
フォーマンスの問題が生じやすい傾向にあります。

EMC ののの設設設置置置ガガガイイイドドドララライイインンン
Raymarineの機器および付属品は、機器との電磁干渉を最小
限に抑えると同時に、そのような干渉がシステムの性能に与
える影響も軽減するために定められた電磁適合性 (EMC) 規
制に準拠しています。
EMC の性能に悪影響が出ないようにするためには、正しく
設置する必要があります。

注注注意意意: EMCの干渉が極端な場所では、製品に多少の干渉が
見られる場合があります。 このような状況が生じたら、製
品および干渉元の距離を離してください。

最最最適適適ななな EMC 性能を得るために、できるだけ次のことを行う
ことをお勧めします。
• Raymarine 機器とケーブルの接続先の条件
– VHFラジオやケーブル、アンテナなど、無線信号を運ぶ
すべての機器またはケーブルから 1 m (3フィート)以上距
離を置くこと。SSBラジオの場合は、この距離を 2 m (7
フィート) 取ってください。

– レーダービームの路程から 2 m (7 フィート)以上離れて
いること。レーダービームは通常、放射素子の上下 20 °
に拡散すると見なされています。

• 製品には、エンジン始動に使用されるバッテリとは異なる
バッテリが使用されていること。これは、エンジン始動で
別のバッテリが使われない場合に生じる可能性がある不安
定な動作やデータ損失を防ぐために重要です。

• Raymarine指定のケーブルが使用されていること。
• ケーブルは、設置説明書に詳細が記載されていない限り、
切断したり延長したりしないでください。
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注注注意意意: 設設設置置置上上上ののの制制制約約約ににによよよりりり、、、上上上記記記ののの条条条件件件ににに従従従うううここことととがががででできききななな
いいい場場場合合合ははは、電子機器の異なる品目間に可能な限りの最大距
離を設けて、設置の間ずっと EMC性能が最善の状態に保た
れるようにしてください。

視視視角角角ににに関関関すすするるる考考考慮慮慮事事事項項項
ディスプレイのコントラスト、色、夜間モードの性能などは
すべて視角の影響を受けるため、Raymarineでは設置を計画
する際にディスプレイに一時的に電源を入れて、最適な視角
が得られる場所を判断することをお勧めします。

LCD ののの向向向ききき
Raymarine 多機能ディスプレイ (MFD) は、上下左右に幅広
い角度から表示することができます。

3

4
2

1

D13119-1

1. 上

2. 下

3. 左

4. 右

LCD は、2 つの方向に設定できます。

1 2

D13120-1

1. 12時時時—標準の方向 (12時の方向では、LCDを下から見上
げるよりも上から見下ろす方がよく見えます)。

2. 6時時時—反転方向 (6時の方向では、LCDを上から見下ろす
よりも下から見上げる方がよく見えます)。

以下の表に、gS Series の各 MFD の LCD の向きの詳細を示
します。

MFD LCDののの向向向ききき MFD LCDののの向向向ききき

gS95 (E70124) 12時 gS95 INV
(E70183)

6時

gS125 (E70125) 12時 gS125 INV
(E70184)

6時

gS165 (E70126) 12時 gS165 INV
(E70185)

6時

gS195 (E70213) 6時

製製製品品品寸寸寸法法法

A C D E

B

D12716-2 

gS95 gS125 gS165 gS195

A 246.8 mm
(9.7インチ)

311.8 mm
(12.3 イン
チ)

383.2 mm
(15インチ)

433.9 mm
(17.1 イン
チ)

B 188.2 mm
(7.4インチ)

237.1 mm
(9.3インチ)

284.7 mm
(11.2 イン
チ)

391.2 mm
(15.4 イン
チ)

C 8 mm
(0.31 イン
チ)

8 mm
(0.31 イン
チ)

8 mm
(0.31 イン
チ)

8 mm
(0.31 イン
チ)

D 69 mm
(2.72 イン
チ)

70 mm
(2.75 イン
チ)

69 mm
(2.72 イン
チ)

75.9 mm
(3インチ)

E 114.1 mm
(7.8インチ)

114.1 mm
(7.8インチ)

114.1 mm
(7.8インチ)

114.1 mm
(7.8インチ)

海海海図図図リリリーーーダダダーーーののの寸寸寸法法法

A C D F

B E
  D12725-1 

A 55 mm (2.17インチ)

B 55 mm (2.17インチ)

C 8.5 mm (0.33インチ)

D 36 mm (1.4インチ)

E 39.2 mm (1.5インチ)

F 90 mm (3.5インチ)
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章章章 4: ケケケーーーブブブルルルととと接接接続続続部部部

目目目次次次
• 4.1 敷設時の一般的なガイダンス ( 30 ページ)

• 4.2 gS95 / gS125 / gS165 接続の概要 ( 31 ページ)

• 4.3 gS195 接続の概要 ( 31 ページ)

• 4.4 電源/データ (一体型) 接続 ( 32 ページ)

• 4.5 PoE (パワー オーバー イーサネット) ( 34 ページ)

• 4.6 海図リーダーの接続 ( 34 ページ)

• 4.7 補助アラームの接続 ( 35 ページ)

• 4.8 SeaTalkng® の接続 ( 35 ページ)

• 4.9 NMEA 2000 の接続 ( 36 ページ)

• 4.10 SeaTalk の接続 ( 36 ページ)

• 4.11 NMEA 0183 の接続 — 電源/NMEA/ビデオ ケーブル ( 37 ページ)

• 4.12 ギガビット ネットワーク接続 ( 38 ページ)

• 4.13 ソナー モジュールの接続 ( 38 ページ)

• 4.14 レーダーのネットワーク接続 ( 39 ページ)

• 4.15 GNSS / GPS 接続 ( 41 ページ)

• 4.16 AIS 接続 ( 41 ページ)

• 4.17 Fastheading 接続 ( 42 ページ)

• 4.18 キーパッドのネットワーク接続 ( 42 ページ)

• 4.19 気象衛星受信機の接続 ( 43 ページ)

• 4.20 ビデオ接続 — コンポジット ( 43 ページ)

• 4.21 カメラ (ビデオ/アラーム) 接続 ( 44 ページ)

• 4.22 HDMI ビデオ出力 ( 44 ページ)

• 4.23 IP カメラの接続 ( 45 ページ)

• 4.24 HD-SDI の接続 (gS195) ( 46 ページ)

• 4.25 赤外線カメラの接続 ( 47 ページ)

• 4.26 Fusion ネットワーク接続 ( 48 ページ)

• 4.27 Fusion NMEA 2000 の接続 ( 48 ページ)

• 4.28 メディア プレイヤーの接続 ( 49 ページ)

• 4.29 Raymarine 携帯アプリの接続 ( 49 ページ)

• 4.30 Bluetooth リモート コントロールの接続 ( 50 ページ)
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4.1敷敷敷設設設時時時ののの一一一般般般的的的なななガガガイイイダダダンンンススス

抑抑抑制制制フフフェェェララライイイトトト
• Raymarineのケーブルには、抑制フェライトがあらかじめ
装備されている、または付属しているものがあります。抑
制フェライトは、EMC性能を正常に保つために大切な働き
をします。ケーブルに対してフェライトが別途提供されて
いる (装着されていない)場合は、付属の指示に従って、こ
のフェライトを装着する必要があります。

• なんらかの理由（例：設置または保守作業時）で、フェラ
イトを取り外す必要がある際には、製品をご使用になる前
に必ず元の場所にフェライトを取り付けてください。

• Raymarine、または正規の Raymarine販売店で販売する、
純正部品のフェライトのみをご使用ください。

• 設置の際には複数のフェライトをケーブルに追加する必要
がありますが、ケーブルへの余分な重量によってコネクタ
に負担がかかるのを防ぐため、追加のケーブルクリップを
使用してください。

そそそののの他他他ののの機機機器器器へへへののの接接接続続続
Raymarine 社製品以外のケーブルにフェライトを使用する
場合の必要条件
Raymarine から支給されたケーブル以外を使って、お手元
の Raymarine 機器をその他の機器に接続する場合には、
Raymarine ユニット周辺のケーブルに必ず抑制フェライト
を 取り付けてください

ケケケーーーブブブルルルののの種種種類類類ととと長長長さささ
適切な種類、および適切な長さのケーブルを使用すること
が大切です。

• 特に明記しない限り、Raymarineから支給されている正し
い種類の標準ケーブルのみを使用してください。

• Raymarine製ではないケーブルの場合は、品質と規格が適
切であることを確認してください。 たとえば電源ケーブ
ルが長くなると、伝送路の電圧降下を最小限に抑えるため
に、大きな番線が必要になることがあります。

ケケケーーーブブブルルルののの配配配線線線
ケーブルの性能と寿命を最大限に生かすために、ケーブルは
正しく配線してください。

• ケーブルを過度に折り曲げないようにしてください。可
能な限り、最小曲げ径 200 mm (8 インチ) / 最小曲げ半径
100mm (4 インチ) を確保してください。

100 mm (4 in)

200 mm (8 in)

• 物理的損傷が生じたり熱に触れたりすることがないように
すべてのケーブルを保護します。可能であれば被覆やコン
ジットを使用してください。ビルジや出入口、または移動物
体や熱い物体の近くにケーブルを配線しないでください。

• 結束ひもやケーブル結束バンドなどでケーブルを定位置に
固定してください。余分なケーブルは巻き取り、邪魔にな
らないように括ってください。

• むきだしの隔壁やデッキヘッドにケーブルを渡すときは、
適切な防水加工のフィードスルーを使用してください。

• エンジンや蛍光灯の近くにケーブルを配線しないでくだ
さい。

ケーブル経路を決めるときは、常に次の物から最大限に遠ざ
けることを心がけてください。

• 他の機器やケーブル

• 高電流が流れる AC / DC 送電線

• アンテナ

ススストトトレレレイイインンンリリリリリリーーーフフフ
十分なストレインリリーフ (張力緩和)を確保してください。
コネクタが引っ張られないように保護し、極限海面状況でも
抜けないことを確認してください。

回回回路路路ののの分分分離離離
直流電流と交流電流の両方を使用する場合、適切な回路分
離が必要になります。

• PC、プロセッサ、ディスプレイ、その他の精密電子計器ま
たは装置を稼動する際には、必ず絶縁変圧器か独立した電
力変換器を使用してください。

• Weather FAX オーディオ ケーブルには必ず絶縁変圧器を
使用してください。

• サードパーティ製のオーディオアンプを使用する際には、
必ず独立した電源をご使用ください。

• 信号線の光分離には、必ず RS232/NMEAコンバータを使用
してください。

• PC またはその他の精密電子装置には、必ず専用の電源
回路を確保してください。

ケケケーーーブブブルルル遮遮遮蔽蔽蔽
すべてのデータ ケーブルが適切に遮蔽されており、損傷が
ない (狭い場所を無理に通したためにこすれたりしていない)
ことを確認してください。

ネネネッッットトトワワワーーークククケケケーーーブブブルルルのののコココネネネクククタタタののの種種種類類類
ネットワークケーブルのコネクタには、SeaTalkhs と RayNet
の 2 種類があります。

SeaTalkhs コネクタ — SeaTalkhs 装置を
SeaTalkhsケーブルを使用して Raymarine
ネットワークスイッチに接続する
際に使用します。

RayNetコネクタ — Raymarineネット
ワークスイッチと SeaTalkhs 装置を
RayNetケーブルを使用して多機能
ディスプレイに接続する際に使用し
ます。また、1台の装置のみをディス
プレイのネットワークコネクタに接
続している場合は、クロスオーバー
カプラも接続する必要があります。

30 gS Series installation instructions



4.2 gS95 / gS125 / gS165接接接続続続ののの概概概要要要
多機能ディスプレイで使用可能な接続の詳細を以下に示し
ます。

D12700-1

1 2 4 5 63

1 SeaTalkng

2 HDMI

3 PoE / RayNet SeaTalkhs (x3)

4 海図リーダー

5 ビデオ入力 /アラーム出力

6 電源 / NMEA 0183 /ビデオ入力

4.3 gS195 接接接続続続ののの概概概要要要
gs195　で使用可能な接続の詳細を以下に示します。

D13044-3

7 8

1 2 3 4 5 6

1 SeaTalkng の接続

2 HDMI 出力

3 PoE / RayNet SeaTalkhs 接続

4 カードリーダーの接続

5 アナログビデオ入力 /アラーム出力

6 電源 / NMEA 0183 /アナログビデオ入力

7 HD-SDIビデオ入力

8 PoE / RayNet SeaTalkhs 接続

コココネネネクククタタタとととケケケーーーブブブルルルののの保保保護護護キキキャャャッッップププ
使用していないコネクタや外れているケーブルは、適切に損
傷から保護する必要があります。

重重重要要要:
お使いの製品の背面には、保護キャップが装備されていま
す。使用/接続される予定のないコネクタには、このキャッ
プをしっかりと装着する必要があります。
ケーブルを外したままにする場合は、可能であればケーブ
ル保護キャップか絶縁テープを使用して、ケーブルのコネ
クタを保護してください。
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4.4 電電電源源源/デデデーーータタタ (一一一体体体型型型) 接接接続続続
以下の記載は、電源/NMEA/ビデオケーブルが 1つにまとまっ
ている MFD に当てはまります。
お使いの MFDの電源接続の確立方法は、「接続の概要」の項
を参照してください。

D13283-2

2

1

4 5

7

3

8

6

9

1. MFD
2. 電源/データ ケーブルの組み合わせ

3. 船舶の 12 V / 24 V dc 電源に接続

4. 赤のケーブル (正)

5. ヒューズ

6. 黒のケーブル (負)

7. ビデオ入力ケーブル

8. NMEA 0183 データ ケーブル

9. 接地 (ドレイン) ワイヤ

イイインンンララライイインンンヒヒヒュュューーーズズズおおおよよよびびびサササーーーマママルルルブブブレレレーーー
カカカ定定定格格格
お使いの製品には、次のインラインヒューズよびサーマルブ
レーカ定格が適用されます。

イイインンンララライイインンンヒヒヒュュューーーズズズ定定定格格格 サササーーーマママルルルブブブレレレーーーカカカ定定定格格格

15 A 15 A (接続する装置が 1台の
場合)

注注注意意意:

• サーマルブレーカに適したヒューズ定格は、接続する装
置の台数によって異なります。わからない場合は、正規
の Raymarine販売店にお問い合わせください。

• お使いの製品の電源ケーブルには、インラインヒューズ
が装備されている場合がありますが、装備されていない
場合は、インライン ヒューズを製品の電源接続の正の
ワイヤに追加することができます。

配配配電電電
推奨事項とベスト プラクティス

• 本製品には電源ケーブルが付属しています。製品に付属の
電源ケーブルのみを使用してください。別の製品を対象と
した、または別の製品に付属の電源ケーブルは使用しな
いでください。

• お使いの製品の電源ケーブルのワイヤの見つけ方、また接
続場所に関する詳細は、「電源接続」の項を参照してく
ださい。

• よくある配電条件での実装方法の詳細は、以下をご覧く
ださい。

重重重要要要: 計画・配線を行う際には、システムで使用する他の製
品を考慮してください。製品によっては (ソナーモジュー
ルなど)、船舶の電気系統に大きな電力需要ピークがかか
る場合があります。

注注注意意意: 下記の情報は、あくまでもお使いの製品を保護するた
めの指針として提供されています。一般的な船舶配電のシ
ナリオを取り上げていますが、すべてを網羅しているわけ
ではありません。適切なレベルの保護が確保されているか
どうか不明な場合は、正規の Raymarine販売店もしくは適
切な資格を持つ専門の海洋技術者にご相談ください。

実実実装装装— バババッッッテテテリリリににに直直直接接接接接接続続続すすするるる場場場合合合

• お使いの製品に付属の電源ケーブルは、適切な定格のヒュー
ズまたはブレーカ経由で船舶のバッテリに直接接続するこ
とができます。

• 製品に付属の電源ケーブルに、別のドレインワイヤが含ま
れていない場合もあります。その場合は、電源ケーブルの
赤と黒のワイヤのみを接続する必要があります。

• 付属の電源ケーブルにインライン ヒューズが装備されて
いない場合は、赤のワイヤとバッテリの正 (+) の端子との
間に適切な定格のヒューズ、またはブレーカを装着する必
要があります。

• 製品ドキュメントに記載されているインラインヒューズの
定格を参照してください。

• 製品に付属の電源ケーブルの長さを延長する必要がある場
合は、製品ドキュメントに記載の、専用の電源ケーブルの
延長に関するアドバイスをご覧ください。

D13344-1

A

B

A バッテリ接続シナリオ A:共用の RF接地点を使用して
いる船舶に適しています。このシナリオでは、お使い
の製品の電源ケーブルに別のドレインワイヤが付属し
ている場合、これを船舶の共用接地点に接続する必
要があります。

B バッテリ接続シナリオ B:共用の RF接地点を使用してい
ない船舶に適しています。このシナリオでは、お使い
の製品の電源ケーブルに別のドレインワイヤが付属し
ている場合、これをバッテリの負 (-)の端子に直接接
続する必要があります。

実実実装装装— 配配配電電電盤盤盤ににに接接接続続続すすするるる場場場合合合

D13348-1

• 別の方法として、付属の電源ケーブルを船舶の配電盤また
は工場出荷時に装備された配電点の適切なブレーカまたは
スイッチに接続することができます。

• 配電点の給電元は、8 AWG (8.36 mm2) ケーブルによる船
舶の一次電源である必要があります。
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• すべての機器を、適切な回路保護を施した、適切な定格の
個別のサーマルブレーカまたはヒューズに配線できれば理
想的です。しかし、それが不可能であり、複数の機器でブ
レーカを共有する場合は、電源回路ごとに個別のインライ
ンヒューズを使用して、必要な保護を確保してください。

• いずれの場合も、製品ドキュメントに付属の推奨ブレーカ/
ヒューズ定格に従ってください。

• 製品に付属の電源ケーブルの長さを延長する必要がある場
合は、製品ドキュメントに記載の、専用の電源ケーブルの
延長に関するアドバイスをご覧ください。

重重重要要要: サーマルブレーカまたはヒューズに適したヒューズ
定格は、接続する装置の台数によって異なることに注意
してください。

接接接地地地
製品ドキュメントに記載のそれぞれの接地に関するアドバイ
スに従ってください。

そそそののの他他他ののの情情情報報報
Raymarine では、すべての船舶の電気設備で、次の標準に
詳しく記載されているベスト プラクティスに従うことをお
勧めします。

• BMEA (全英舶用電子機器協会) の電気電子機器の船舶設
置に関する実施規則

• NMEA (全米舶用電子機器協会) 0400 設置標準

• ABYC E-11 船舶の AC/DC 電気系統

• ABYC A-31 充電器とインバータ

• ABYC TE-4 避雷

電電電源源源ケケケーーーブブブルルルののの延延延長長長
本製品には電源ケーブルが付属しており、必要に応じて延長
することができます。

• システムの各ユニットの電源ケーブルは、別々に、ユニッ
トから船舶のバッテリ/配電盤をつなぐ 1 本の 2 線式ケー
ブルとして配線する必要があります。

• Raymarineでは、どのような長さにケーブルを延長する場
合も、最最最低低低ワイヤゲージを 18AWG (0.82 mm2)に抑えるこ
とをお勧めします。

• 電源ケーブルをどれだけ延長する場合でも、製品の電源コネ
クタで、最最最低低低 10.8 V、完全に電気がなくなったバッテリで
11 Vの電圧が連続して得られることを確認してください。

重重重要要要: お使いのシステムの一部の製品 (ソナー モジュール
など) では、特定の時間帯にピーク電圧になり、そのため
にピーク時に他の製品で使用できる電圧に影響が出る場
合があります。

接接接地地地— 専専専用用用ドドドレレレイイインンンワワワイイイヤヤヤ
本製品に付属の電源ケーブルには、船舶の RF接地点に接続す
るための専用シールド (ドレイン)ワイヤが含まれています。
有効な RF接地点をシステムに接続することが重要です。すべ
ての機器に単一の接地点を使用してください。ユニットを接
地するには、電源ケーブルのシールド (ドレイン)ワイヤを船
舶の RF 接地点に接続します。RF 接地システムのない船舶
では、シールド (ドレイン) ワイヤをバッテリのマイナス側
に直接接続してください。
DC電源システムには、次のいずれかを使用します。

• マイナス接地で、マイナスのバッテリ端子を船舶のアー
ス端子に接続する。

• 浮動型で、いずれのバッテリ端子も船舶のアース端子に
は接続しない。

通通通告告告: 製製製品品品ののの接接接地地地
電源を投入する前に、本製品が付属の指示に従っ
て正しく接地されていることを確認してくださ
い。

通通通告告告: 正正正ののの接接接地地地シシシススステテテムムム
正の接地を使用しているシステムにこのユニット
を接続しないでください。
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4.5 PoE (パパパワワワーーーオオオーーーバババーーーイイイーーーサササネネネッッットトト)
本製品は、クラス 1、2、3の装置に対して PoE (パワーオー
バーイーサネット)を供給することができます。本製品は、
PoE装置が使用する電力を最大 20 Wまで出力することがで
きます。
PoEのクラスは、PoE装置の出力範囲を示します。

PoEクククラララススス 出出出力力力範範範囲囲囲 クククラララスススののの説説説明明明

クラス 1 0.44 W～ 3.84 W 非常に低い電力

クラス 2 3.84 W～ 6.49 W 低い電力

クラス 3 6.49 W～ 12.95 W 中程度の電力

クラス 0 0.44 W～ 12.95 W -

注注注意意意: 本製品は、クラス 4 の装置への電力供給は行いま
せん。

本製品は、PoE装置の最大出力が 20 Wを越えない限り、使
用可能なネットワーク/PoEポートを使用して、最大 3つの装
置に電力を供給できます。
PoE 装置が接続されている場合、装置が PoE であるかどう
か、またその場合は装置のクラスは何かをたずねる質問が表
示されることがあります。その後、その装置のクラスの最大
出力がポートに割り当てられ (例クラス2 = 6.49 W)、残りの
出力から差し引かれます。
使用可能な PoE装置の構成を下の表に示します。

クククラララススス 1 (3.84
W)

クククラララススス 2 (6.49
W)

クククラララススス 3 /ククク
ラララススス 0 (12.95
W) 合合合計計計使使使用用用電電電力力力

1 3.84 W

2 7.68 W

3 11.52 W

1 6.49 W

2 12.98 W

3 19.47 W

1 1 10.33 W

2 1 14.17 W

1 2 16.82 W

1 12.95 W

1 1 16.79 W

1 1 19.44 W

注注注意意意: クラス 0の装置には、クラス 3の装置と同じように
電力を割り当てます。

注注注意意意: 合計出力が 20 Wを超える PoE装置が接続された場
合、装置の電源は入りません。

4.6 海海海図図図リリリーーーダダダーーーののの接接接続続続
海図リーダーは、ディスプレイ背面の専用海図リーダーコネ
クタに直接接続する必要があります。

注注注意意意: 海図リーダーをディスプレイに接続する際は、延長
ケーブルを使用しないでください。

D12698-1

1 2

注注注意意意: ディスプレイは、ディスプレイに直接接続されてい
る海図リーダーにのみ接続できます。
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4.7 補補補助助助アアアラララーーームムムののの接接接続続続
補助アラームは、多機能ディスプレイのビデオ入力/アラーム
出力コネクタに接続できます。
お使いの MFDにアラーム出力接続があるかどうかを確認する
には、「接続の概要」の項を参照してください。

D12806-3

1

3

4

2

1. 補助アラーム

2. MFD

3. 接続 — ワイヤは 黒黒黒から黒黒黒へ、また赤赤赤から紫紫紫へと接続
してください。

4. ビデオ入力 / アラーム出力ケーブル

補助アラームのケーブル接続には、適切なコネクタ (端子な
ど)を使用してください。水の侵入による破損を防ぐため、接
続に防水加工が施されていることを確認してください。

4.8 SeaTalkng® ののの接接接続続続
MFDは、SeaTalkng® バックボーンに接続できます。
SeaTalkng® では、次の機器と通信することができます。

• SeaTalkng® 計器

• SeaTalkSeaTalkng® 自動操縦

• オプションのSeaTalk － SeaTalkng® コンバータを接続し
た SeaTalk 機器

• オプションの DeviceNet アダプタ ケーブルを使用した
NMEA 2000 機器

標標標準準準的的的ななな SeaTalkng® シシシススステテテムムム

��

D12176-5

12 V / 24 V dc

1 2

6

9 10

8

7

3

4

5

1. SeaTalkng® 計器

2. SeaTalkng® パイロット コントロール ヘッド

3. iTC-5 コンバータ

4. 風向風速トランスデューサ

5. MFD
6. 電源

7. SeaTalkng® 自動操縦

8. iTC-5 コンバータ

9. 深度トランスデューサ

10. 速度トランスデューサ

SeaTalkng ケーブル配線の詳細については、「章 12スペアお
よび付属品」を参照してください。

SeaTalkng 電電電源源源ののの必必必要要要条条条件件件
SeaTalkng バスには 12 V の電源が必要です。
次の方法での電源供給が可能です。

• 安定化した 12 V電源を持つ Raymarine機器 (例：SmartPilot
SPX コース コンピュータ)

• その他の適切な 12 V 電源

注注注意意意: SeaTalkng は、専用の電源入力を持つ多機能ディスプ
レイやその他の機器には電源を供給しません。
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4.9 NMEA 2000 ののの接接接続続続
本ディスプレイでは NMEA 2000装置からのデータ受信が可
能です (例: 互換エンジンからのデータなど)。NMEA 2000
の接続には、SeaTalkng® および適切なアダプタ ケーブルを
使用します。
次のいずれかを行うことができます。

• SeaTalkng® バックボーンを使用して、スプールの各
NMEA 2000 装置を接続する

• スプールのディスプレイを既存の NMEA 2000バックボー
ンに接続する

重重重要要要: 2 つのバックボーンを一緒に接続することはでき
ません。

NMEA 2000機機機器器器ををを SeaTalkng® バババッッックククボボボーーーンンンににに接接接続続続すすするるる

NMEA 2000

12 V dc

D12174-3

1 3

4

SeaTalkng

2

1. 12 V のバックボーン用電圧源

2. MFD

3. NMEA 2000 装置

4. SeaTalkng® － DeviceNet アダプタ ケーブル

デデディィィスススプププレレレイイイををを既既既存存存ののの NMEA 2000 (DeviceNet) バババッッックククボボボーーー
ンンンににに接接接続続続すすするるる

D12175-3

32

4

1

1. MFD

2. SeaTalkng® － DeviceNet アダプタ ケーブル

3. DeviceNet バックボーン

4. NMEA 2000 機器

4.10 SeaTalk ののの接接接続続続
オプションの SeaTalk－ SeaTalkng® コンバータを使用して、
SeaTalk装置を MFDに接続することができます。

D12265-2

SeaTalkng 

SeaTalk  

1

2

3

1. SeaTalk 装置

2. SeaTalk － SeaTalkng® コンバータ

3. MFD
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4.11 NMEA 0183ののの接接接続続続—電電電源源源/NMEA/
ビビビデデデオオオケケケーーーブブブルルル
NMEA 0183装置は、電源/NMEAビデオ一体型ケーブルを使
用して、直接 MFDに接続することができます。
お使いの MFDでの NMEA 0183の接続方法を確認するには、
「接続の概要」の項を参照してください。

D13285-2

61 2 3 4 5

117 8 9 10 12

NMEA DEVICE
4800 / 38400 baud

NMEA DEVICE
4800 / 38400 baud

次の 2つのNMEA 0183ポートが使用できます。

• ポポポーーートトト 1: 入出力、4800または 38400ボーレート

• ポポポーーートトト 2: 入力専用、4800または 38400ボーレート

各ポート入力に使用するボーレートは、[シシシススステテテムムムののの設設設定定定]
メニュー (ホホホーーームムム画画画面面面 > [セセセッッットトトアアアッッップププ] > [シシシススステテテムムム設設設定定定] >
[NMEAのののセセセッッットトトアアアッッップププ] > [NMEA入入入力力力ポポポーーートトト])。

注注注意意意: ポート 1では、入力と出力は同じボーレートで通信
します。たとえば、1台の NMEA 0183装置をディスプレイ
のポート 1入力に接続し、別のNMEA 0183装置をポート 1
出力に接続した場合、両方の NMEA装置は同じボーレート
を使用する必要があります。

最大 4台の装置をディスプレイの出力ポートに、2台の装置
をディスプレイの入力ポートに接続できます。

項項項目目目 装装装置置置
ケケケーーーブブブルルル
ののの色色色 ポポポーーートトト

入入入力力力 /出出出
力力力

正正正 (+) /
負負負 (-)

1 白 1 入力 正 (+)

2 緑 1 入力 負 (-)

3 黄色 1 出力 正 (+)

4 茶色 1 出力 負 (-)

5 オレンジ /
白

2 入力 正 (+)

6

多機能
ディスプ
レイ

オレンジ /
緑

2 入力 負 (-)

7 * * 出力 正 (+)

8 * * 出力 負 (-)

9 * * 入力 正 (+)

10

NMEA装置

* * 入力 負 (-)

項項項目目目 装装装置置置
ケケケーーーブブブルルル
ののの色色色 ポポポーーートトト

入入入力力力 /出出出
力力力

正正正 (+) /
負負負 (-)

11 * * 出力 正 (+)

12

NMEA装置

* * 出力 負 (-)

注注注意意意: * NMEA 0183 装置に付属の説明書を参照してくだ
さい。

NMEA 0183 ケケケーーーブブブルルル
付属の電源ケーブルとデータ ケーブルを使用して、
NMEA 0183ワイヤを延長することができます。

デデデーーータタタケケケーーーブブブルルルののの延延延長長長

全全全長長長 (最最最大大大) ケケケーーーブブブルルル

～ 5 mまで 高品質データケーブル:

• シールド付きツイストペ
アケーブル 2本

• 50～ 75 pF/m静電容量線心
－線心
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4.12ギギギガガガビビビッッットトトネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続
ギガビット (1000 Mbit/秒)のネットワークポートを持つ MFD
は、連結接続することをお勧めします。MFDの 1つを RayNet
ネットワークスイッチのギガビットポートを使用して、ネッ
トワークに接続することができます。こうすることで、使用
可能な帯域幅を MFDでフル活用することができます。

D13339-1

お使いのMFDネットワークポートの速度を確認するには、お
使いの製品の 技術仕様を参照してください。

4.13 ソソソナナナーーーモモモジジジュュューーールルルののの接接接続続続
外付けソナー モジュールは、ディスプレイのネットワーク
接続に直接接続するか、あるいはRaymarine®ネットワーク
スイッチを使用して SeaTalkhs ネットワークに接続するこ
とができます。
2 種類の接続が必要です。

• ネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続 — ソナーのデータを互換性のある
Raymarine® MFD に送信します。

• トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ接接接続続続— 内蔵・外付けソナー モジュール
は、互換性のあるトランスデューサに接続する必要があり
ます。内蔵の 600 Wおよび内蔵の CHIRP DownVisionTM ソ
ナー型式ディスプレイには、モジュールが組み込まれてお
り、互換性のあるトランスデューサを直接ディスプレイに
接続することができます。

ネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続
複数のソナー モジュールを同じネットワークに接続するこ
とができます。

SeaTalkhs / RayNet

SeaTalkhs / RayNet

SeaTalkhs / RayNet

D12975-2

2

4

3

5

3

3

1

1. MFD

2. Raymarine® ネットワーク スイッチ

3. RayNet ネットワーク ケーブル

4. ソナーモジュール 1 (例 CHIRPソナーモジュール)

5. ソナー モジュール 2 (例 CHIRP DownVisionTM ソナー
モジュール)

複複複数数数のののソソソナナナーーーシシシススステテテムムムををを使使使用用用すすするるる際際際ののの重重重要要要
なななソソソフフフトトトウウウェェェアアア要要要件件件
お使いのシステムに複数のソナー データ ソースがある場合
は、すべての CP300または CP450Cソナーモジュールで、
ソフトウェアバージョン v4.04以降が実行されていることを
確認する必要があります。
次のようなシステムが該当します。

• 内蔵ソナー モジュールに加え、CP300 および / または
CP450Cソナーモジュールを備えた任意の数の MFD

• 内蔵ソナー モジュールはないが、複数の CP300 または
CP450C ソナー モジュールを備えた MFD

CP300または CP450Cソナーモジュールを装備していないシ
ステムには該当しません。

注注注意意意: ソフトウェアのダウンロードや、お使いの製品のソフト
ウェアの更新方法については、www.raymarine.com/software
を参照してください。
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4.14レレレーーーダダダーーーのののネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続
レーダーユニットは通常、 Raymarine® ネットワークスイッ
チを使用して SeaTalkhsネットワークに接続します。小規模な
システムでは、レーダーを直接ディスプレイのネットワーク
接続に接続することができます。

ネネネッッットトトワワワーーークククスススイイイッッッチチチををを使使使用用用しししたたたレレレーーーダダダーーー接接接続続続

D12252-3

4

21

56

3

1. レーダー スキャナ

2. Raymarine® ネットワーク スイッチ

3. MFD

4. RayNet レーダー ケーブル

5. VCM (電圧コンバータモジュール) — (オープンアレイに
必要)

6. 電源接続

レレレーーーダダダーーーををを直直直接接接デデディィィスススプププレレレイイイににに接接接続続続しししたたた場場場合合合

D12253-3

4

1

2

3

1. レーダー スキャナ

2. MFD

3. MFDへのネットワーク接続 (RayNetレーダーケーブル)

4. 電源接続

注注注意意意: オープンアレイスキャナには VCMが必要です。

RJ45 SeaTalkhs レレレーーーダダダーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続
RJ45 SeaTalkhs レーダーケーブルを使用してレーダーを接続
するには、追加の付属品が必要です。

1

2

3

4

D12884-2

1. RJ45 SeaTalkhs レーダー ケーブル

2. MFD

3. MFDへのネットワーク接続 (RayNet－ RJ45 SeaTalkhs ア
ダプタ ケーブル)

4. SeaTalkhs クロスオーバー カプラ
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レレレーーーダダダーーー ケケケーーーブブブルルルののの延延延長長長
ケーブル配線が長い場合は、レーダー電源およびデータ ケーブルの延長が必要になります。

D12254-1

1 42 3

1. レーダー延長ケーブル
2. レーダーの電源/データのデジタル ケーブル
3. Raymarine® ネットワークスイッチ (レーダーを直接ディスプレイに接続する場合はクロスオーバーカプラ)
4. RayNetケーブル (または、クロスオーバーカプラを使用した場合は RayNet－ SeaTalkhs ケーブル)

注注注意意意: 電源接続はこの図には示されていません。オープン アレイ スキャナを使用する場合は、VCM (電圧コンバータ モ
ジュール) をスキャナと電源の間に接続する必要があります。

レーダーの設置方法 (電源接続、取り付けなど)に関する詳細は、レーダーに付属の設置指示を参照してください。

デデデジジジタタタルルルレレレーーーダダダーーーケケケーーーブブブルルル
スキャナをシステムに接続するには、専用のレーダー電源と
データデジタルケーブル、および適切なネットワークケーブ
ルが必要です。

接接接続続続 必必必要要要なななケケケーーーブブブルルル

レーダースキャナから電源
および Raymarineネットワー
クスイッチへの接続

電源およびデータのデジタ
ルケーブルケーブル配線が
長い場合は、さまざまな長
さの延長ケーブルがご利用
いただけます。

Raymarine ネットワークス
イッチから多機能ディスプ
レイへの接続

さまざまな長さのネット
ワークケーブルがご利用い
ただけます。

SeaTalkhs レレレーーーダダダーーーののの電電電源源源/デデデーーータタタのののデデデジジジタタタルルル
ケケケーーーブブブルルル
これらのケーブルには、スキャナの電源とデータを接続する
ワイヤが含まれています。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番

RJ45 SeaTalkhs 5 m (16.4フィー
ト) 電源/データデジタル
ケーブル

A55076D

RJ45 SeaTalkhs 10 m (32.8フィー
ト) 電源/データデジタル
ケーブル

A55077D

RJ45 SeaTalkhs 15 m (49.2フィー
ト) 電源/データデジタル
ケーブル

A55078D

RJ45 SeaTalkhs 25 m (82.0フィー
ト) 電源/データデジタル
ケーブル

A55079D

注注注意意意: レーダーの電源/データ デジタル ケーブルの最大長
は、延長部分も含めて 25 m (82フィート)です。

RayNet レレレーーーダダダーーーののの電電電源源源/デデデーーータタタのののデデデジジジタタタルルル
ケケケーーーブブブルルル
これらのケーブルには、スキャナの電源とデータを接続する
ワイヤが含まれています。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番

RayNet 5 m (16.4フィート)電
源/データデジタルケーブル

A80227

RayNet 10 m (32.8フィート)電
源/データデジタルケーブル

A80228

RayNet 15 m (49.2フィート)電
源/データデジタルケーブル

A80229

RayNet 25 m (82.0フィート)電
源/データデジタルケーブル

A80230

注注注意意意: レーダーの電源/データ デジタル ケーブルの最大長
は、延長部分も含めて 25 m (82フィート)です。

レレレーーーダダダーーーののの電電電源源源おおおよよよびびびデデデーーータタタのののデデデジジジタタタルルル延延延長長長
ケケケーーーブブブルルル
これらのケーブルは、スキャナの電源とデータ接続の電源お
よびデータのデジタルケーブルを延長します。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番

2.5 m (8.2フィート)電源およ
びデータのデジタルケーブ
ル

A92141D

5 m (16.4フィート)電源および
データのデジタルケーブル

A55080D

10 m (32.8フィート)電源およ
びデータのデジタルケーブ
ル

A55081D

注注注意意意: レーダーの電源/データ デジタル ケーブルの最大長
は、延長部分も含めて 25 m (82フィート)です。
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4.15 GNSS / GPS 接接接続続続
ディスプレイの型式によっては、多機能ディスプレイに内
蔵 GNSS/GPS 受信機が含まれていることがあります。必要
であれば、SeaTalkng® または NMEA 0183 を使用して多機
能ディスプレイを外付け GNSS/GPS 受信機に接続するこ
ともできます。

GNSS / GPS 接接接続続続— SeaTalkng®

D12261-2

SeaTalkng 

1

3

2

1. MFD

2. SeaTalkng® と MFDの接続

3. SeaTalkng® GNSS / GPS 受信機

NMEA 0183 GNSS / GPS受信機は、「4.11 NMEA 0183の接続
—電源/NMEA/ビデオケーブル」項およびユニットに付属の
設置指示の詳細に従って、MFDに接続することができます。

4.16 AIS 接接接続続続
互換性のある AISユニットは、SeaTalkng® または NMEA 0183
を使用して接続することができます。

SeaTalkng®ををを使使使用用用しししたたた接接接続続続

D12263-2

SeaTalkng 

1

3

2

1. MFD

2. SeaTalkng® と MFDの接続

3. SeaTalkng® AIS 受信機 / 送受信機

AISユニットは、「 4.11 NMEA 0183の接続—電源/NMEA/ビ
デオ ケーブル」項およびユニットに付属の設置指示の詳に
従って、MFD に接続することができます。
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4.17 Fastheading 接接接続続続
多機能ディスプレイで MARPA (レーダー目標捕捉)機能を使
用する場合は、次のいずれかが必要です。

• SeaTalkng または NMEA 0183 から多機能ディスプレイに
接続した自動操縦。 コンパスはコース コンピュータに接
続されており、パイロット コントロール ヘッドで調整さ
れています。

• NMEA 0183から多機能ディスプレイに接続した Raymarine
またはサードパーティ製の Fastheadingセンサー。

注注注意意意: 詳細については、販売店または Raymarineテクニカ
ル サポートにお問い合わせください。

4.18キキキーーーパパパッッッドドドのののネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続
Raymarine® リモート キーパッド (例 RMK-9など) は、ディ
スプレイのネットワーク接続に直接接続するか、あるいは
Raymarine®ネットワークスイッチを使用してSeaTalkhsネッ
トワークに接続することができます。
複数のキーパッドをシステムに接続することもできます。キー
パッドごとに最大 4台のMFDを制御することができます。

D12694-3

4

1

2 3

1. MFD

2. MFDまたは Raymarine® ネットワークスイッチへのネッ
トワーク接続 (RayNet ケーブル)

3. RMK-9 キーパッド

4. 代替電源接続 (直角型電源ケーブル)

注注注意意意:

a. キーパッドを直接 MFDに接続する場合、MFDがパ
ワーオーバーイーサネット (PoE)に対応していな
い限り、代替電源接続を使ってキーパッドに別途電
源を供給する必要があります。

b. キーパッドをネットワークスイッチ経由で接続す
る場合、代替電源接続を使用して、キーパッドに別
途電源を供給する必要があります。

キーパッドの設置方法 (電源接続、取り付けなど)に関する詳
細は、キーパッドに付属の設置指示を参照してください。
接続が完了したら、制御したい各 MFDとキーパッドのペアリ
ングを行う必要があります。
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4.19 気気気象象象衛衛衛星星星受受受信信信機機機ののの接接接続続続
Sirius XM 気象衛星受信機は、ディスプレイのネットワーク
接続に直接接続するか、あるいはRaymarine®ネットワーク
スイッチを使用して SeaTalkhs ネットワークに接続するこ
とができます。

SeaTalkhs / RayNet

������

AUDIO�� �ANTENNA� NETWORK�� POWER��

D12902-3

1 2

1. Raymarine 気象衛星受信機

2. MFD

SeaTalkng を使用して SR50 を接続する方法の詳細につい
ては、82257 – SR50 の操作に関するドキュメントを参
照してください。この資料は、Raymarine Web サイト:
www.raymarine.comからダウンロードできます。
気象衛星受信機の設置方法 (電源接続、取り付けなど) に関
する詳細は、気象衛星受信機に付属の設置指示を参照してく
ださい。

4.20ビビビデデデオオオ接接接続続続—コココンンンポポポジジジッッットトト
アナログ カメラは、コンポジット ビデオ入力接続のある
MFD に直接接続することができます。
お使いの MFDにコンポジットビデオ入力があるかどうかを
確認するには、「接続の概要」の項を参照してください。
MFDでコンポジットビデオ入力接続のないものは、IPカメラ
のみへの接続が可能です。

D12178-3

3

4

2

1

1. MFD

2. MFDへの接続 (電源/NMEA/ビデオケーブル)

3. BNC ビデオ コネクタ

4. カメラ (ビデオ ソース)

ビデオ入力接続への接続が可能なその他のビデオソースの例:

• 赤外線カメラ

• DVD プレイヤー

• ポータブル メディア プレイヤー

注注注意意意: オーディオを聴くには、接続されているすべてのプレ
イヤーで、外付けスピーカーをプレイヤーのオーディオ出
力に接続する必要があります。

ビビビデデデオオオののの仕仕仕様様様
信信信号号号ののの種種種類類類 コンポジット

形形形式式式 PALまたは NTSC

コココネネネクククタタタタタタイイイプププ BNC (メス)

出出出力力力解解解像像像度度度 720p
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4.21カカカメメメラララ (ビビビデデデオオオ/アアアラララーーームムム)接接接続続続
カメラまたはビデオ装置は、専用のビデオ/アラームコネクタ
を使用して、MFDに直接接続することができます。

ビビビデデデオオオ / アアアラララーーームムムコココネネネクククタタタのののビビビデデデオオオ入入入力力力

D12915-2

3

1

2

1. ビデオ ソース (ビデオ カメラなど)

2. MFD

3. ビデオ / アラーム ケーブル (付属)

注注注意意意: ムービーのオーディオトラックを聴くには、接続さ
れているすべての DVDまたはデジタルビデオプレイヤー
でスピーカーをプレイヤーのオーディオ出力に接続する必
要があります。

4.22 HDMI ビビビデデデオオオ出出出力力力
お使いの MFDに HDMI出力接続がある場合、MFDの画面を
外付けディスプレイに出力することができます。
お使いの MFDに HDMI出力があるかどうかを確認するには、
「接続の概要」の項を参照してください。

D12916-2

3

2

1

1. MFD

2. 外付けディスプレイ (下の注記を参照)。

3. Raymarine 5 m (16.4 フィート) HDMI ビデオ出力ケーブ
ル (A80219)

注注注意意意:

1. 接続する外部ディスプレイで多機能ディスプレイの画
面を表示できるようにするには、720p標準がサポート
されている必要があります。多機能ディスプレイのビ
デオ出力解像度は、720pに固定されています。

2. HDMI ケーブルは、船舶の DC 電源から電気的に絶縁
されている外部ディスプレイに接続する必要がありま
す (たとえば、画面と外部ディスプレイの HDMI コネ
クタの 0V を、船舶の DC 電源に直接接続することは
できません)。

詳細については、Raymarine テクニカル サポートにお問
い合わせください。
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4.23 IP カカカメメメラララののの接接接続続続
Raymarine® IP カメラは、ディスプレイのネットワーク接
続に直接接続するか、あるいは Raymarine® ネットワーク
スイッチを使用して SeaTalkhs ネットワークに接続するこ
とができます。
ネットワーク接続をすると、ビデオ信号が互換性のある
Raymarine® MFD に送信されます。

IP カカカメメメラララののの直直直接接接接接接続続続

D12592-5

3

4

21

1. MFD

2. CAM200IP

3. RayNet－ RJ45 SeaTalkhs アダプタケーブル

4. イーサネット カプラ (R32142)

IP カカカメメメラララのののネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続

D12593-5  

4

3

2

5

5

5

5

3 3

3

4

4

4

1

1. MFD

2. Raymarine® ネットワーク スイッチ

3. RayNet－ RJ45 SeaTalkhs アダプタケーブル

4. イーサネット カプラ (R32142)

5. CAM200IP

重重重要要要: IPカメラが多機能ディスプレイによって検出されな
い場合は、多機能ディスプレイの電源を入れたまま、IPカ
メラの電源を入れたり切ったりしてみてください。

カメラの設置方法 (電源接続、取り付けなど) に関する詳細
は、カメラに付属の設置指示を参照してください。

IP カカカメメメラララににに関関関すすするるるガガガイイイダダダンンンススス
Raymarine® MFDでは、IPカメラのフィードを表示すること
ができます。サードパーティ製の IP カメラでも機能します
が、Raymarine® では、Raymarine® IPカメラ (CAM200IPな
ど) を使用することを強くお勧めします。
サード パーティ製の IP カメラはすべて、次の条件を満た
している必要があります。

• カメラでは H.264圧縮と RTSP (リアルタイムストリーミン
グプロトコル)をサポートする必要があります。

• カメラは ONVIF準拠である必要があります。

• カメラは、非認証の匿名アクセスが許可されるように設
定できる必要があります。

• カメラは、DHCPで動的に IPアドレスを割り当てるように
設定できる必要があります。

• カメラの解像度は、720pよりも高く設定しないでください

カメラ設定を確認し、必要であれば、PCとカメラ付属のソフ
トウェアを使用して調整してください。この作業は、カメラ
をSeaTalkhs ネットワークに追加する前に行ってください。

重重重要要要: Raymarine® では、サードパーティ製 IPカメラとの
互換性を保証いたしかねます。
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4.24 HD-SDI ののの接接接続続続 (gS195)
gS195 には、HD-SDI (高解像度シリアル デジタル インター
フェイス) があり、これを使用して、多機能ディスプレイの
カメラ アプリケーションで互換性のあるビデオ ソースを
表示することができあす。

D13045-2

31 2

1. HD-SDI カメラ

2. HD-SDI 入力データ ケーブル

3. gS195 多機能ディスプレイ

注注注意意意: カメラまたは外付けディスプレイに標準の BNC接続
がない場合は、サードパーティ製のアダプタおよび/または
コンバータが必要になることがあります。

HD-SDI インターフェイスの接続には、BNC コネクタを使
用します。カメラを多機能ディスプレイに接続する際は、
Belden 1694Aケーブル (別売り)と付属の BNCコネクタを使
用して、データケーブルを作ることをお勧めします。

HD-SDI カカカメメメラララののの接接接続続続
ユニットの HD-SDIインターフェイスを使用してカメラを接
続する際には、付属の BNCコネクタとブーツキットを使用
してください。
データ ケーブルを作る際には、BNC コネクタをケーブル末
端に接続する前に、最初にケーブルをブーツに通しておいて
ください。ブーツを BNC コネクタとケーブルにかぶせるこ
ともできますが、保護ブーツが割れてしまわないように注意
してください。

HD-SDI ののの接接接続続続

1 2 3
D13046-3

1. 75 Ω BNC コネクタ (付属)

2. ブーツ (付属)

3. データ ケーブル (付属していません)

デデデーーータタタケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続
以下の手順に従って、HD-SDIデータケーブルを多機能ディ
スプレイに接続します。

1

3

2

4

D13048-3

1. BNC　コネクタの向きが正しいことを確認します。
2. BNC コネクタを多機能ディスプレイの背面の該当する

HD-SDI 接続部に奥まで完全に差し込み、ロッキング カ
ラーを右回りに回してロックします。

3. ディスプレイの背面の BNCコネクタと HD-SDI接続部に
保護ブーツを押し込んでかぶせます。

4. 2本のケーブルタイ (付属)を使用して、接続部にかぶせた
保護ブーツを固定します。

外外外しししたたたケケケーーーブブブルルルののの保保保護護護
BNC ケーブルを外しておく場合は、保護キャップをブーツ
先端に固定しておく必要があります。

1 2 3

D13050-1

1. BNCケーブルが多機能ディスプレイから外れた状態にあ
ります。

2. 下に示すようにブーツをキャップにかぶせます。
3. ケーブルタイを使用して、ブーツをキャップに固定するこ

とをお勧めします。

HD-SDI ののの最最最大大大ケケケーーーブブブルルル長長長
最大推奨ケーブル長を以下に示します。

HD-SDI入力ケーブル (カメラ
－多機能ディスプレイ)

50 m (164フィート)
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4.25 赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララののの接接接続続続
赤外線カメラは、ディスプレイのネットワーク接続に直接接
続するか、あるいはRaymarine® ネットワークスイッチを使用
して SeaTalkhs ネットワークに接続することができます。
2 種類の接続が必要です。

• ネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続—互換性のある Raymarine® MFDまた
はオプションのジョイスティック コントロール ユニット
(JCU)を使用して赤外線カメラを制御する際に必要です。

• ビビビデデデオオオ接接接続続続— コンポジット ビデオ信号を互換性のある
Raymarine® MFD に送信します。

注注注意意意: 赤外線カメラは、ビデオ入力接続対応の MFDにのみ
接続できます。

T200 Series ののの接接接続続続

D12839-2

3

2

1

4 5 6

7

1. MFD

2. 赤外線カメラ

3. PoE (パワーオーバーイーサネット)インジェクタ

4. RayNet－ RJ45 SeaTalkhs アダプタケーブル

5. MFDへのネットワーク接続 (RayNet)

6. MFDへのビデオ接続 (コンポジット ビデオ)

7. ビデオ ケーブル

T300 / T400 Series ののの接接接続続続

SeaTalkhs / RayNet

SeaTalkhs / RayNet

SeaTalkhs / RayNet

D12260-2

6

7

4

9

32

1

5

8

10

1. MFD

2. MFDへのビデオ接続 (コンポジット ビデオ)

3. MFDへのネットワーク接続 (RayNetケーブル)

4. Raymarine® ネットワーク スイッチ

5. ビデオ ケーブル

6. RayNet－ RJ45 SeaTalkhs アダプタケーブル

7. PoE (パワーオーバーイーサネット)インジェクタ (オプ
ションの JCU を使用した場合にのみ必要)

8. 赤外線カメラ

9. JCU (ジョイスティック コントロール ユニット)。オプ
ション。

10. イーサネット カプラ (R32142)

重重重要要要:

• カメラが物理的に接続されている多機能ディスプレイの
赤外線カメラ画像のみを表示できます。2台以上のディ
スプレイで赤外線カメラ画像を表示する場合は、適切な
サード パーティ製のビデオ配電ユニットを入手する必
要があります。

• 赤外線カメラは同じネットワークに接続された任意の
多機能ディスプレイから制御できます。JCU (ジョイス
ティックコントロールユニット)はオプションですが、
必要に応じて多機能ディスプレイと一緒に使用して赤外
線カメラを制御することができます。

• 「デュアルペイロード」赤外線カメラには、赤外線およ
び可視光用レンズがそれぞれ 1枚、合計 2枚の個別のレ
ンズが付属しています。ディスプレイが 1台のみの場合
は、「VIS / IR」 (可視光 /赤外線)と言うラベルの付いた
ビデオケーブルをディスプレイに接続してください。2
台以上のディスプレイを使用している場合は、各ディス
プレイにケーブルを 1 本ずつ接続します。

赤外線カメラの設置方法 (電源接続、取り付けなど)に関する
詳細は、カメラに付属の設置指示を参照してください。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララのののケケケーーーブブブルルル
赤外線カメラのケーブル配線の必要条件は次のとおりです。

カカカメメメラララ－－－ネネネッッットトトワワワーーークククスススイイイッッッチチチ
カメラをネットワークスイッチに接続するには、ネットワー
ク パッチ ケーブルが必要です。カメラに付属のカプラを使
用してカメラのケーブル末尾をネットワーク スイッチに接
続します。ネットワーク パッチ ケーブルは、さまざまな長
さをご用意しております。

JCU (ジジジョョョイイイススステテティィィッッックククコココンンントトトロロローーールルルユユユニニニッッットトト)
イーサネット (電源)ケーブルを使用して JCUを接続します。
JCUにはこの接続のために 1.5 m (5フィート)のイーサネット
ケーブルが付属しています。別の長さのケーブルが必要な場
合は、業者にご相談ください。

PoE (パパパワワワーーーオオオーーーバババーーーイイイーーーサササネネネッッットトト)イイインンンジジジェェェクククタタタ－－－ネネネッッットトト
ワワワーーーククク スススイイイッッッチチチ
PoE インジェクタをネットワーク スイッチに接続するため
のネットワーク パッチ ケーブルが必要になります。ネット
ワーク パッチ ケーブルは、さまざまな長さをご用意してお
ります。

ビビビデデデオオオ ケケケーーーブブブルルル
ビデオケーブルは製品に付属していません。適切なケーブル
およびアダプタについては、業者にご相談ください。
Raymarineでは、BNC型の RG59 75 Ω (またはそれ以上の)同
軸ケーブルを使用することをお勧めします。
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4.26 Fusion ネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続
Fusion 700 / 750 Series海洋エンターテイメントシステムは、
ディスプレイのネットワーク接続に直接接続するか、あるい
はRaymarine®ネットワーク スイッチを使用して SeaTalkhs
ネットワークに接続することができます。Fusionエンターテ
イメントシステムは、同じネットワークに接続されている任
意の MFD で制御できます。
複数の Fusion ユニットを同一のネットワークに接続するこ
とができます。

D12741-2

1

2 3 4

1. MFD

2. MFDへのネットワーク接続 (RayNet－ RJ45 SeaTalkhs ア
ダプタ ケーブル)

3. Fusion イーサネット接続

4. Fusion ユニット

注注注意意意: MFDはいつでも単独のブレーカから、接続されてい
る他のどの装置よりも先に電源を入れる必要があります。

詳しい設置方法については、ユニットに付属の設置指示を参
照してください。

4.27 Fusion NMEA 2000ののの接接接続続続
互換性のある Fusion NMEA 2000海洋エンターテイメントシス
テムを SeaTalkng® バックボーンに接続することができます。
Fusionエンターテイメントシステムは、同じバックボーンに
接続されている、互換性のある任意の MFDで制御できます。
複数の Fusion ユニットを同一のバックボーンに接続するこ
とができます。

D13325-1

2

3

4

5

1

1. MFD

2. NMEA 2000 Fusion ユニット

3. Fusion NMEA 2000 の接続

4. SeaTalkng® － DeviceNet アダプタ ケーブル (メス)
(A06045)

5. SeaTalkng® バックボーン

注注注意意意: MFDはいつでも単独のブレーカから、接続されてい
る他のどの装置よりも先に電源を入れる必要があります。

詳しい設置方法については、ユニットに付属の設置指示を参
照してください。

互互互換換換性性性のののあああるるる Fusion ユユユニニニッッットトト
以下の表に、Raymarine® LightHouseTM 装備の MFDと互換
性がある Fusion エンターテイメント システムの詳細を示
します。

Fusionユユユニニニッッットトト NMEA 2000ののの接接接続続続 SeaTalkhs ののの接接接続続続

650 Series

700 Series

750 Series

RA205 Series
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4.28メメメデデディィィアアアプププレレレイイイヤヤヤーーーののの接接接続続続
MFD を使用して、Bluetooth メディア プレイヤー (スマート
フォンなど) を制御することができます。
メディアプレイヤーには、Bluetooth 2.1+ EDRクラス 1.5 (サ
ポート対象プロファイル: AVRCP 1.0) 以降との互換性が必
要です。

D12164-3

1 32

1. MFD

2. Bluetooth 接続

3. Bluetooth メディア プレイヤー

この機能を使用するには、最初に次の設定を行っておく必
要があります。

• MFDの[シシシススステテテムムムののの設設設定定定]で Bluetoothを有効にします。

• メディアプレイヤー装置の Bluetoothを有効にします。

• メディアプレイヤー装置と MFDをペアリングします。

• MFDの [システムの設定]で [オオオーーーデデディィィオオオコココンンントトトロロローーールルル]を
有効にします。

• RCU-3 リモートを接続し、[開始/停止] オーディオ再生に
ショートカットキーを割り当てます (タッチスクリーンのな
い MFD でのみ必要です)。

注注注意意意: メディア プレイヤーに内蔵スピーカーがない場合
は、メディアプレイヤーのオーディオ出力を外部オーディ
オシステムまたはヘッドフォンに接続しなければならない
ことがあります。詳細については、メディアプレイヤー装
置に付属の取扱説明書を参照してください。

4.29 Raymarine携携携帯帯帯アアアプププリリリののの接接接続続続
互換性のあるタブレットおよびスマートフォンを多機能ディ
スプレイの無線リピートディスプレイまたはリモートコント
ロールとして使用することができます。
Raymarineアプリを使用すると、多機能ディスプレイに表示
されている画像をWi-Fi接続で互換性のあるタブレットデバイ
スに表示したり、リモート制御したりすることができます。
この機能を使用するには、最初に次の設定を行っておく必
要があります。

• お使いの装置が使用したいアプリと互換性があることを
確認します。

• 該当するマーケットストアから該当する Raymarineアプリ
をダウンロードしてインストールしておきます。

• 多機能ディスプレイの [システムの設定]で Wi-Fiを有効に
します。

• 互換性のある端末で Wi-Fi を有効にします。

• 互換性のある端末の使用可能なWi-Fiネットワークの一覧か
ら Raymarine Wi-Fi 接続を選択します。

• 多機能ディスプレイの [システムの設定]で該当する携帯ア
プリを有効にします。

注注注意意意: 多機能ディスプレイは Wi-Fiアクセスポイントとし
て動作します。お使いの端末が既に電子メールやインター
ネットを使用するためのアクセスポイントに接続されてい
る場合は、アクセスポイントを戻して、電子メールやイン
ターネットへのアクセスを再取得する必要があります。
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4.30 Bluetooth リリリモモモーーートトトコココンンントトトロロローーールルルののの接接接続続続
Raymarineリモートコントロールユニットを使用すると、多
機能ディスプレイを無線で制御することができます。
リモート コントロールは Bluetooth ワイヤレス接続を使用
します。

D12163-3

1 32

1. 多機能ディスプレイ

2. Bluetooth 接続

3. Raymarine Bluetoothリモートコントロール (例: RCU-3)

リモート コントロールを使用するには、最初に次の設定を
行う必要があります。

• 多機能ディスプレイの [システムの設定] で Bluetooth を
有効にします。

• リモートコントロールユニットと多機能ディスプレイをペ
アリング (機器登録) します。

操操操作作作上上上ののの原原原則則則
リモート コントロールの操作上の原則。

• リモートコントロールユニットで一度に操作できるのは、
多機能ディスプレイ 1 台だけです。 多機能ディスプレイ
を同時にペアできるのは、リモート コントロール 1 台に
限られます。

• リモートコントロールユニット上にある 3つのボタン機能
は、使用時の状況により異なります。例えば、海図アプリ
ケーションにおけるボタン機能は HOME (ホーム)画面にお
ける機能とは異なります。

• いずれの機能も、3つのボタンを組み合わせて操作します。
中には、ボタンを瞬間的に押して操作することが求められ
るものもあります。一方で、継続的な応答を得るためにボ
タンを長押しすることが求められるものもあります (例：海
図アプリケーションにおける継続的な測定)。

• 主に、UP (上上上)および DOWN (下下下)「矢印」ボタンを操作し
て、画面上のオプションを強調表示します。 SHORTCUT
(シシショョョーーートトトカカカッッットトト) ボタンを使用して、オプションを選択
(実行) します。

• ペアリングプロセス時に、どの矢印ボタンを「UP」ボタ
ンに設定するかを決める必要があります。

• SHORTCUT (シシショョョーーートトトカカカッッットトト) ボタンはカスタマイズ可能
です。お手元の多機能ディスプレイの System Setup (シス
テムセットアップ)メニューを利用して、複数ある機能の
1 つを操作するように設定できます。

リリリモモモコココンンンのののペペペアアアリリリンンングググ (機機機器器器登登登録録録)おおおよよよびびび [上上上]
ボボボタタタンンンととと [下下下] ボボボタタタンンンののの設設設定定定
リモートコントロールユニットは、制御する多機能ディスプ
レイと「ペアリング (機器登録)」する必要があります。多機能
ディスプレイでホーム画面を表示し、次の操作を実行します。
1. [セセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
2. [シシシススステテテムムムののの設設設定定定] を選択します。
3. [ワワワイイイヤヤヤレレレススス接接接続続続] を選択します。
4. [Bluetooth] > [オオオンンン] を選択します。
5. [新新新しししいいい Bluetooth 接接接続続続] を選択します。

接続中の装置が検出可能であることを示すポップアップ
メッセージが表示されます。

6. [Ok] を選択して確定します。
検出された装置の一覧が表示されます。

7. お手元のリリリモモモーーートトトコココンンントトトロロローーールルルユユユニニニッッットトトの [上]ボタンと
[下] ボタンを同時に 10 秒間押します。

8. 一覧から、リモートコントロールユニットを選択します。
9. [上]ボタンの設定を求められたら、リモコン上で [上]ボタ

ンとして設定したい矢印ボタンを押します。もう 1つの矢
印ボタンは自動的に [下]ボタンに設定されます。
ペアリングが正常に完了すると、「ペアリング成功」メッ
セージが表示されます。「ペアリング失敗」または「ペア
リングタイムアウト」メッセージが表示された場合には、
手順 1 ～ 8 を繰り返してください。
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リリリモモモーーートトト コココンンントトトロロローーールルル機機機能能能

Range

Buttons

Pair

Select

or

D12051-3

Arrow buttons

Shortcut button

ボボボタタタンンン 機機機能能能ががが有有有効効効ににになななるるるアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン名名名

初初初期期期設設設定定定機機機能能能 海海海図図図 レレレーーーダダダーーー 魚魚魚群群群探探探知知知機機機 気気気象象象 ホホホーーームムム画画画面面面

範囲 /ズーム • 瞬間的な応答を得
る場合、[上]または
[下]矢印を一瞬押し
ます。

• 継続的な応答を得る
場合、[上]または [下]
矢印を長長長押押押ししししま
す。

ホーム画面を開く ショートカット: 長長長押押押
ししし

ホーム画面でアプリ
ケーションを選択する
(左から右、上から下
の順)

• 瞬間的な応答を得
る場合、[上]または
[下]矢印を一瞬押し
ます。

• 継続的な応答を得る
場合、[上]または [下]
矢印を長長長押押押ししししま
す。

ダイアログおよびプロ
ンプト画面におけるメ
ニュー項目とオプショ
ンの切り替え (左から
右、上から下の順)

• 瞬間的な応答を得
る場合、[上]または
[下]矢印を一瞬押し
ます。

• 継続的な応答を得る
場合、[上]または [下]
矢印を長長長押押押ししししま
す。

船舶の位置にウェイポ
イントを置く

ショートカット

メディアプレイヤー
コントロール (Bluetooth
メディアプレイヤーを
多機能ディスプレイと
ペアリングする必要が
あります)

• 上/下矢印を押すと、
次/前のトラックに戻
ります。

• ショートカットボタ
ンを押すと再生/一時
停止します。

カカカスススタタタマママイイイズズズ可可可能能能ななな機機機能能能
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ボボボタタタンンン 機機機能能能ががが有有有効効効ににになななるるるアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン名名名

ホーム画面を開く ショートカット

起動中のアプリケー
ションの切り替え (複
数のアプリケーション
が表示されている場合
に限り、有効)

ショートカット

RCU ののの再再再接接接続続続
1. RCU-3と多機能ディスプレイをペアリングすると、ワイヤ

レス接続が確立されます。

D13326-1

2. 多機能ディスプレイの電源を切ると、10 分後に RCU-3
との接続が解除されます。

D13327-1

> 10 Minutes

=
10

15

20
2530

Minutes
35

40

45

50
55 60 5

3. 2つのユニット間の接続を復元するには、RCU-3の任意の
ボタンを 3 秒以上押したままにします。

D13328-1

=

3 Seconds

10

15

20
2530

Seconds
35

40

45

50
55 60 5

注注注意意意: 多機能ディスプレイで Bluetooth接続を無効にしてか
ら再度有効にした場合も、上記の説明に従って RCU-3を再
接続する必要があります。

SHORTCUT (シシショョョーーートトトカカカッッットトト)ボボボタタタンンンのののカカカスススタタタ
マママイイイズズズ
お手元の多機能ディスプレイで次の操作を実行します。
1. Menu(メメメニニニュュューーー) を押します。
2. System Setup (シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Remote Control (リリリモモモーーートトトコココンンントトトロロローーールルル)を選択します。
4. Customize shortcut key (シシショョョーーートトトカカカッッットトトキキキーーーのののカカカスススタタタマママ

イイイズズズ) を選択します。
5. SHORTCUT (シシショョョーーートトトカカカッッットトト) キーに割り当てたい機能

を選択します。
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章章章 5: 取取取りりり付付付けけけ

目目目次次次
• 5.1 ブラケット取り付け穴の場所 ( 54 ページ)

• 5.2 取付面に関する必要条件 ( 54 ページ)

• 5.3 ディスプレイの埋め込み式取付け ( 55 ページ)

• 5.4 海図リーダーの埋め込み実装 ( 56 ページ)

• 5.5 ディスプレイの表面取り付け ( 57 ページ)

• 5.6 海図リーダーの表面実装 ( 58 ページ)
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5.1ブブブラララケケケッッットトト取取取りりり付付付けけけ穴穴穴ののの場場場所所所
各ディスプレイの型式のブラケット取り付け穴の場所を下
に示します。

1 1

1 1

2 2

2 2

3 3

3 3

D12727-1

1 gS165および gS195ブラケットの取り付け穴
の場所

2 gs125ブラケット取り付け穴の場所

3 gs95ブラケット取り付け穴の場所

5.2 取取取付付付面面面ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
簡単な説明は印刷されていませんが、検索してご覧になれ
ます。

この製品は重量が重いです。製品や船舶に損傷を与えることが
ないように、製品を設置する前に次の点に注意してください。

• この製品の技術仕様に記載されている重量情報を参照し、対
象の設置面が重量に耐えられることを確認してください。

• 設置名が製品の重量を支えられない場合は、設置面を補強
しなければならないことがあります。

• はっきりしない場合は、専門の海洋機器設置業者にご相
談ください。
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5.3デデディィィスススプププレレレイイイののの埋埋埋めめめ込込込みみみ式式式取取取付付付けけけ
埋め込み実装を行う場合は、装着面に切り込みを入れる必
要があります。

D12706-1

1. ユニットの設置に選択した場所を確認します。空いてい
る平らな場所に設置し、パネルの後ろが適度に空いてい
ることを確認する必要があります。

2. 設置面に修正を加える前に、本書に記載の寸法を参照し
て、ディスプレイおよびすべてのケーブルに十分なスペー
スが確保されていることを確認してください。

3. マスキングテープか粘着テープを使用して、設置用テンプ
レートを選択した場所に貼り付けます。

4. しかるべき電動ドリル (サイズおよび位置はテンプレート
に記載されています)を用いて、切り出しエリアの四隅に
穴を開けます。

5. 適切なのこぎりで、テンプレートに示されている後部の
ケーシングの切り出し線の縁の内側を切ります。

6. テンプレートの切り出し線に従って、穴の周辺に深さ 8.5
mm (0.33 インチ) の切り込みを入れ、ディスプレイが収
まるようにします。

7. ユニットが切り落とした場所に収まることを確認してか
ら、ザラザラした先端部を取り除きます。

8. 付属のガスケットをディスプレイ背面に取り付け、フラン
ジにしっかりと押し込みます。

9. 電源ケーブル、データ ケーブル、その他のケーブルをユ
ニットに接続します。

10.下の図に示すとおり、付属の固定具を使用して、付属の
取り付けブラケットをディスプレイの背面に取り付けま
す。ディスプレイの側面ごとに 1 個のブラケットを使用
します。

D12723-2

注注注意意意: お使いのディスプレイ背面のブラケット取り付け穴の
場所の詳細については、「5.1 ブラケット取り付け穴の場
所」の項を参照してください。

11.付属の取付用固定具を使用して、ディスプレイを固定しま
す (ボルト、ワッシャ、ロックナット、脚。4箇所。
設置面の厚さによっては、ワッシャとロックナットが次の
場所に来ることがあります。

1. 取付け用ブラケットと取り付け用脚の間にある場合 (下
の (1) および (2) を参照してください)。

2. 取付け用ブラケットの後ろに来る場合 (下の (3)および
(4) を参照してください)。

1 2

3 4

D13043-1

12.適切な六角レンチを使用して、ブラケット取り付けボル
トを締め、脚が設置面の背面に対してしっかりと固定さ
れるようにします。

13.適切なサイズのレンチを使用して、ワッシャに対して
ロック ナットを締め、取付け用ブラケットをロック位置
に固定します。
ディスプレイを定位置に安全に固定するために、ロック
ナットを十分に締めてください。締めすぎないように注意
してください。
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注注注意意意: 付属のガスケットは、ユニットと平らで固い設置麺ま
たはビナクルの間を密閉する役割を果たします。ガスケッ
トはすべての設置環境で使用してください。設置面または
ビナクルが完全に平らで固くない場合や、表面の仕上げが
粗い場合は、航海仕様のシーラントを使用することが必
要になる場合もあります。

5.4海海海図図図リリリーーーダダダーーーののの埋埋埋めめめ込込込みみみ実実実装装装
埋め込み実装を行う場合は、装着面に切り込みを入れ、海図
リーダーのハウジングを調整する必要があります。

D12707-1    

1. ユニットの設置に選択した場所を確認します。空いてい
る平らな場所に設置し、パネルの後ろが適度に空いてい
ることを確認する必要があります。

2. 設置面に修正を加える前に、本書に記載の寸法を参照し
て、ユニットおよびケーブルに十分なスペースが確保さ
れていることを確認してください。

3. マスキングテープか粘着テープを使用して、設置用テンプ
レートを選択した場所に貼り付けます。

4. 取り付けテンプレートの表示に従って固定ボルトを止める
ための 4 つの穴を開けます。

5. 40 mm (1.6インチ)のホールカッターを使用して、取り付
けテンプレートの指示に従って切り出しエリアに穴を開
けます。

6. テンプレートの切り出し線に従って、穴の周辺に深さ 8.5
mm (0.33 インチ) の切り込みを入れ、ユニットが収まる
ようにします。

7. 海図リーダーが切り落とした場所に収まることを確認して
から、ザラザラした先端部を取り除きます。

8. 付属のガスケットを海図リーダー背面に取り付け、フラン
ジにしっかりと押し込みます。

9. 穴からケーブルを通し、多機能ディスプレイの海図リー
ダー コネクタに接続します。

10.海図リーダーを切り込み部分に配置し、付属の固定ボル
トを使用して固定します。

11.海図リーダーラベルを海図リーダーの最上部に挿入し、取
り付けネジの場所が隠れるようにします。

注注注意意意: 使用するのに適した固定用トルクとドリルビットサイ
ズは、設置面の厚さと素材原料の種類によって異なります。

注注注意意意: 付属のガスケットは、ユニットと平らで固い設置麺ま
たはビナクルの間を密閉する役割を果たします。ガスケッ
トはすべての設置環境で使用してください。設置面または
ビナクルが完全に平らで固くない場合や、表面の仕上げが
粗い場合は、航海仕様のシーラントを使用することが必
要になる場合もあります。
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5.5デデディィィスススプププレレレイイイののの表表表面面面取取取りりり付付付けけけ
1. ユニットの設置に選択した場所を確認します。空いてい

る平らな場所に設置し、パネルの後ろが適度に空いてい
ることを確認する必要があります。

2. 設置面に修正を加える前に、本書に記載の寸法を参照し
て、ディスプレイおよびすべてのケーブルに十分なスペー
スが確保されていることを確認してください。

3. マスキングテープか粘着テープを使用して、設置用テンプ
レートを選択した場所に貼り付けます。

4. しかるべき電動ドリル (サイズおよび位置はテンプレート
に記載されています)を用いて、切り出しエリアの四隅に
穴を開けます。

5. 適切なのこぎりで、テンプレートに示されている後部の
ケーシングの切り出し線の縁の内側を切ります。

6. ユニットが切り落とした場所に収まることを確認してか
ら、ザラザラした先端部を取り除きます。

D12696-1

7. 付属のガスケットをディスプレイ背面に取り付け、フラン
ジにしっかりと押し込みます。

8. 電源ケーブル、データ ケーブル、その他のケーブルをユ
ニットに接続します。

9. 下の図に示すとおり、付属の固定具を使用して、付属の
取り付けブラケットをディスプレイの背面に取り付けま
す。ディスプレイの側面ごとに 1 個のブラケットを使用
します。

D12723-2

注注注意意意: お使いのディスプレイ背面のブラケット取り付け穴の
場所の詳細については、「5.1 ブラケット取り付け穴の場
所」の項を参照してください。

10.付属の取付用固定具を使用して、ディスプレイを固定しま
す (ボルト、ワッシャ、ロックナット、脚。4箇所。
設置面の厚さによっては、ワッシャとロックナットが次の
場所に来ることがあります。

1. 取付け用ブラケットと取り付け用脚の間にある場合 (下
の (1) および (2) を参照してください)。

2. 取付け用ブラケットの後ろに来る場合 (下の (3)および
(4) を参照してください)。

1 2

3 4

D13043-1

11.適切な六角レンチを使用して、ブラケット取り付けボル
トを締め、脚が設置面の背面に対してしっかりと固定さ
れるようにします。

12.適切なサイズのレンチを使用して、ワッシャに対して
ロック ナットを締め、取付け用ブラケットをロック位置
に固定します。
ディスプレイを定位置に安全に固定するために、ロック
ナットを十分に締めてください。締めすぎないように注意
してください。
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注注注意意意: 付属のガスケットは、ユニットと平らで固い設置麺ま
たはビナクルの間を密閉する役割を果たします。ガスケッ
トはすべての設置環境で使用してください。設置面または
ビナクルが完全に平らで固くない場合や、表面の仕上げが
粗い場合は、航海仕様のシーラントを使用することが必
要になる場合もあります。

5.6 海海海図図図リリリーーーダダダーーーののの表表表面面面実実実装装装

D12721-1

1. ユニットの設置に選択した場所を確認します。空いてい
る平らな場所に設置し、パネルの後ろが適度に空いてい
ることを確認する必要があります。

2. 設置面に修正を加える前に、本書に記載の寸法を参照し
て、ユニットおよびケーブルに十分なスペースが確保さ
れていることを確認してください。

3. マスキングテープか粘着テープを使用して、設置用テンプ
レートを選択した場所に貼り付けます。

4. 取り付けテンプレートの表示に従って固定ボルトを止める
ための 4 つの穴を開けます。

5. 40 mm (1.6インチ)のホールカッターを使用して、取り付
けテンプレートの指示に従って切り出しエリアに穴を開
けます。

6. 海図リーダーが切り落とした場所に収まることを確認して
から、ザラザラした先端部を取り除きます。

7. 付属のガスケットを海図リーダー背面に取り付け、フラン
ジにしっかりと押し込みます。

8. 穴からケーブルを通し、多機能ディスプレイの USB海図
リーダー コネクタに接続します。

9. 付属の固定ボルトを使用して固定します。
10.海図リーダーラベルを海図リーダーの最上部に挿入し、取

り付けネジの場所が隠れるようにします。

注注注意意意: 使用するのに適した固定用トルクとドリルビットサイ
ズは、設置面の厚さと素材原料の種類によって異なります。

注注注意意意: 使用するのに適した固定用トルクとドリルビットサ
イズは、設置面の厚さと素材原料の種類によって異なりま
す。付属のガスケットは、ユニットと平らで固い設置麺ま
たはビナクルの間を密閉する役割を果たします。ガスケッ
トはすべての設置環境で使用してください。設置面または
ビナクルが完全に平らで固くない場合や、表面の仕上げが
粗い場合は、航海仕様のシーラントを使用することが必
要になる場合もあります。
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章章章 6: ごごご使使使用用用ののの前前前ににに

目目目次次次
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6.1ユユユニニニッッットトトのののオオオンンンとととオオオフフフののの切切切りりり替替替えええ

デデディィィスススプププレレレイイイののの電電電源源源ををを入入入れれれるるる
1. ディスプレイの電電電源源源ボタンを押します。
2. [同同同意意意]を押して免責メッセージを承認します。

ユユユニニニッッットトトののの電電電源源源ををを切切切るるる
1. 電電電源源源ボタンを約 6秒間押したままにします。

ディスプレイ製品に、3秒間のカウントダウンタイマーが
表示されます。
電源を切るプロセスをキャンセルするには、ユニットの電
源が切れる前に電源ボタンを放します。

注注注意意意: 電源を切っても、少量の電気はバッテリから引き出
されます。気になる場合は、ユニット背面からコネクタ
を外してください。

省省省電電電力力力モモモーーードドド
省電力モードでは、多機能ディスプレイのすべての機能は有
効なままですが、ユニットが低電力状態になります。アラー
ム イベントが発生すると、省電力モードは自動的にキャン
セルされます。

注注注意意意: 安全を期すため、省電力機能は、次の場合には使
用できません。

• 接続されているレーダーのスイッチがオンになってい
る場合

• 多機能ディスプレイが専用パイロット船首なしでシステ
ムに自動操縦コントロールを提供しており、自動操縦
が作動中の場合

AttentiongS Series の MFD は、省電力モードでも、船舶の
バッテリの電力を消費します。長時間に渡ってユニットを省
電力モードにしておくと、バッテリの消耗が進みます。船
舶の電源を切るときは、配電盤またはブレーカ レベルでユ
ニットの電源を切るようにしてください。省電力モードでの
ユニットの消費電力の詳細については、「章 10 技術仕様」
を参照してください。

省省省電電電力力力モモモーーードドドののの有有有効効効化化化
省電力モードを有効にするには、次の操作を実行します。
1. システムに接続されているすべてのレーダーがオフになっ

ていることを確認します。
2. 電電電源源源ボタンを押します。

ショートカット メニューが表示されます。
3. [省省省電電電力力力モモモーーードドド] を選択します。

これで多機能ディスプレイが省電力モードになります。
4. 電電電源源源ボタンか、接続されているキーパッドの任意のボタン

を押して、いつでも省電力モードからユニットをウェイ
クさせることができます。

注注注意意意: アラームイベントが発生すると、省電力モードは自
動的にキャンセルされます。

画画画面面面ののの明明明るるるさささののの調調調整整整

1. 電電電源源源ボタンを 1 回押します。　
ショートカット メニューが表示されます。

2. 画面に表示される明るさスライダバーコントロールを使
用して、明るさを必要なレベルに調整します。

3. 太陽のアイコンにタッチすると明るさのレベルが増し、月
のアイコンにタッチすると明るさのレベルが減ります。

注注注意意意: 明るさレベルは、電電電源源源ボタンを複数回押して高め
ることもできます。

画画画面面面ののの明明明るるるさささののの調調調整整整
1. 電電電源源源ボタンを 1 回押します。　

ショートカット メニューが表示されます。
2. 回回回転転転ノノノブブブを使用して、明るさを必要なレベルに調整しま

す。

注注注意意意: 明るさレベルは、電電電源源源ボタンを複数回押して高め
ることもできます。
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6.2 コココンンントトトロロローーールルル

D12701-1

1 2 3

説説説明明明 機機機能能能

1 タタタッッッチチチスススククク
リリリーーーンンン

画面にタッチすることで、すべてのメ
ニュー操作などの機能を操作できます。

2 電電電源源源 • 1回押すとユニットの電源が入ります。

• 電源が入った状態で、電電電源源源ボタンを再
度押すと、ショートカットページが表
示されます。

• 電源が入った状態で、ボタンを長押し
すると、ディスプレイがスタンバイ
モードになります。

• 一体型のパイロットが作動している場
合は、押したままにして自動操縦をス
タンバイモードに切り替えます。

3 カカカーーードドドリリリーーー
ダダダーーー

MicroSDカードの出し入れをするための
カード扉を開きます。カードスロットは
2つあり (「1」と「2」のラベルが付いて
います)、電子海図、またはウェイポイン
ト、航路、航跡、設定データのアーカイ
ブなどに使用します。

キキキーーーパパパッッッドドドコココンンントトトロロローーールルル
キーパッドを接続すると、リモートで多機能ディスプレイを
制御できます。
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1. ホホホーーームムム— 押すとホーム画面に戻ります。
2. メメメニニニュュューーー— メニューにアクセスします。再度押すと閉

じます。
3. UniControl — メニューやアプリケーションを使用する

ための回転ノブ、ジョイスティック、[OK]プッシュボタ
ンなどがあります。

4. 戻戻戻るるる—押すと前のメニューまたはダイアログレベルに戻
ります。

5. 範範範囲囲囲外外外— 押すと範囲外になります。
6. 範範範囲囲囲内内内— 押すと範囲内になります。
7. アアアクククテテティィィブブブののの切切切りりり替替替えええ—押すとアクティブなペイン、ま

たはアクティブな多機能ディスプレイ (多機能ディスプレ
イ システムの場合) が切り替わります。

8. WPT / MOB—押して離すと、ウェイポイントのオプショ
ンが表示されます。再度押すと、ウェイポイントが設置さ

れます。押したままにすると、現在の測位に落水者救助
(MOB)マーカーを配置することができます。

9. スススタタタンンンバババイイイ (自自自動動動)—押して統合された自動操縦の解除し
たり、押したままにして統合された自動操縦の [自動]モー
ドをアクティブにしたりすることができます。

10. 電電電源源源— 下の表を参照してください。

設設設定定定
デデディィィスススプププレレレ
イイイののの状状状態態態 瞬瞬瞬間間間的的的ににに押押押すすす

押押押しししたたたまままままま
にににすすするるる

オフ /スタン
バイ

*電源オン —1台の多機能
ディスプレイ

オン ショートカッ
トページを
開く

電源オフ /
スタンバイ
モードになる

すべてのディ
スプレイを
オフまたは
スタンバイ
にする

* すべての
ディスプレ
イの電源を
オンにする

—

すべてのディ
スプレイを
オンにする

アクティブ
なディスプレ
イでショート
カットペー
ジを開く

すべてのディ
スプレイを
オフにする

多機能ディ
スプレイ

1台のディス
プレイをオ
ンにし、1台
のディスプ
レイをオフ
またはスタン
バイにする

アクティブ
なディスプレ
イでショート
カットペー
ジを開く

アクティブ
なディスプ
レイをオフ
にする

注注注意意意: * gS Seriesのディスプレイにのみ適用されます。
a Series、c Series、e Seriesのディスプレイは、キー
パッドで電源を投入することはできません。

注注注意意意: ディスプレイの状態が異なる複数のディスプレ
イ構成の場合、オフになっているディスプレイをオン
にするには、ディスプレイ上の [電電電源源源]ボタンを使用す
る必要があります。

11. ジョイスティックの上向き方向

ご使用の前に 61



UniControl
ノンタッチ、HybridTouchおよびリモートキーパッドには、
回転ノブ、ジョイスティック、プッシュボタンコントロール
で構成される UniControl があります。

D12180-1

1

2

3

1. 回回回転転転ノノノブブブ—メニュー項目を選択したり、画面上のカーソ
ルを動かしたり、海図アプリケーションやレーダーアプ
リケーションの範囲を調整したりします。

2. 方方方向向向コココンンントトトロロローーールルル /ジジジョョョイイイススステテティィィッッッククク—アプリケーショ
ンでカーソル位置を動かしたり、海図、気象、魚群探知機
アプリケーションで上下左右にパンしたり、データアプ
リケーションのデータページ間を移動したりできます。

3. OKボタン—ジョイスティックの先端を押して、選択や
入力を確定します。

6.3タタタッッッチチチスススクククリリリーーーンンンののの基基基本本本操操操作作作

タタタッッッチチチ操操操作作作ををを使使使用用用しししたたたカカカーーーソソソルルルののの配配配置置置おおおよよよ
びびび移移移動動動
タッチスクリーン型の多機能ディスプレイでカーソルを置い
たり画面でカーソルを動かしたりするには、以下の手順に従
います。
1. 画面上で、カーソルを置きたい場所に触れます。

タタタッッッチチチスススクククリリリーーーンンンロロロッッッククク
HybridTouch装備の多機能ディスプレイでは、タッチスクリー
ンをロックして、誤使用を防ぐことができます。
たとえば、海上が荒れていたり悪天候などの気象条件では
タッチスクリーンのロックは非常に有効です。
タッチスクリーンは、ホーム画面からロック/ロック解除を切
り替えることができます。タッチスクリーンのロックは、物
理ボタンを使用してのみ解除することができます。

タタタッッッチチチスススクククリリリーーーンンンのののロロロッッッククク -タタタッッッチチチ専専専用用用デデディィィススス
プププレレレイイイ
タッチ専用ディスプレイをオプションのリモート キーパッ
ドとペアリングすることで、タッチスクリーンをロックで
きるようになります。
ホーム画面で、次の操作を実行します。
1. [セセセッッットトトアアアッッップププ] アイコンを選択します。
2. [タタタッッッチチチロロロッッッククク]を選択し、[オン]が強調表示されるように

します。
タッチスクリーンがロックされます。

タタタッッッチチチスススクククリリリーーーンンンのののロロロッッッククク解解解除除除 - タタタッッッチチチ専専専用用用
デデディィィスススプププレレレイイイ
ディスプレイをリモートキーパッドとペアリングした場合、
タッチ専用ディスプレイのタッチスクリーンのロックを解除
することができます。
ホーム画面で、次の操作を実行します。
1. [セセセッッットトトアアアッッップププ] アイコンを選択します。
2. [タタタッッッチチチロロロッッッククク]を選択し、[オフ]が強調表示されるように

します。
タッチスクリーンのロックが解除されます。
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6.4 マママルルルチチチタタタッッッチチチジジジェェェスススチチチャャャ
Raymarine a シリーズと gS シリーズ多機能ディスプレイで
は、マルチタッチをサポートしています。
マルチタッチとは、ディスプレイが複数の同時タッチ入力を
認識できることを意味します。つまり、2本以上の指で同時に
画面に触れて、マルチタッチ操作を実行することができます。

ピピピンンンチチチ操操操作作作でででズズズーーームムム
マルチタッチ操作に対応している多機能ディスプレイでは、ピ
ンチ操作でズームするジェスチャを使用することができます。
ピンチ操作でズームには、2つの操作があります。

• 2本の指を離して開くと、ズームイン (拡大)します。

• 2 本の指でつまむようにすると、ズーム アウト (縮小) し
ます。

�

�

�

�
����

D12920-2

「ピンチ操作でズーム」は、次のアプリケーションで使用で
きます。

• 海図アプリケーション

• 気象アプリケーション

6.5 タタタッッッチチチアアアイイイコココンンン
タッチスクリーン型の多機能ディスプレイで [戻戻戻るるる]や [閉閉閉じじじ
るるる]のアイコンを使用して、各アプリケーションで使用できる
さまざまな階層にあるメニュー間を移動できます。

[戻戻戻るるる]— 1つ前の階層に戻ります ([戻戻戻るるる]ボタンを
押すのと同じ働きをします)。

[閉閉閉じじじるるる]—開いているすべてのメニューを閉じま
す ([メメメニニニュュューーー]ボタンを押すのと同じ働きをします).

カカカーーーソソソルルルののの使使使用用用
カーソルを使用して画面上を移動します。

D
73

66
_3

カーソルは画面上に白い十字形で現れます。

D
73

68
_2

カーソルが移動しない状態がしばらく続く
と、カーソルを示す十字は丸で囲まれた状態
になります。これは、次に画面を見た際に
カーソルを見つけやすくするためです。

D
73

69
-2WPT

カーソルは状況依存型です。ウェイポイント
や海図機能などのオブジェクト上にカーソル
を合わせると、色が変わりオブジェクトに関
連するラベルや情報が表示されます。

カカカーーーソソソルルルラララベベベルルルのののリリリススストトト
ラララベベベルルル 意意意味味味 アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン

A/B 目盛り線 海図

AIS AISターゲット 海図

COG 対地針路方向 海図

CTR レーダー中心部 レーダー

FLT 浮動型 EBL/VRM レーダー

GRD 警報区域 レーダー

HDG 船首方位 海図

MARPA MARPAターゲット レーダー

MOB 落水者救助マー
カー

海図、レーダー

POS 船舶の測位 海図

RTE 航海区間 海図

SHM 船首マーカー レーダー

TIDE 潮流インジケータ 海図

TRACK トラックライン 海図

VRM/EBL VRMおよび EBL、1
または 2

レーダー

WIND 風インジケータ 海図

WPT ウェイポイント 海図、レーダー
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6.6 ホホホーーームムム画画画面面面ののの概概概要要要 — タタタッッッチチチ専専専用用用
デデディィィスススプププレレレイイイ
ホーム画面は、アプリケーション、データ、設定にアクセス
するための出発点となる画面です。

• ホーム画面では、データ (ウェイポイント、航路、航跡、画
像、ビデオ) およびバックアップ設定に素早くアクセスす
ることが可能です。

• ホーム画面は多数のホーム画面ページで構成されていま
す。画面上で指を左右にスワイプして、使用可能なホー
ム画面ページに進みます。

• 各ホーム画面には、多くのアイコンがあります。起動した
いアイコンを選択すれば、アプリケーションが立ち上が
ります。

  D12580-3 

1 2 3 4

5 6

画画画面面面項項項目目目 説説説明明明

1 Waypoint (ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)—アイコンを選択し
て、ウェイポイント一覧にアクセスします。
アイコンを選択して押したままにすると、現
在の船舶の測位に落水者救助 (MOB)マーカー
を配置することができます。

2 My Data (マママイイイデデデーーータタタ)—このアイコンを使用し
て、航路、航跡、ウェイポイント一覧などの
データを集中管理することができます。ま
た、保存されている写真やビデオ、バック
アップ設定にもアクセスできます。

3 Customize (カカカスススタタタマママイイイズズズ)—アプリケーション
ページを設定して環境設定を表示する際に、
このアイコンを選択します。

4 Set-up (セセセッッットトトアアアッッップププ)—システムのセットアッ
プメニューにアクセスする場合にこのアイ
コンを選択します。

5 アアアイイイコココンンン—各アイコンはアプリケーション
ページを表します。1つのページで、複数の
アプリケーションを同時に表示できます。

6 ススステテテーーータタタスススバババーーー—ステータスアイコンでは、
GPS、AIS、レーダー、ソナー、自動操縦ユ
ニットなど、外部接続されている装置の状
態を確認できます。

ホホホーーームムム画画画面面面へへへのののアアアクククセセセススス
ホーム画面へは、任意のアプリケーションからアクセスで
きます。
ホーム画面にアクセスするには、下の手順に従ってください。
1. 画面上でホーム画面アイコンを選択します。

ホホホーーームムム画画画面面面へへへのののアアアクククセセセススス
ホーム画面へは、任意のアプリケーションからアクセスで
きます。
ホーム画面にアクセスするには、下の手順に従ってください。
1. [ホホホーーームムム] ボタンを押します。

注注注意意意: e7 と e7D では、メニューとホーム ボタンが兼用さ
れています。ホーム画面にアクセスするには、[メメメニニニュュューーー /
ホホホーーームムム]ボタンを 3秒間押したままにします。

デデデーーータタタバババーーーススステテテーーータタタスススのののシシシンンンボボボルルル
データバーのステータスシンボルで、システムに対して適切
な接続が行われているかどうかを確認することができます。
次のステータスを示すシンボルがあります。

• レーダー スキャナ

• AIS レシーバ / トランシーバ

• ソナーモジュール

• GPS レシーバ

• 自動操縦

自自自動動動操操操縦縦縦ススステテテーーータタタスススアアアイイイコココンンン
自動操縦の状態は、データバーに表示されます。

アアアイイイコココンンン 説説説明明明

自動操縦は Standby(スタンバイ)モー
ドです。

自動操縦は Track(追跡)モードです。

自動操縦は Auto(自動)モードです。

自動操縦は検出されません。

自動操縦アラームが有効です。

Dodge(回避)モードが有効です。

Fish (漁獲)モードが有効です。

自動操縦キャリブレーション。

パワーステアリング (動力操舵)が
有効です。

Wind Vane(風見)モードが有効です。
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レレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナのののススステテテーーータタタススス記記記号号号
レーダースキャナの電源モードステータスはデータバー内に
表示されます。

アアアイイイコココンンン

レレレーーー
ダダダーーー電電電
源源源モモモーーー
ドドド 説説説明明明

伝送 (TX) 回転式アイコン。スキャナがオン
になっており、伝送中であること
を示します。[スキャナ]を [オン]
に設定する際には、このモードを
選択しスキャナを起動します。操
作時は通常このモードになって
います。

スタ
ンバイ
(STBY)

静的アイコンで、スキャナはオン
なっていますが、伝送中ではない
ことを示します。アンテナは回転
していません。スキャナは伝送を
行いません。レーダーデータは画
面から取り除かれます。これは省
電力モードで、レーダーを短時間
必要としないときに使用します。
伝送モードに戻す際には、マグネ
トロンを再び暖機運転する必要は
ありません。これは初期設定モー
ドです。

オフ レーダー不要時には、スキャナの
電源は切れていますが、ディスプ
レイは海図などその他のアプリ
ケーションで使用するために電源
が入っています。このモードを選
択すると、システムはカウントダ
ウンを始めます。このカウントダ
ウン中はスキャナの電源を再投
入できません。

時限式
伝送

スキャナは、オンまたは伝送、ス
タンバイモード間で切り替えま
す。レーダーを常時必要としない
場合には、スキャナは省電力モー
ドに入ります。

AIS のののススステテテーーータタタスススアアアイイイコココンンン
AISステータスはデータバーにアイコンで表示されます。

アアアイイイコココンンン 説説説明明明

AISユニットは電源が入り、作動中
です。

AISは現在使用できません。

AISユニットの電源が入っていない
か、接続されていません。

AISユニットはサイレントモード
です。

AISユニットはサイレントモードで
すが、アラームがアクティブです。

アアアイイイコココンンン 説説説明明明

AISユニットは接続済みで電源が
入っており、アラームがアクティ
ブです。

AISユニットは接続済みで電源が
入っていますが、危険、または消失
を示すアラームは無効です。

ソソソナナナーーーススステテテーーータタタスススのののシシシンンンボボボルルル
ソナーモジュールステータスは、データバーに表示されます。

シシシンンンボボボルルル 説説説明明明

活動中のシンボル：ソナー
モジュールは接続されてお
り、伝送中です。

静止中のシンボル：ソナーモ
ジュールは接続されていま
すが、伝送していません。

グレーアウト中のシンボ
ル：ソナーモジュールが接
続されていないか、未検出
状態です。

GPS のののススステテテーーータタタスススアアアイイイコココンンン
GPSレシーバの状態は、データバーに表示されます。

シシシンンンボボボルルル 説説説明明明

GPSレシーバは接続中で、
測位捕捉済みです。

GPSレシーバは未接続で、
測位を捕捉できません。
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6.7 ペペペーーージジジ
ページは、多機能ディスプレイ (MFD)にアプリケーションを
表示する 1～ 4つのペインで構成されています。
ページには、ホーム画面のアイコンを使用してアクセスし
ます。
• 画面サイズが 7 インチ以下の MFD を使用して、1 ページ
当たり最大 2 つのアプリケーション ペインを作成するこ
とができます。

• 画面サイズが 7 インチを超える MFD の場合、1 ページ当
たり最大 4 つのアプリケーション ペインを作成すること
ができます。

• 画面サイズが 7 インチ以下の MFD で 2 つ以上のアプリ
ケーション ペインを表示することもできますが、これは
ページ作成機能を持つ MFD のホーム画面を共有した場
合にのみ可能です。

ページはカスタマイズ可能です。カスタマイズ設定により、
お使いのアプリケーションを違うページに分類したり、特定用
途向けに各ページを設定できます。たとえば、漁獲に適してい
る海図と魚群探知機アプリケーションが入っているページを
作成したり、一般的な航海に適している海図とデータアプリ
ケーションが入った他のページを作成することも可能です。

単一アプリケーションが追加さ
れているページのアイコン

複数のアプリケーションが追加
されているページのアイコン

ページごとに 「レイアウト」 を指定することも可能です。
この設定により、画面上に表示されるアプリケーションの
レイアウトが決まります。

電電電源源源投投投入入入ペペペーーージジジののの設設設定定定
電源投入時に、ホーム画面ではなく、ページを表示するよう
に多機能ディスプレイを設定することができます。
ホーム画面で、次の操作を実行します。
1. [カカカスススタタタマママイイイズズズ] を選択します。
2. [デデディィィスススプププレレレイイイののの設設設定定定] を選択します。
3. 開開開始始始ペペペーーージジジを選択します。

オプションの一覧が表示されます。
• ホーム画面—電源投入後にホーム画面が表示されます。
• 最後のページ—電源投入後、最後に表示していたペー
ジが表示されます。

• ページを選択 — 電源投入後、選択したページが表示
されます。

4. [ページを選択] を選択した場合は、ホーム画面が表示さ
れます。

5. ディスプレイをオンにしたときに表示したいページのアイ
コンを選択します。

開始ページの設定は、個々の各ディスプレイに適用されま
す。ネットワーク接続されたディスプレイ間で自動的に共有
されるわけではありません。

ホホホーーームムム画画画面面面でででののの既既既存存存のののペペペーーージジジののの変変変更更更
ホーム画面を表示した状態で、次の操作を実行します。
1. [カカカスススタタタマママイイイズズズ] を選択します。
2. [ホホホーーームムム画画画面面面] を選択します。
3. [ペペペーーージジジののの編編編集集集] を選択します。
4. 変更するページのアイコンを選択します。

[カスタマイズ]メニューオプションが表示されます。
5. 該当するページ レイアウトを選択します (例：「分割画

面」など)。
6. 該当するメニュー項目を選択するか、表示されたページ

にドラッグして、ページに表示するアプリケーションを
選択します。

7. [完完完了了了] を選択します。
[ページ名の変更]ダイアログが表示されます。

8. オンスクリーン キーボードでページの新しい名前を入力
し、[保保保存存存] を選択します。

空空空ペペペーーージジジののの変変変更更更
ホーム画面を表示した状態で、次の操作を実行します。
1. [カカカスススタタタマママイイイズズズ] を選択します。
2. [ホホホーーームムム画画画面面面] を選択します。
3. [ペペペーーージジジののの編編編集集集] を選択します。
4. 空ページのアイコンを選択します (「カスタマイズ」の

ラベルが付いています)。
[カスタマイズ]メニューオプションが表示されます。

5. 該当するページ レイアウトを選択します (例：「分割画
面」など)。

6. 該当するメニュー項目を選択するか、表示されたページ
にドラッグして、ページに表示するアプリケーションを
選択します。

7. [完完完了了了] を選択します。
[ページ名の変更]ダイアログが表示されます。

8. オンスクリーン キーボードでページの新しい名前を入力
し、[保保保存存存] を選択します。

ホホホーーームムム画画画面面面上上上のののペペペーーージジジののの移移移動動動
ホーム画面を表示した状態で、次の操作を実行します。
1. [カカカスススタタタマママイイイズズズ] アイコンを選択します。
2. [ホホホーーームムム画画画面面面] を選択します。
3. [ペペペーーージジジののの交交交換換換] を選択します。
4. 移動するページのアイコンを選択します。
5. 位置を交換するページのアイコンを選択します。

ページのアイコンが新しい位置に移動します。

ホホホーーームムム画画画面面面上上上のののペペペーーージジジ名名名ののの変変変更更更
ホーム画面を表示した状態で、次の操作を実行します。
1. [カカカスススタタタマママイイイズズズ] アイコンを選択します。
2. [ホホホーーームムム画画画面面面] を選択します。
3. [ペペペーーージジジ名名名ののの変変変更更更] を選択します。
4. 名前を変更したいページを選択します。

オンスクリーンキーボードが表示されます。
5. オンスクリーン キーボードを使用して、ページに新し

い名前をつけます。
6. SAVE(保存) を選択します。

ホホホーーームムム画画画面面面かかからららのののペペペーーージジジののの削削削除除除
ホーム画面を表示した状態で、次の操作を実行します。
1. [カカカスススタタタマママイイイズズズ] アイコンを選択します。
2. [ホホホーーームムム画画画面面面] を選択します。
3. [ペペペーーージジジののの削削削除除除] を選択します。
4. 削除するページを選択します。

ページが削除されます。
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ホホホーーームムム画画画面面面ののの初初初期期期設設設定定定へへへのののリリリセセセッッットトト
ホーム画面を表示した状態で、次の操作を実行します。
1. [カカカスススタタタマママイイイズズズ] アイコンを選択します。
2. [ホホホーーームムム画画画面面面] を選択します。
3. [リリリセセセッッットトト] を選択します。

確認を求める警告メッセージが表示されます。
4. [はははいいい]を選択してホーム画面を既定のページ範囲にリセッ

トするか、[いいいいいいえええ]を選択して操作を取り消します。

6.8 アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン
海海海図図図アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—航海に役立
つ海図の 2Dまたは 3Dグラフィカル
ビューを提供します。ウェイポイン
ト、航路、航跡機能を使用すること
で、特定の場所に移動したり、航路を
作成および航海したり、今までの航跡
を記録したりすることができます。
海図カードでは、詳細情報や 3D表示
が提供されます。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—トラ
ンスデューサとソナー型多機能ディス
プレイ、または互換性のあるソナー
モジュールがある場合、魚群探知機ア
プリケーションを使用して、異なるサ
イズの魚、海底構造、水面下の障害物
などを正確に見分けることができま
す。他にも水深や水温データを調べた
り、漁場や難破船などの関心領域に印
を付けたりすることもできます。

レレレーーーダダダーーーアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—適切な
レーダースキャナがある場合、レー
ダーアプリケーションを使用してター
ゲットを追跡したり、距離、船幅を測
定したりすることができます。レー
ダースキャナから最高のパフォーマ
ンスを得るための多数の自動ゲイン
プリセットやカラーモードが提供さ
れています。

デデデーーータタタアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—互換性の
あるさまざまな計器のシステムデー
タや計器データを多機能ディスプレイ
に表示できます。ジョイスティックま
たはタッチスクリーンを使用して、
使用可能なデータページをスクロー
ルします。

気気気象象象アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン— (北米のみ)適
切な気象衛星受信機をシステムに接続
した場合、気象アプリケーションでは
過去、現在、未来の気象状況をグラ
フィックスで世界地図上にオーバーレ
イ (追加表示)します。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—多
機能ディスプレイを使用して、互換
性のある赤外線カメラを表示および
制御します。

注注注意意意: 赤外線カメラアプリケーショ
ンは、a6xと a7x型式の MFDではご
利用いただけません。

カカカメメメラララアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—ビデオや
カメラの映像をお手元の多機能ディス
プレイに映し出すことができます。

ドドドキキキュュュメメメンンントトトビビビュュューーーアアア— MicroSDカー
ドに保存されている PDFドキュメント
が表示されます。

FUSIONリリリンンンクククアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—多
機能ディスプレイから互換性のある
Fusionエンターテイメントシステムに
リンクして、これを制御します。
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Siriusオオオーーーデデディィィオオオアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—
多機能ディスプレイから Sirius無線を
制御します。

ユユユーーーザザザーーーマママニニニュュュアアアルルル—ディスプレイ
に保存されている本製品のユーザー
マニュアル (英語版)を開きます。メモ
リカードに保存されているユーザー
マニュアルの翻訳版を開くには、ド
キュメントビューアを使用します。

6.9 分分分割割割画画画面面面コココンンントトトロロローーールルル
複数のアプリケーションを表示した状態でページを表示する
場合、分割画面ビューから全画面ビューにアプリケーション
を切り替えることができます。
例例例 1 — 分分分割割割画画画面面面ペペペーーージジジ

例例例 2 — 魚魚魚群群群探探探知知知機機機アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンををを全全全画画画面面面表表表示示示ににに拡拡拡大大大ししし
たたた状状状態態態

アアアクククテテティィィブブブウウウィィィンンンドドドウウウののの選選選択択択
分割画面ページを表示している場合アクティブなアプリケー
ションを選択し、全画面で表示することができます。全画面
を表示するには、以下の手順に従います。
単体のページに複数のアプリケーションを表示し、次の操作
を実行します。
1. アプリケーション内でアクティブにしたい部分にタッチ

します。
アプリケーションの周りに境界線が現れ、動作中であるこ
とを示します。

2. [メメメニニニュュューーー] を選択します。
3. [全全全画画画面面面]を選択すると、アクティブなアプリケーションが

全画面表示されます。
4. または、[分分分割割割画画画面面面] を選択して、分割画面表示に戻りま

す。

ノノノンンンタタタッッッチチチ操操操作作作コココンンントトトロロローーールルルににによよよるるるアアアククク
テテティィィブブブウウウィィィンンンドドドウウウののの選選選択択択
分割画面ページを表示している場合、MFDの物理ボタンまた
はリモート キーパッドを使用してアクティブなアプリケー
ションを選択し、全画面で表示することができます。
単体のページに複数のアプリケーションを表示し、次の操作
を実行します。

1. [アアアクククテテティィィブブブののの切切切りりり替替替えええ]ボタンを押します。
アクティブなペインのポップアップが表示されます。

2. [アアアクククテテティィィブブブなななペペペイイインンンののの切切切りりり替替替えええ] ボタンを押すか、回回回転転転
ノノノブブブを使用して、アクティブなアプリケーションを順に
表示します。

3. [範範範囲囲囲内内内] コントロールと [範範範囲囲囲外外外] コントロールを使用し
て、アクティブなアプリケーションの分割画面と全画面表
示を切り替えます。
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キキキーーーパパパッッッドドドををを使使使用用用しししたたた、、、アアアクククテテティィィブブブなななペペペイイインンン
まままたたたはははデデディィィスススプププレレレイイイののの切切切りりり替替替えええ
[アクティブの切り替え]ボタンを使用して、複数のアプリケー
ション ページのアクティブなペインを切り替えたり、アク
ティブなディスプレイを切り替えたりすることができます。
複数のディスプレイを接続した、または複数のアプリケー
ションページを表示した状態で、次の操作を実行します。

循循循環環環表表表示示示シシシーーーケケケンンンススス

D12880-2

2 3

4

1 5

1. [アアアクククテテティィィブブブののの切切切りりり替替替えええ]ボタンを使用して、モード切り替
えに入ります。

2. 回回回転転転ノノノブブブを使用して、使用可能なペインおよび/またはディ
スプレイを順番に表示します。

キーパッドでは、ペアリングされた順にディスプレイが表
示されます。複数アプリケーションのページで、[有効範
囲]ボタンを使用して、アクティブなアプリケーションの
全画面と分割画面を切り替えることができます。

3. [戻戻戻るるる]ボタンを押すか、[アアアクククテテティィィブブブののの切切切りりり替替替えええ]ボタンを
押して、切り替えモードを終了します。

6.10 画画画面面面ののの概概概要要要

D12196-2

7

6

1 2 3

4

5

画画画面面面項項項目目目 説説説明明明

1 ホホホーーームムム

• タタタッッッチチチスススクククリリリーーーンンン付付付きききのののデデディィィスススプププレレレイイイ—
画面の Home(ホーム)アイコンを選択し
て、ホーム画面にアクセスします。

• タタタッッッチチチスススクククリリリーーーンンンなななししし、、、おおおよよよびびびハハハイイイブブブリリリッッッ
ドドドタタタッッッチチチ型型型のののデデディィィスススプププレレレイイイ— Home(ホー
ム)ボタンを押して、ホーム画面にアクセ
スします。

2 デデデーーータタタバババーーー—乗船している船舶および周囲
状況に関する情報を表示します。データ
バー内に表示される情報の種類は、必要に
応じて [ホホホーーームムム画画画面面面] > Customize (カカカスススタタタマママイイイ
ズズズ) > Databar Set-up (デデデーーータタタバババーーーセセセッッットトトアアアッッッ
プププ)メニューからカスタマイズできます。

3 メメメニニニュュューーー—メニューオプションは、現在お
使いのアプリケーションに固有です。

4 ススステテテーーータタタスススバババーーー—各アプリケーションに関
する特定情報を表示します。この情報は編
集したり、移動することはできません。

5 コココンンンテテテキキキススストトトメメメニニニュュューーー—各アプリケーショ
ンに関する特定情報およびオプションを表
示します。

6 メメメニニニュュューーーオオオプププシシショョョンンン—メニューを選択する
と、メニューオプションが表示されます。

7 ポポポッッップププアアアッッップププメメメッッッセセセーーージジジ—ある状況に対し
て注意を促したり (アラームなど)、機能を
利用できないようにします。ポップアップ
メッセージでは、何らかの応答を求められ
ることがあります。—たとえば、[Ok]を押
すと、警報は鳴り止みます。

メメメニニニュュューーー
メニューを使用すると、構成や環境設定を設定することがで
きます。
メニューは次の場所で使用されます。

• ホホホーーームムム画画画面面面—多機能ディスプレイや外部接続された機器を
設定できます。

• アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン— 特定のアプリケーションの設定を指
定できます。
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画画画面面面項項項目目目 説説説明明明

1 [戻戻戻るるる]—タッチスクリーン装備のディスプレイ
では、画面上の << (戻る)アイコンを押して、
前のメニューに戻ることができます。タッチ
スクリーンを装備していないディスプレイや
HybridTouchのディスプレイでは、[戻戻戻るるる]ボタン
を使用してください。

2 [閉閉閉じじじるるる] —タッチスクリーン装備のディスプ
レイでは、画面上の X (閉じる)アイコンを押
して、前のメニューに戻ることができます。
タッチスクリーンを装備していないディスプ
レイや HybridTouchのディスプレイでは、[戻戻戻るるる]
ボタンを使用してメニュー構造から戻ること
ができます。

3 選選選択択択しししたたたメメメニニニュュューーーオオオプププシシショョョンンン—現在選択されて
いるメニューオプションが強調表示されます。

4 スススクククロロローーールルルバババーーー—メニューをスクロールする
と、さらにメニュー項目が使用できることを示
します。タッチスクリーン装備のディスプレイ
で使用可能なメニュー項目をスクロールするに
は、メニューを指で押したまま上下にドラッグ
します。タッチスクリーンを装備していない
ディスプレイや HybridTouchのディスプレイで
は、回回回転転転ノノノブブブを使用します。

5 オオオンンン /オオオフフフスススイイイッッッチチチ—タッチスクリーン装備
のディスプレイでは、画面上のメニュー項目
を選択して、オンとオフを切り替え、機能を
有効にしたり無効にしたりすることができま
す。タッチスクリーンを装備していないディ
スプレイや HybridTouchのディスプレイでは、
[OK]ボタンを使用して、機能のオンとオフを
切り替えます。

ダダダイイイアアアロロログググ
ダイアログは、ウェイポイントや航路などのデータ項目を管
理するための全画面表示メニューです。
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画画画面面面項項項目目目 説説説明明明

1 戻戻戻るるる

• タッチスクリーン装備のディスプレイの場
合—画面に表示される [戻戻戻るるる]アイコンを
選択すると、前のメニューに戻ります。

• タッチスクリーンではないディスプレイ
または HybridTouchの場合— [戻戻戻るるる]ボタン
を使用して、前のメニューに戻ります。

2 機機機能能能アアアイイイコココンンン—一部のダイアログには、追
加の機能にアクセスできるアイコンが含ま
れています。たとえば、[ウェイポイントリ
スト]ダイアログで、[並並並べべべ替替替えええ]アイコンを
使用して、ウェイポイントリストの並べ替
え方法を変更することができます。

3 メメメニニニュュューーー /リリリススストトト項項項目目目

• タッチスクリーン装備のディスプレイの
場合 —項目をさっとタッチすると、メ
ニュー項目が自動選択され、項目オプ
ションメニューが表示されます。

• タッチスクリーンではないディスプレイ
または HybridTouchの場合－回回回転転転ノノノブブブを使
用して項目を強調表示し、[OK]ボタンで
項目を選択すると、項目オプションメ
ニューが表示されます。

4 閉閉閉じじじるるる

• タッチスクリーン付きのディスプレイ—
画面の [閉閉閉じじじるるる]アイコンを選択して、ダ
イアログを閉じます。

• タッチスクリーンではないディスプレイ
または HybridTouchの場合— [戻戻戻るるる]ボタン
を使用して、ダイアログを閉じます。

5 スススクククロロローーールルルバババーーー

• タッチスクリーン装備のディスプレイの
場合—使用可能な項目をスクロールする
には、スクロールバーを指で押したまま
上下にドラッグします。

• タッチスクリーンではないディスプレイ
または HybridTouchの場合—使用可能なメ
ニュー項目をスクロールするには、回回回転転転
ノノノブブブを使用します。

シシショョョーーートトトカカカッッットトトペペペーーージジジ
ショートカットページから多数の便利な機能にアクセスする
ことができます。
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1 ディスプレイの明るさを減らす

2 ディスプレイの明るさを増やす

3 レーダーの電源を入れる /切る

4 レーダーのスタンバイ /レーダー送信
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5 自動操縦スタンバイ (有効なナビゲーション中)

6 [パイロットコントロール]ダイアログが表示される

7 省電力モード

8 スクリーンショット /スクリーンキャプチャ

編編編集集集ダダダイイイアアアロロログググ
編集ダイアログを利用して、ウェイポイント、航路、および
航跡など、お手元の多機能ディスプレイに保存されている
データ項目の詳細を編集できます。

テキストフィールドを選択すると、オンスクリーンキーボー
ドが表示されるので、これを使用して詳細を編集できます。

ダダダイイイアアアロロログググののの情情情報報報ののの編編編集集集
ダイアログを表示し、次の操作を実行します。
1. 編集するフィールドを選択します。

オンスクリーンキーボードが表示されます。

2. オンスクリーンキーボードを使用して変更を加えます。
3. [保保保存存存]を選択して、チャンネルを保存します。

特特特殊殊殊文文文字字字、、、おおおよよよびびびアアアクククセセセンンントトト記記記号号号付付付ききき文文文字字字ののの入入入力力力
オンスクリーン キーボードを表示して、次の操作を実行し
ます。
1. オンスクリーンキーボードの àèòキーを選択します。
2. アクセントを付ける文字を選択します。

使用可能なアクセント記号付き文字がテキスト入力フィー
ルドの上に表示されます。

3. 使用可能なアクセント記号が複数ある文字については、文
字キーでアクセント記号間を切り替えます。

4. àèò キーを選択して文字を入力します。

数数数値値値メメメニニニュュューーー項項項目目目
数値メニュー項目には、数値データが表示されます。ここで
は、既定の値を選択するか、必要に応じて値を増減させるこ
とができます。

数数数値値値設設設定定定ののの編編編集集集
数値を編集するには、画面上の数値調整コントロール、画
面上のテンキー キーパッド、またはノンタッチ型あるいは
HybridTouch 型ディスプレイの回回回転転転ノノノブブブを使用して、数値を
増減させます。

D12567-2

1 2 3 4

1. 編集する数値データフィールドを選択します。
数値調整コントロールが表示されます。

2. 以下を使用して、設定を必要な値に調整します。
i. 回回回転転転ノノノブブブ—タッチスクリーンを装備していないディス

プレイ、または HybridTouch型のディスプレイ
ii. オンスクリーンの↑(上上上)および ↓ (下下下)矢印—タッチス

クリーン型ディスプレイ
3. オンスクリーンのテンキー キーパッドにアクセスするに

は、次の操作を実行します。

• タッチ操作—数値調整コントロールからオンスクリー
ンのキーパッド アイコンを選択します。

• ノンタッチ操作— [OK]ボタンを押したままにします。

オンスクリーン テンキーが表示されます。
4. 必要な値を入力します。
5. [Ok]を選択してテンキーキーパッドを終了し、メニュー

に戻ります。

スススララライイイダダダバババーーーコココンンントトトロロローーールルルののの使使使用用用
スライダバーコントロールを使用すると、数値データをグラ
フィカルに表示したり、設定値をすばやく変更したりするこ
とができます。

1

2

3
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項項項目目目 説説説明明明 ノノノンンンタタタッッッチチチ操操操作作作 タタタッッッチチチ操操操作作作

1 現在の値 該当なし 該当なし

2 スライ
ダコント
ロール

回回回転転転ノノノブブブを使用し
て、値を調整しま
す。

スライダを上上上また
は下下下にスライドさ
せて値を調整しま
す。

3 自動 [Ok]ボタンを押し
て、[自動]調整と
手動調整を切り替
えます。

選択して [自動]調
整と手動調整を切
り替えます。

コココンンントトトロロローーールルルダダダイイイアアアロロログググののの使使使用用用
コントロールダイアログを利用して、自動操縦装置などの外
部接続ユニットを操作できます。
次の図表では、標準的なコントロールダイアログの主な機能
を紹介します。

D12279-2
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画画画面面面項項項目目目 説説説明明明

1 ススステテテーーータタタススス—接続されている機器のステー
タス情報が表示されます。たとえば、[パイ
ロットコントロール]ダイアログには、接続
されている自動操縦ユニットの固定済み船
首と現在の航海モードが表示されます。

2 コココンンントトトロロローーールルルアアアイイイコココンンン—接続されている
機器を直接制御できます。たとえば、[パイ
ロットコントロール]ダイアログの [スススタタタ
ンンンバババイイイ]および [追追追跡跡跡]アイコンを使用する
と、接続されている自動操縦ユニットに特
定の機能を実行するように指示することが
できます。

3 閉閉閉じじじるるる—コントロールダイアログを閉じ
ます。

6.11 初初初回回回セセセッッットトトアアアッッップププののの手手手順順順
ディスプレイを設置し試運転を終えたら、Raymarineではス
タートアップウィザードを完了し、特定の追加手順を実行す
ることをお勧めいたします。

スススタタターーートトトアアアッッップププウウウィィィザザザーーードドド
初めてディスプレイに電源を入れた場合やシステムリセット
の後で、スタートアップ ウィザードが表示されます。この
ウィザードの指示に従って、次の基本構成設定を行います。
1. 言語
2. 船舶のタイプ
3. 単位の設定 (測定単位)

4. 船舶の詳細

注注注意意意: これらの設定は、[ホホホーーームムム画画画面面面] > [カカカスススタタタマママイイイズズズ] か
らアクセスできるメニューを使用して、随時設定するこ
とが可能です。

そそそののの他他他ののの設設設定定定
このウィザードで取扱う設定以外にも、次の初回セットアッ
プ タスクを完了することをお勧めします。
• 日時設定の指定。
• データ マスターの指定。
• GPS データ ソースの選択。
• シミュレータ モードを使用して、製品をよく理解してお
いてください。

通通通告告告: 最最最小小小安安安全全全深深深度度度、、、ビビビーーームムム、、、高高高さささ
海図情報のベンダーによっては、自動航路生成時
に最小安全設定が用いられるものがあります。
これは、作成した航路が、船舶にとって不適切
な水域に入って行くことを制限するために使用
されます。
データは互換性のある海図情報から取得されま
す。最小安全設定は、ユーザー定義の計算値で
す。いずれの要因も Raymarine の管轄の及ぶ範
囲ではないため、Raymarineでは、自動航路生成
機能、または最最最小小小安安安全全全深深深度度度、最最最小小小安安安全全全ビビビーーームムム、も
しくは最最最小小小安安安全全全高高高さささ設定を使用することによって
生じた、物理的またはその他のいかなる損傷に対
しても、責任を負いかねます。

船船船舶舶舶ののの最最最小小小安安安全全全深深深度度度
初初初期期期スススタタターーートトトアアアッッップププウウウィィィザザザーーードドドの一環として、[最最最小小小安安安全全全深深深
度度度] の値を設定することができます。
最最最小小小安安安全全全深深深度度度は、以下を合計することによって得られます。
• 船舶の最大喫水 (水線から船舶のキールの一番低い点ま
での距離)

• 安全マージン (キールの下の喫水の偏差と水中もしくは底面
状態の変化を見込んで適切な空間を設ける)

例: 最最最小小小安安安全全全深深深度度度 =船舶の最大喫水 +安全マージン

D13159-1
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1. 水線
2. 船舶の最大喫水
3. 安全マージン
4. 最最最小小小安安安全全全深深深度度度
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重重重要要要: 以下の情報はガイダンス目的で提供されており、すべ
てを網羅するものではありません。影響を及ぼす一部の要因
は、特定の船舶/水域に固有であるため、以下の記載から漏
れている可能性があります。計算をするときは、現在の状況
に当てはまるすべての要因を考慮するようにしてください。

船舶の喫水に影響を及ぼす要因の一部を以下に示します。

• 船船船舶舶舶ののの排排排水水水量量量 (重重重量量量) — 船舶の喫水は、最大積載状態の方
が、空荷時の排水量よりも増えます。

• 水水水ののの種種種類類類— 船舶の喫水は、真水にいるときの方が、海水
にいるときよりも 2～3% 増えます。

安全マージンを計算するときに考慮したい他の要因は次の
とおりです。

• 船船船舶舶舶ののの操操操縦縦縦特特特性性性— 船舶の喫水は、後部の沈み込み、トリ
ム、ロール、ピッチ、上下揺などがあると増えます。

• 海海海図図図ののの精精精度度度—電子海図の深度の精度が低かったり、前回調
査時と比べて深度が変わっていたりする場合があります。

• 気気気象象象条条条件件件—高気圧、現行の風の強さ、風向などは、並みの
高さに影響を及ぼします。

最最最小小小安安安全全全ビビビーーームムム
初初初期期期スススタタターーートトトアアアッッップププウウウィィィザザザーーードドドの一環として、[最最最小小小安安安全全全ビビビーーー
ムムム] の値を設定することができます。最小安全ビームは、
Jeppesen®の Easy Routingを使用する場合に必要です。
最最最小小小安安安全全全ビビビーーームムムは、以下を合計することによって得られます。

• 最大船舶幅 (ビーム)

• 安全マージン (船舶の両側の適切な空間)

例: 最最最小小小安安安全全全ビビビーーームムム = 左舵の安全マージン + ビーム + 右舵
安全マージン

D1322-1
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1. 左舵安全マージン

2. 最大船舶幅 (ビーム)

3. 右舵安全マージン

重重重要要要: 以下の情報はガイダンス目的で提供されており、すべ
てを網羅するものではありません。影響を及ぼす一部の要因
は、特定の船舶/水域に固有であるため、以下の記載から漏
れている可能性があります。計算をするときは、現在の状況
に当てはまるすべての要因を考慮するようにしてください。

安全マージンを計算するときに考慮したい他の要因は次の
とおりです。

• 船船船舶舶舶操操操縦縦縦特特特性性性— 船舶に必要な空間が、ロールのために増
えます。

• 海海海図図図ののの精精精度度度—電子海図のデータの精度が低かったり、前回
調査時と比べて変わっていたりする場合があります。

最最最小小小安安安全全全高高高さささ
初初初期期期スススタタターーートトトアアアッッップププウウウィィィザザザーーードドドの一環として、[最最最小小小安安安全全全
高高高さささ] の値を設定することができます。最小安全高さは、
Jeppesen®の Easy Routingを使用する場合に必要です。
最最最小小小安安安全全全高高高さささは、以下を合計することによって得られます。

• 水線からの最大船舶高さ

• 安全マージン (潮流と気象効果を考慮するための船舶の
上の適切な空間)

例: 最最最小小小安安安全全全高高高さささ =最大船舶高さ +安全マージン

1

2

3
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1. 安全マージン

2. 水線からの最大高さ

3. 水線

重重重要要要: 以下の情報はガイダンス目的で提供されており、すべ
てを網羅するものではありません。影響を及ぼす一部の要因
は、特定の船舶/水域に固有であるため、以下の記載から漏
れている可能性があります。計算をするときは、現在の状況
に当てはまるすべての要因を考慮するようにしてください。

船舶の高さに影響を及ぼす要因の一部を以下に示します。

• 船船船舶舶舶ののの排排排水水水量量量 (重重重量量量)—船舶の (水線からの)高さは、最大積
載状態の方が、空荷時の排水量よりも増えます。

• 水水水ののの種種種類類類— 船舶の高さは、真水にいるときの方が、海水
にいるときよりも 2～3% 減ります。

安全マージンを計算するときに考慮したい他の要因は次の
とおりです。

• 船船船舶舶舶ののの操操操縦縦縦特特特性性性— 船舶の高さは、後部の沈み込み、トリ
ム、ロール、ピッチ、上下揺などがあると変わります。

• 海海海図図図ののの精精精度度度—電子海図のデータの精度が低かったり、前回
調査時と比べて変わっていたりする場合があります。

• 気気気象象象条条条件件件—低気圧、現行の風の強さ、風向などは、水位に
影響を及ぼします。

船船船舶舶舶ののの最最最小小小安安安全全全深深深度度度、、、ビビビーーームムム、、、高高高さささののの設設設定定定
ホーム画面で、次の操作を実行します。
1. [カカカスススタタタマママイイイズズズ] を選択します。
2. [船船船舶舶舶ののの詳詳詳細細細] を選択します。
3. [最最最小小小安安安全全全深深深度度度]、[最最最小小小安安安全全全ビビビーーームムム]または [最最最小小小安安安全全全高高高さささ]

を選択します。
4. 計算した最小安全設定を入力します。

日日日時時時設設設定定定ののの指指指定定定
ホーム画面を表示した状態で、次の操作を実行します。
1. [カカカスススタタタマママイイイズズズ] を選択します。
2. [日日日時時時セセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
3. [日日日付付付形形形式式式]、[時時時間間間形形形式式式]、[現現現地地地時時時間間間: UTC]メニュー項目を

使用して、日付と時間の設定を指定します。

デデデーーータタタ マママスススタタターーー
多機能ディスプレイが 2台以上ネットワーク接続されている
システムでは、データマスターを指定する必要があります。
データマスターはすべてのディスプレイの主要データ源とし
ての役割を果たすディスプレイですが、外部の情報源も処理
します。たとえばディスプレイで、SeaTalkng または NMEA
接続経由で受信した自動操縦システムと GPS システムの船
首情報が必要になることがあります。データ マスターは、
ディスプレイとして SeaTalk、NMEAおよびその他のデータ接
続を行い、データを SeaTalkhs ネットワークおよびすべての
互換リピート ディスプレイにブリッジします。データ マス
ターによって共有される情報
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• 地図作成情報

• 航路およびウェイポイント

• レーダー

• ソナー

• 自動操縦、計器、エンジンおよびその他の外部ソースか
ら受け取ったデータ

システムはデータ接続を重複させ、表示を繰り返すように配
線されていることがあります。ただしこのような接続が有効
になるのは、データマスターに障害が発生した場合やデータ
マスターが再割り当てされた場合のみです。
専用のパイロット操縦船首がない自動操縦システムでは、デー
タマスターは自動操縦うコントロールとしても機能します。

デデデーーータタタマママスススタタターーーののの指指指定定定
2台以上のディスプレイを接続したシステムでは、データマ
スターに指定する多機能ディスプレイで、次のタスクを実行
する必要があります。
ホーム画面を表示した状態で、次の操作を実行します。
1. Set-up(セセセッッットトトアアアッッップププ) を選択します。
2. Maintenance(保保保守守守) を選択します。
3. Data Master(デデデーーータタタマママスススタタターーー)を選択します。
4. データマスターに指定するディスプレイを選択します。

6.12 キキキーーーパパパッッッドドドのののペペペアアアリリリンンングググ
キーパッドを使用して、1つ以上の多機能ディスプレイを制御
することができます。複数のキーパッドをシステムに接続す
ることが可能です。各キーパッドは、最大 4つの多機能ディ
スプレイとペアリングすることができます。
キーパッドを多機能ディスプレイに接続した状態で、次の操
作を実行します。
1. [外部装置]メニューから [外外外部部部キキキーーーパパパッッッドドド]を選択します。

ホホホーーームムム画画画面面面かかかららら > [セセセッッットトトアアアッッップププ] > [シシシススステテテムムム設設設定定定] > [外外外部部部
装装装置置置] > [外外外部部部キキキーーーパパパッッッドドド]を選択します。

2. [キキキーーーパパパッッッドドドのののペペペアアアリリリンンングググ] を選択します。
3. 外部キーパッドの任意のボタンを押します。
4. ポップアップ メッセージが表示されたら、キーパッドの

向きを選択します。

横向きか縦向きを選択できます。
これでキーパッドがペアリングされます。

キキキーーーパパパッッッドドドのののペペペアアアリリリンンングググののの解解解除除除
キーパッドは個々のディスプレイからペアリングを解除する
ことができます。
1. [外部装置]メニューからt [外外外部部部キキキーーーパパパッッッドドド]を選択します。

ホホホーーームムム画画画面面面かかかららら > [セセセッッットトトアアアッッップププ] > [シシシススステテテムムム設設設定定定] > [外外外部部部
装装装置置置] > [外外外部部部キキキーーーパパパッッッドドド]を選択します。

2. [ペペペアアアリリリンンングググのののクククリリリアアア] を選択します。
3. [はははいいい] を選択して、キーパッドとディスプレイのペアリ

ングを解除します。
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6.13自自自動動動操操操縦縦縦コココンンントトトロロローーールルルののの有有有効効効化化化

自自自動動動操操操縦縦縦コココンンントトトロロローーールルル機機機能能能ののの有有有効効効化化化—SeaTalk
おおおよよよびびび SPX SeaTalkng 自自自動動動操操操縦縦縦
多機能ディスプレイで SeaTalkまたは SPX SeaTalkng 自動操
縦の制御を有効にするには、以下の手順に従います。
ホーム画面で、次の操作を実行します。
1. [セセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
2. [シシシススステテテムムムののの設設設定定定] を選択します。
3. [自自自動動動操操操縦縦縦コココンンントトトロロローーールルル] を選択し、[オン] が強調表示さ

れるようにします。
自動操縦コントロールを選択すると、コントロールの [オ
ン] と [オフ] を切り替えることができます。

複数のディスプレイを装備したシステムでは、すべてのディス
プレイのパイロットコントロールが同時に有効になります。

自自自動動動操操操縦縦縦コココンンントトトロロローーールルル機機機能能能ののの有有有効効効化化化 —
Evolution 自自自動動動操操操縦縦縦
多機能ディスプレイで Evolution自動操縦の制御を有効にする
には、以下の手順に従います。
ホーム画面で、次の操作を実行します。
1. [セセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
2. [シシシススステテテムムムののの設設設定定定] を選択します。
3. [外外外部部部装装装置置置] を選択します。
4. [パパパイイイロロロッッットトトのののセセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
5. [パパパイイイロロロッッットトトコココンンントトトロロローーールルル]を選択し、[オン]が強調表示さ

れるようにします。
パイロットコントロールを選択すると、コントロール機能
のオンとオフを切り替えることができます。
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6.14 エエエンンンジジジンンンののの識識識別別別
データ アプリケーションを使用して、エンジン データを
MFD に表示することができます。最もよく使用されるエン
ジン データの種類のいくつかには、プリセットのエンジン
ページが用意されています。

重重重要要要: MFDでエンジンデータを表示する前に、次のことに
注意してください。

• お使いの MFDで、LightHouseソフトウェアのバージョ
ン 8以降が実行されていることを確認してください。

• 「「「ECI イイインンンタタターーーフフフェェェイイイスススををを使使使用用用しししたたたエエエンンンジジジンンンのののセセセッッットトト
アアアッッップププ」」」ととと「「「エエエンンンジジジンンン識識識別別別ウウウィィィザザザーーードドドののの使使使用用用」」」ののの重重重要要要ななな
情情情報報報ををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

• 87202 ECI 設設設置置置説説説明明明書書書の説明に従って、データ接続を
行います。

• すべてのデータバスの電源が入っていることを確認しま
す (エンジンデータ CANバス、ゲートウェイ、SeaTalkng
バスも含む)。

• エンジンをかけます。システムが正しいエンジンデータ
メッセージを切り分けられるように、1度に 1つのエン
ジンのみを稼働させることが重要です。

• エエエンンンジジジンンン識識識別別別ウウウィィィザザザーーードドドを実行して、エンジンがデータ
アプリケーションに正しい順序で表示されていること
を確認します。
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ECI イイインンンタタターーーフフフェェェイイイスススををを使使使用用用しししたたたエエエンンンジジジンンンのののセセセッッットトトアアアッッップププ
MFDにエンジンデータを表示する前に、MFDで「エンジン識別ウィザード」を使用して、エンジンのセットアップを行わな
ければならないことがあります。

重重重要要要: 複数のエンジンシステムをセットアップする場合は、左舵から右舵へと順番にエンジンをオンにして行ってください。

ECI インターフェイス ユニットでサポートされているエンジンのタイプ、およびそれぞれのセットアップ要件を次の表
に示します。
エエエンンンジジジンンン CANバババスススプププ
ロロロトトトコココルルル エエエンンンジジジンンン数数数

エエエンンンジジジンンン CANバババスススののの設設設
定定定 ECIユユユニニニッッットトト数数数

MFDでででウウウィィィザザザーーードドドににによよよ
るるるセセセッッットトトアアアッッップププががが必必必要要要

NMEA 2000 1 1つの CANバス 1

NMEA 2000 2つ以上 1つの共有 CANバス 1

NMEA 2000 2つ以上 各エンジンごとに別々
の CANバス

各 CANバスごとに 1つ

J1939 1 1つの CANバス 1

J1939 2つ以上 1つの共有 CANバス 1

J1939 2つ以上 各エンジンごとに別々
の CANバス

各 CANバスごとに 1つ

ECIユユユニニニッッットトトなななしししのののエエエンンンジジジンンンイイインンンタタターーーフフフェェェイイイススス
NMEA 2000 CAN バスが搭載されているエンジンの場合、
Raymarine ECI ユニットを使わずに、SeaTalkng システムを
介して Raymarine MFD に接続することができる場合があ
ります。
エンジンのインスタンス要件と適切な接続ケーブルについ
てのご相談は、お使いのエンジン販売店および最寄りの
Raymarine 販売店にお問い合わせください。

エエエンンンジジジンンン識識識別別別ウウウィィィザザザーーードドドののの使使使用用用
エンジンデータページのエンジンデータが正しくない順番で
表示される場合は、エンジン識別ウィザードを実行してこれ
を訂正することができます。
ホーム画面で、次の操作を実行します。
1. [セセセッッットトトアアアッッップププ] > [シシシススステテテムムム設設設定定定] > [外外外部部部装装装置置置] > [エエエンンンジジジンンン

のののセセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
2. 必要に応じて、[エエエンンンジジジンンン数数数:] を選択し、正しいエンジ

ン数を入力して、船舶に装備されているエンジンの数を
変更します。

最大 5 つまでエンジンを選択できます。
3. [エエエンンンジジジンンンののの識識識別別別] を選択します。

重重重要要要: システムが正しいエンジンデータメッセージを切り
分けられるように、1度に 1つのエンジンのみを稼働させ
ることが重要です。

4. 画面に表示される指示に従って、エンジン識別ウィザード
を完了します。

識別ウィザードに含まれるエンジンは、上記の手順 2で設
定したエンジン数によって決まります。
i. すべての船舶エンジンのスイッチを切り、[次次次へへへ]を選

択します。

ウィザードでは、左舵から右舵まで、すべてのエンジ
ン (上記の手順 2 で定義されたとおり最大 5 つ) が順
番に実行されます。

ii. 左左左舵舵舵エエエンンンジジジンンンをオンにして、[OK]を選択します。
ウィザードはデータをリッスンし、エンジンのインス
タンスを左舵エンジンに割り当てます。

iii. 中中中央央央左左左舵舵舵エエエンンンジジジンンンをオンにして、[OK]を選択します。
ウィザードはデータをリッスンし、エンジンのインス
タンスを中央左舵エンジンに割り当てます。

iv. 中中中央央央エエエンンンジジジンンンをオンにして、[OK]を選択します。
ウィザードはデータをリッスンし、エンジンのインス
タンスを中央エンジンに割り当てます。

v. 中中中央央央右右右舵舵舵エエエンンンジジジンンンをオンにして、[OK]を選択します。
ウィザードはデータをリッスンし、エンジンのインス
タンスを中央右舵エンジンに割り当てます。

vi. 右右右舵舵舵エエエンンンジジジンンンをオンにして、[OK]を選択します。
ウィザードはデータをリッスンし、エンジンのインス
タンスを右舵エンジンに割り当てます。

5. 識別エンジン確認ダイアログで [OK]を選択します。
エンジンがエンジン データ ページの正しい場所に表示さ
れます。
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6.15 AIS 機機機能能能ののの有有有効効効化化化
設定に進む前に、AISユニットが NMEAポート 1に接続され
ていることを確認してください。
ホーム画面を表示した状態で、次の操作を実行します。
1. [セセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
2. [シシシススステテテムムムののの設設設定定定] を選択します。
3. [NMEA のののセセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
4. [NMEA 入入入力力力ポポポーーートトト 1] を選択します。
5. [AIS 38400] オプションを選択します。
6. [戻戻戻るるる] を選択すると、[シシシススステテテムムムののの設設設定定定] メニューに戻り

ます。
7. [外外外部部部装装装置置置] を選択します。
8. [AIS ユユユニニニッッットトトセセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。

[AISユニットセットアップ]メニューが表示されます。
9. 必要に応じて AISオプションを調整します。

6.16 ユユユーーーザザザーーー選選選択択択ののの共共共有有有
ユーザー選択共有スキームを使用すると、ネットワーク接続
されているすべての互換性のある MFD と計器ディスプレイ
で、ユーザー選択設定を共有できます。1つのディスプレイ
デバイスでユーザー選択を変更すると、互換性のあるすべて
のネットワーク接続ディスプレイが、変更されたユーザー選
択を使用するように自動更新されます。
ユーザー選択の共有が適用されるのは、次のデバイスです。

• SeaTalkhsを使用してネットワーク接続されたMFD

• SeaTalkngを使用してネットワーク接続されたMFD

• SeaTalkngを使用してネットワーク接続されたSeaTalkng 計
器ディスプレイ

• SeaTalk― SeaTalkng コンバータ経由でネットワーク接続さ
れた SeaTalk 計器ディスプレイ

注注注意意意: 互換性を確保するため、すべてのデバイスで最新版の
ソフトウェアが実行されていることを確認してください。
お使いの製品の最新ソフトウェアは、Raymarine® Webサ
イト(www.raymarine.com)をご確認ください。

共共共有有有ささされれれるるるユユユーーーザザザーーー選選選択択択ののの一一一覧覧覧
ユーザー選択の共有スキームの一環として共有される設定を
以下の表に示します。
単単単位位位

• 速度単位

• 距離単位

• 水深単位

• 風速単位

• 温度単位

• 流速単位

• 容量単位

• 気圧単位

船船船舶舶舶ののの詳詳詳細細細

• 船舶のタイプ

• エンジン数

• 燃料タンク数

• バッテリ数

時時時刻刻刻ととと日日日付付付

• 日付形式

• 時間形式

• 現地時間 (UTC) オフセット

シシシススステテテムムム環環環境境境設設設定定定

• 方位モード

• 偏差 (手動)

• 言語

デデデーーータタタアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン

• 最大 RPM 範囲

• RPM 危険区域

• RPM 危険区域の値
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6.17メメメモモモリリリカカカーーードドドととと海海海図図図カカカーーードドド
MicroSDメモリカードを使用して、ウェイポイントや航跡な
どのデータのバックアップを取ったり、アーカイブしたりす
ることができます。データがメモリカードにバックアップさ
れたら、古いデータをシステムから削除して、新しいデータ
の容量を作成することができます。アーカイブしたデータは
いつでも取り出せます。海図カードは、追加またはアップグ
レードされた地図情報を提供します。
定期的にデータをメモリカードにバックアップすることをお
勧めします。地図作成情報が含まれるメモリカードにはデー
タを保存しないでください。

互互互換換換カカカーーードドド
次の種類の MicroSDカードは、お使いのディスプレイと互換
性があります。

• Micro Secure Digital Standard-Capacity (MicroSDSC)

• Micro Secure Digital High-Capacity (MicroSDHC)

注注注意意意:

• サポート対象の最大カード容量は 32 GBです。

• MicroSD と MFD を併用できるようにするには、FAT ま
たは FAT 32 ファイルのシステム形式を使用するように
MicroSDカードをフォーマットする必要があります。

スススピピピーーードドド クククラララススス分分分類類類
最適なパフォーマンスを確保するには、クラス 10 または
UHS (超高速) クラスのメモリ カードを使用することをお
勧めします。

海海海図図図カカカーーードドド
お使いの製品には、電子海図 (全世界の地図データ)が装備され
ています。別の海図データを使用する場合は、互換性のある海
図カードをユニットのメモリカードリーダーに挿入します。

無無無印印印ででではははなななくくく、、、ブブブララランンンドドド印印印付付付きききののの海海海図図図カカカーーードドド/メメメモモモリリリカカカーーードドド
ををを使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。
データをアーカイブする場合や電子海図カードを作成する場
合は、質の高いブランド印付きのメモリカードをお使いにな
ることをお勧めします。一部お使いのユニットでは使用できな
いメモリカードのブランドもあります。推奨カードの一覧に
ついては、カスタマーサポートまでお問い合わせください。

6.18 シシシミミミュュュレレレーーータタタモモモーーードドド
シミュレータモードを利用して、GPSアンテナ、レーダース
キャナ、AISユニット、または魚群探知機からのデータなし
でお手元のディスプレイの操作練習をすることができます。
シミュレータモードは、[シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー]で
オンとオフを切り替えます。

注注注意意意: Raymarineでは、航海中はシミュレータモードを使
用しないようお勧めします。

注注注意意意: シミュレータでは、安全メッセージも含めて本物の
データは一切表示されません (例： AIS ユニットから受
信するデータなど)。

注注注意意意: シミュレータモードの状態で実行されるシステム設
定は、SeaTalk 経由で他の機器に伝送されることはあり
ません。

シシシミミミュュュレレレーーータタタモモモーーードドドののの有有有効効効化化化ととと無無無効効効化化化
シミュレータモードの有効化と無効化を切り替えるには、以
下の手順に従います。
ホーム画面を表示した状態で、次の操作を実行します。
1. [セセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
2. [シシシススステテテムムムののの設設設定定定] を選択します。
3. [シシシミミミュュュレレレーーータタタ]を選択します。
4. [オン] を選択してシミュレータ モードをオンにします。

または
5. [オフ]を選択してシミュレータモードをオフにします。

注注注意意意: デモ ムービー オプションは、小売でのデモンスト
レーションのみを目的としています。

ご使用の前に 79



6.19メメメモモモリリリカカカーーードドドととと海海海図図図カカカーーードドド
MicroSDメモリカードを使用して、ウェイポイントや航跡な
どのデータのバックアップを取ったり、アーカイブしたりす
ることができます。データがメモリカードにバックアップさ
れたら、古いデータをシステムから削除して、新しいデータ
の容量を作成することができます。アーカイブしたデータは
いつでも取り出せます。海図カードは、追加またはアップグ
レードされた地図情報を提供します。
定期的にデータをメモリカードにバックアップすることをお
勧めします。地図作成情報が含まれるメモリカードにはデー
タを保存しないでください。

互互互換換換カカカーーードドド
次の種類の MicroSDカードは、お使いのディスプレイと互換
性があります。
• Micro Secure Digital Standard-Capacity (MicroSDSC)
• Micro Secure Digital High-Capacity (MicroSDHC)

注注注意意意:

• サポート対象の最大カード容量は 32 GBです。

• MicroSD と MFD を併用できるようにするには、FAT ま
たは FAT 32 ファイルのシステム形式を使用するように
MicroSDカードをフォーマットする必要があります。

スススピピピーーードドド クククラララススス分分分類類類
最適なパフォーマンスを確保するには、クラス 10 または
UHS (超高速) クラスのメモリ カードを使用することをお
勧めします。

海海海図図図カカカーーードドド
お使いの製品には、電子海図 (全世界の地図データ)が装備され
ています。別の海図データを使用する場合は、互換性のある海
図カードをユニットのメモリカードリーダーに挿入します。

無無無印印印ででではははなななくくく、、、ブブブララランンンドドド印印印付付付きききののの海海海図図図カカカーーードドド/メメメモモモリリリカカカーーードドド
ををを使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。
データをアーカイブする場合や電子海図カードを作成する場
合は、質の高いブランド印付きのメモリカードをお使いにな
ることをお勧めします。一部お使いのユニットでは使用できな
いメモリカードのブランドもあります。推奨カードの一覧に
ついては、カスタマーサポートまでお問い合わせください。

メメメモモモリリリカカカーーードドドまままたたたははは海海海図図図カカカーーードドドののの挿挿挿入入入
1. カード リーダー扉を開きます。
2. 下の図に従って、カードを挿入します。スロット 1を使用

する場合、カードの端子は下を向きます。スロット 2を使
用する場合は、カードの端子は上向きになります。カード
を無理に押し込まないでください。スロットに簡単に入ら
ない場合は、向きを確認してください。

1 2
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3. 下の図に示すように、カード スロットの一番奥までそっ
と押し込みます。カードがしっかりとはまると、カチッ
と音がします。

1 2

D12922-1

4. 水の浸入による損傷を防ぐためにも、カード リーダー
の扉をしっかり閉めます。

メメメモモモリリリカカカーーードドドまままたたたははは海海海図図図カカカーーードドドののの取取取りりり外外外ししし
ホーム画面で、次の操作を実行します。
1. My Data(マイデータ) を選択します。
2. [カカカーーードドドののの取取取りりり出出出ししし] を選択します。

取り出すメモリデバイスを選択するよう指示するメッセー
ジが表示されます。

3. 上のカード スロットにメモリ カードが入っている場合
は [SD1] を、下のスロットに入っている場合は [SD2] を
選択します。

4. カード リーダー扉を開きます。
5. カチリと音がするまで、カードの端をユニット方向に押

し込みます。
次の図に示すように、カードがスロット メカニズムか
ら外れます。

1 2
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6. カードの端を持って、カードをカード スロットから引
き出します。

1 2

D12924-1

7. 水の浸入による損傷を防ぐためにも、海図カードの扉を
しっかり閉めます。

注注注意意意: 多機能ディスプレイの電源を切り、上記手順 4 ～ 7
を繰り返すこともできます。
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6.20シシシススステテテムムムソソソフフフトトトウウウェェェアアアののの更更更新新新
Raymarine では、最新および強化された機能を提供し、パ
フォーマンスと使いやすさを向上させるソフトウェア更新プ
ログラムを定期的に発行しています。Raymarine® の Web
サイトで定期的に新しいソフトウェアを確認して、最新の
ソフトウェアが使用されていることを確認してください。
Raymarine® MFDを使用して、互換性のある Raymarine® 製
品のソフトウェアを確認/更新することができます。
製品のソフトウェア バージョンを特定するには、MFD の診
断ページ ([ホホホーーームムム画画画面面面] > [セセセッッットトトアアアッッップププ] > [保保保守守守] > [診診診断断断] >
[装装装置置置ののの選選選択択択]) を使用します。

システムの更新プロセスを使用して、SeaTalkhs および
SeaTalkng® に接続されているすべての互換製品を更新するこ
とができます。
互換性のある製品の詳細については、Raymarine® Webサイ
ト (www.raymarine.com/software)の「ソソソフフフトトトウウウェェェアアア更更更新新新プププロロロ
グググラララムムム」の項を参照してください。

警警警告告告: ソソソフフフトトトウウウェェェアアアアアアッッップププデデデーーートトトののの
ダダダウウウンンンロロローーードドド
ソフトウェア アップデート プロセスは、ユー
ザーご自身の責任で行ってください。アップデー
トプロセスを開始する前に、重要なすべてのファ
イルをバックアップするようにしてください。
ユニットに信頼性の高い電源があり、アップ
デート プロセスが中断されないことを確認して
ください。
不完全なアップデートに起因する損傷は、
Raymarineの保証の対象外となります。
ソフトウェア アップデート パッケージをダウ
ンロードすることで、これらの条件に同意した
と見なされます。

ソソソフフフトトトウウウェェェアアアアアアッッップププデデデーーートトトのののダダダウウウンンンロロローーードドド
ソフトウェアのアップデートは、Raymarine Web サイトか
らダウンロードできます。
ソフトウェアのアップデートを行うには、次の設備が必要
です。
• インターネット接続とカード リーダーを備えた PC また
は Apple Mac

• FAT 32でフォーマットした MicroSDカードおよび SDカー
ド アダプタ

注注注意意意: ソフトウェアのアップデートやユーザー データ/設
定のバックアップに地図作成海図カードを使用しないでく
ださい。

1. Raymarine® Webサイト (www.raymarine.com/software)の
ソフトウェア更新プログラムの項をご覧ください。

2. 最新の使用可能なソフトウェアをお使いの Raymarine® 製
品のソフトウェアのバージョンと比較します。

3. Webサイトのソフトウェアの方が製品にインストールされ
ているソフトウェアよりも新しい場合は、関連したソフト
ウェアパッケージをダウンロードしてください。

4. MicroSD カードを PC または Mac のカード リーダーに
挿入します。

お使いのコンピュータのカード リーダーの種類によって
は、SDカードアダプタが必要になる場合があります。

5. ダウンロードしたソフトウェアパッケージ Zipファイルを
MicroSD カードに展開します。

6. MicroSD カードが使用されている場合は、SD カード ア
ダプタから取り外します。

ソソソフフフトトトウウウェェェアアア更更更新新新プププロロログググラララムムムののの実実実行行行
Attention船舶の航行中にソフトウェアの更新を行わないでく
ださい。
1. ユーザーデータと設定のバックアップを取ってください。
2. ソフトウェアの更新ファイルが入った MicroSD カードを

お使いのデデデーーータタタマママスススタタターーー MFD のカード リーダーに挿入
します。
挿入したカードにお使いのシステムの装置の更新ソフト
ウェアが収められている場合は、数秒後にポップアップ
メッセージが表示されます。ソフトウェアの再インストー
ルまたはダウンロードが必要な場合は、[カカカーーードドドののの更更更新新新ををを確確確
認認認]オプションを選択します ([保保保守守守]メニューの[ホホホーーームムム画画画
面面面] > [セセセッッットトトアアアッッップププ] > [保保保守守守]を選択します)。

3. [はははいいい] を選択します。
2 番目のポップアップが表示されます。

4. [Ok] を選択します。
ソフトウェア更新プログラムのページが表示されます。

gS95 (This  Device) v13.30 v13.30

e7 v13.30 v13.30 Partia l

a97 v12.26 v13.30

RMK-9 v11.16 v9.30

CP100 v11.12

i70 v2.16 v2.18

Estimat ed time: approx. 9 mins

D13270-1

2

4

6

1

3

5

1 メモリカードにソフトウェアの更新プログラ
ムがない場合

2 メモリカードにソフトウェアの更新プログラ
ムがある場合

3 メモリカードのソフトウェアが製品にインス
トールされているソフトウェアよりも古い場合

4 メモリカードにソフトウェアの更新プログラ
ムがある場合

5 メモリカードにソフトウェアの部分更新プロ
グラムがある場合

6 メモリカードのソフトウェアバージョンが製
品にインストールされているソフトウェアと
同じ場合

ソフトウェアの更新プログラムがメモリカードに入ってい
る場合は、自動的に [更更更新新新?] ボックスがオンになります。

5. タッチスクリーンディスプレイの場合、使用可能なソフト
ウェアバージョンを選択して長押しすると、インストール
されるソフトウェアに関する詳細が表示されます。

6. 更新する製品を選択します。

gS95 (This  Device) v13.30 v13.30

e7 v13.30 v13.30 Partia l

Re-ins ta ll

Downgrade

a97 v12.26 v13.30

RMK-9 v11.16 v9.30

CP100 v11.12

i70 v2.16 v2.18

Estimat ed time: approx. 9 mins

D13271-1

1

2
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1 ソフトウェアのダウングレードが実行されます。

2 同じソフトウェアのバージョンが再インストー
ルされます。

7. [今今今すすすぐぐぐイイインンンススストトトーーールルル] を選択します。
インストール プロセスが開始されます。

更新プロセス中は、各製品の進捗状況の詳細が表示されま
す。MFDのソフトウェア更新プログラムが最後の更新対
象装置となります。

8. [ソフトウェア更新プログラム]ポップアップメッセージが
表示されたら、[Ok] を選択します。

9. MicroSDカードをカードリーダーから取り外します。

注注注意意意: ソフトウェア更新プログラムファイルがルートディ
レクトリに保存されているメモリカードが挿入されている
状態でディスプレイをオンにすると、そのディスプレイの
みでの単独のソフトウェアアップデートが開始されます。

6.21 学学学習習習リリリソソソーーーススス
Raymarineでは、お使いの製品を最大限に活用していただく
ために、幅広い学習リソースをご用意いたしました。

ビビビデデデオオオチチチュュューーートトトリリリアアアルルル

Raymarine 公式チャンネル
(YouTube):

• http://www.youtube.com/user/R-
aymarineInc

ビデオギャラリー:

• http://www.rayma-
rine.co.uk/view/?id=2679

製品サポートビデオ:

• http://www.rayma-
rine.co.uk/view/?id=4952

注注注意意意:

• ビデオを視聴するには、インターネット接続対応のデ
バイスが必要です。

• 一部、英語版のみのビデオもあります。

トトトレレレーーーニニニンンングググ コココーーーススス
Raymarineでは、お使いの製品を最大限に活用していただく
ために、定期的に広範な詳細トレーニングコースを開催して
います。詳細については、Raymarine Web サイトのトレー
ニングのセクションをご覧ください。

• http://www.raymarine.co.uk/view/?id=2372

FAQ (よよよくくくあああるるる質質質問問問) とととナナナレレレッッッジジジベベベーーーススス
Raymarineでは、詳しい情報を見つけ出してあらゆる問題を
解決していただくために、広範囲に及ぶ FAQ (よくある質問)
とナレッジ ベースをご用意しています。

• http://www.raymarine.co.uk/knowledgebase/

テテテクククニニニカカカルルルサササポポポーーートトトフフフォォォーーーラララムムム
Raymarine の製品に関する質問をしたり、他のお客様が
Raymarineの機器をどのように活用しているかをたずねるた
めに、テクニカルサポートフォーラムを活用することができ
ます。このリソースは、Raymarineのお客様やスタッフの投
稿によって、定期的に更新されています。

• http://raymarine.ning.com/
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章章章 7: シシシススステテテムムム チチチェェェッッッククク

目目目次次次
• 7.1 GPS チェック ( 84 ページ)

• 7.2 GNSS ステータス ( 84 ページ)

• 7.3 レーダー チェック ( 85 ページ)

• 7.4 ソナー チェック ( 86 ページ)

• 7.5 赤外線カメラのセットアップとチェック ( 88 ページ)
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7.1 GPS チチチェェェッッッククク

GPS 機機機能能能ののの確確確認認認
海図アプリケーションを使用して、GPS が正しく機能して
いることを確認することができます。
1. 海図ページを選択します。

2. 画面を確認します。

海図を表示すると、次の情報を確認できます。
船船船舶舶舶ののの位位位置置置 (GPS fix ををを示示示しししままますすす)。 現在の位置は、船の
記号または○印で表されます。現在位置は、VES POSの
下のデータバーにも表示されます。
海図上の○印が表示された場合、船首データも対地方位
(COG)データのいずれも使用できないことを示します。

注注注意意意: 海図アプリケーションに表示されている実際の近接部
分に対する船舶の測位場所を海図に示されている既知の物
標と比較することをお勧めします。 GPS レシーバの標準
的精度は 5 ～ 15 m です。

注注注意意意: GPS Status (GPSステータス)画面は、Raymarine多
機能ディスプレイの Setup(セットアップ)メニューからご利
用いただけます。この画面で、衛星の信号強度やその他の
関連情報などを確認できます。

7.2 GNSS ススステテテーーータタタススス
GPSススステテテーーータタタスススのページを使用すると、お使いの受信機と互
換性がある、使用可能な衛星のステータスが表示されます。
この衛星コンステレーションを使用して、海図および気象ア
プリケーションでの船舶の位置を特定します。[GPS セット
アップ]メニュー: (ホホホーーームムム画画画面面面 > [セセセッッットトトアアアッッップププ] > [シシシススステテテムムム
設設設定定定] > [GPSセセセッッットトトアアアッッップププ])で受信機を設定し、そのステー
タスを確認することができます。人工衛星ごとに、次の情
報が画面に表示されます。

1

2

3

D13122-1

1. スカイ ビュー
2. 衛星ステータス
3. 測位情報
スススカカカイイイ ビビビュュューーー
スカイビューは、航行衛星の位置とその種類を視覚的に表し
たものです。衛星の種類は、次のとおりです。
• 円円円形形形— GPS コンステレーションの衛星は、〇印で表さ
れます。

• * ひひひししし形形形— GLONASS コンステレーションの衛星は、◇
印 (ひし形) で表されます。

• 四四四角角角形形形— (SBAS)差動衛星は、⊡印 (四角形)で表されます。

注注注意意意: GLONASS衛星は、内蔵受信機など、互換性のある
GNSS受信機に接続されている場合にのみ使用できます。
お使いのMFDの受信機の種類を特定するには、お使いの製
品の「技術仕様」を参照してください。

[衛衛衛星星星ススステテテーーータタタススス] 領領領域域域
[衛星ステータス] 領域には、衛星ごとに次の情報が表示さ
れます。
• 種種種類類類—衛星が所属する衛星群が特定されます。
• ID — 衛星の ID 番号が表示されます。
• CNO (C/N比) —スカイビューに表示される各衛星の信号強
度が表示されます。
– グレー = 衛星を検索中
– 緑 = 衛星を使用中
– オレンジ = 衛星を追跡中

• 方方方位位位角角角ととと仰仰仰角角角— 受信機の場所と衛星の間の仰角と方位角
が示されます。

測測測位位位情情情報報報
次の測位情報が表示されます。
• 水水水平平平精精精度度度低低低下下下率率率 (HDOP)— HDOPは、衛星の形状、データ
送信時のシステム エラー、レシーバのシステム エラーな
ど、さまざまな要因を元に計算した衛星航行の精度を測定し
たものです。値が高いほど、位置誤差が大きいことを示し
ます。標準的な受信機の精度は 5～ 15 mです。たとえば、
受信機の誤差を 5 mとした場合、HDOPの「2」は約 15m
の誤差があることを意味します。HDOPの値が低くても、
受信機が正確な位置を示している保証にはなりませんので
ご了承ください。はっきりしない場合は、海図アプリケー
ションに表示されている実際の近接部分に対する船舶の位
置を海図に示されている既知の物体と比較してください。

• 推推推定定定水水水平平平位位位置置置誤誤誤差差差 (EHPE)— EHPEは、水平面における測
位推定誤差を測定したものです。表示される値は、現在の
所在地が当該時の 50% において規定サイズの半径内にあ
ることを示します。

• 捕捕捕捉捉捉ススステテテーーータタタススス—受信機が実際に報告しているモードを示
します。
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– 捕捕捕捉捉捉— 衛星の測位が取得されました。

– 検検検索索索中中中— 衛星の測位を取得できません。

– D捕捕捕捉捉捉—差動標識灯による測位が取得されました。

– SD捕捕捕捉捉捉—差動衛星による測位が取得されました。

• 位位位置置置—受信機の緯度と経度の位置が表示されます。

• 日日日時時時—測位によって生成された現在の日時が UTC形式で
表示されます。

• モモモーーードドド— 受信機が差動モードで動作しているか、非差動
モードで動作しているかが特定されます。

• デデデーーータタタムムム— 受信機のデータム設定によって、海図アプリ
ケーションに表示される船舶の位置情報の精度が変わりま
す。受信機と MFDが紙の海図と正確に相関するようにする
には、同じ基準面を使用する必要があります。

7.3 レレレーーーダダダーーーチチチェェェッッッククク

通通通告告告: レレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナののの安安安全全全性性性
レーダースキャナの回転を始める前に、担当者が
全員離れた場所にいることを確認してください。

通通通告告告: レレレーーーダダダーーー伝伝伝送送送ののの安安安全全全性性性
レーダー スキャナは電磁エネルギーを伝送し
ます。 レーダー伝送中は担当者はスキャナに近
づかないでください。

レレレーーーダダダーーーののの確確確認認認
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. [メメメニニニュュューーー] を選択します。
2. [電電電源源源]を選択し、[オン]が強調表示されるようにします。

レーダーのスキャナがスタンバイ モードで初期化されま
す。このプロセスには約 70 秒かかります。

3. [レレレーーーダダダーーー] を選択し、[伝送] が強調表示されるようにし
ます。
レーダースキャナの送受信が開始されます。

4. レーダー画面が正しく動作していることを確認してくだ
さい。

標標標準準準ののの HD レレレーーーダダダーーー画画画面面面

注注注意意意: 上記の例は、HD レーダー スキャナで提供された
出力を拡張したものです。

次次次ののの点点点ををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

• レーダースイープがエコー応答と一緒に画面に表示さ
れる。

• レーダーのステータスアイコンがステータス バーの
右上隅で回転している。

軸軸軸受受受アアアララライイイメメメンンントトトののの確確確認認認ととと調調調整整整
軸軸軸受受受アアアララライイイメメメンンントトト
レーダーの軸受アライメントを行うと、船首に対して正しい
軸受にレーダー物体が表示されるようにすることができま
す。 軸受アライメントはレーダーを新しく設置するたびに
行ってください。
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アアアララライイイメメメンンントトトががが不不不適適適切切切なななレレレーーーダダダーーーののの例例例

D11590-2

1 2

項項項目目目 説説説明明明

1 正面のターゲット物体 (例：ブイなど)

2 レーダーに表示されているターゲットが SHM
とアラインされていません。軸受アライメン
トが必要です。

軸軸軸受受受アアアララライイイメメメンンントトトののの確確確認認認
1. 航行中の船舶：船首をレーダー ディスプレイで特定され

た静止物体に位置合わせします。1 & 2 NMの距離の物体
が理想的です。

2. レーダーディスプレイの物体の位置に注意してください。
ターゲットが SHM内にない場合は、アライメントエラー
が発生したことになるので、軸受アライメント調整を行
う必要があります。

方方方位位位アアアララライイイメメメンンントトトののの調調調整整整
方位アライメントの確認が終わったら、続けて必要な調整を
行うことができます。
レーダー アプリケーションを表示した状態で、次の操作を
実行します。
1. [メメメニニニュュューーー] を選択します。
2. [レレレーーーダダダーーーセセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
3. [詳詳詳細細細] を選択します。
4. [方方方位位位アアアララライイイメメメンンントトト] を選択します。

方位アライメントを選択すると、数値調整コントロールが
表示されます。

5. 設定を調整し、選択したターゲットが船舶の船首マーカー
に表示されるようにします。

6. 完了したら、[戻戻戻るるる]または [Ok]を選択します。

7.4 ソソソナナナーーーチチチェェェッッッククク

ソソソナナナーーートトトララランンンスススデデデュュューーーサササとととソソソナナナーーーモモモジジジュュューーールルル
ののの選選選択択択
表示されている魚群探知機アプリケーション ペインで使用
するソナー トランスデューサとソナー モジュールを選択
する必要があります。

ソソソナナナーーーモモモジジジュュューーールルルののの選選選択択択

• ソナーおよび DownVisionTM 型式ディスプレイにはソナー
モジュールが内蔵されています。

• すべての型式で、互換性のある外付けソナーモジュールを
接続するか、ネットワーク接続されているディスプレイか
ら内蔵ソナーモジュールを使用することができます。

• 使用するソナー チャンネルは、魚群探知機メニューから
選択する必要があります。

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの選選選択択択

• ソナー型式ディスプレイを使用すると、Raymarine また
は Minn Kota ソナー トランスデューサを直接接続するこ
とができます。

• DownVisionTM 型式のディスプレイでは、Raymarine
DownVisionTM トランスデューサを直接接続できます。

• 互換性のある外付けソナーモジュールを使用すると、すべ
ての型式を Raymarine ソナー トランスデューサに接続す
ることができます。

• すべての型式で魚群探知機アプリケーションの [トトトララランンンススス
デデデュュューーーサササセセセッッットトトアアアッッップププ]メニューを使用して、使用するソ
ナー トランスデューサを指定します。

ソソソナナナーーーチチチャャャンンンネネネルルルののの選選選択択択
表示するチャンネルを選択するには、以下の手順に従ってく
ださい。
魚群探知機アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. [メメメニニニュュューーー] を選択します。
2. [チチチャャャンンンネネネルルル] を選択します。

チャンネル選択ページが表示されます。
3. 使用するソナーモジュールのタブを選択します。

選択したソナー モジュールで使用可能なチャンネルの一
覧が表示されます。

4. 一覧からチャンネルを選択します。
チャンネル選択ページが閉じ、魚群探知機アプリケーション
に、選択したチャンネルが表示されるようになります。

ソソソナナナーーートトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの選選選択択択
魚群探知機アプリケーションを表示した状態で、次の操作
を実行します。
1. [メメメニニニュュューーー] を選択します。
2. [セセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
3. [トトトララランンンスススデデデュュューーーサササセセセッッットトトアアアッッップププ]を選択します。
4. [トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ] を選択します。

トランスデューサの一覧が表示されます。
5. 使用するトランスデューサを選択します。

速速速度度度トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの選選選択択択
魚群探知機アプリケーションを表示した状態で、次の操作
を実行します。
1. [メメメニニニュュューーー] を選択します。
2. [セセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
3. [トトトララランンンスススデデデュュューーーサササセセセッッットトトアアアッッップププ]を選択します。
4. [速速速度度度トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ] を選択します。

トランスデューサの一覧が表示されます。
5. お使いの速度トランスデューサをリストから選択します。

ソソソナナナーーーののの確確確認認認
ソナーの確認は、魚群探知機アプリケーションを使用して行
います。
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1. ホーム画面で魚群探知機ページを選択します。

2. 魚群探知機ディスプレイを確認します。

魚群探知機が有効な状態で、次の情報を確認できます。

• 深度値 (トランスデューサが機能していることを示しま
す)。深度は画面左下のデータボックスに表示されます。

データボックスが表示されない場合は、[プレゼンテーショ
ン]メニューからオンにすることができます。[メメメニニニュュューーー] >
[プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン] > [デデデーーータタタボボボッッックククスススセセセッッットトトアアアッッップププ]
を選択します。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機トトトララランンンスススデデデュュューーーサササのののキキキャャャリリリブブブレレレーーー
シシショョョンンン
深度を正確に読み取るためには、魚群探知機トランスデュー
サのキャリブレーションが必要です。
多機能ディスプレイはソナーモジュールから画像を受信しま
す。ソナーモジュールは水中に設置されたトランスデューサ
からのソナー信号を処理します。 トランスデューサに速度
パドル ホイールと温度センシング サーミスタが装備されて
いる場合、ソナーモジュール は速度と温度を計算します。
正確に読み取るためには、深度、速度、温度にオフセットを
適用して、トランスデューサのキャリブレーションを行うこ
とが必要になることがあります。 これらの設定は ソナー
モジュール に保持され、トランスデューサに関連してシス
テム全体に適用されます。

水水水深深深オオオフフフセセセッッットトト
水深はトランスデューサから海底までを測定しますが、オフ
セット値を水深データに適用できますので、表示される水深
の示度はキールまたは水線から海底までの水深を表します。
水線またはキールのオフセット設定を試みる前に、必要に応
じてトランスデューサと水線か船舶のキール底部の間の垂直
分離を見つけておきます。次に、適切な水深オフセット値
を設定します。

D9343--2

1 2 3

1 水線オフセット

2 トランスデューサ /原点オフセット

3 キールオフセット

オフセットが非適用の場合、表示される水深の示度はトラン
スデューサから海底までの距離を表します。

水水水深深深オオオフフフセセセッッットトトののの設設設定定定
魚群探知機アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. [メメメニニニュュューーー] を選択します。

2. [セセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
3. [トトトララランンンスススデデデュュューーーサササセセセッッットトトアアアッッップププ]を選択します。
4. [水水水深深深オオオフフフセセセッッットトト] を選択します。

水深オフセットの数値調整コントロールが表示されます。
5. オフセットを必要な値に調整します。

速速速度度度オオオフフフセセセッッットトトののの設設設定定定
魚群探知機アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. [メメメニニニュュューーー] を選択します。
2. [セセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
3. [トトトララランンンスススデデデュュューーーサササセセセッッットトトアアアッッップププ]を選択します。
4. [速速速度度度オオオブブブセセセッッットトト] を選択します。

速度オフセットの数値調整コントロールが表示されます。
5. オフセットを必要な値に調整します。

温温温度度度オオオフフフセセセッッットトトののの設設設定定定
1. [メメメニニニュュューーー] を選択します。
2. [セセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
3. [トトトララランンンスススデデデュュューーーサササセセセッッットトトアアアッッップププ]を選択します。
4. [温温温度度度オオオフフフセセセッッットトト] を選択します。

温度オフセットの数値調整コントロールが表示されます。
5. オフセットを必要な値に調整します。
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7.5 赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララのののセセセッッットトトアアアッッップププととと
チチチェェェッッッククク
赤外線カメラが正しく機能することを確認するため、カメラ
の主な機能のセットアップとチェックを行う必要があります。
セットアップとチェックに入る前に、カメラが指示どおりに
正しく接続されていることを確認してください。オプション
のジョイスティック コントロール ユニット (JCU) および
PoE (パワー オーバー イーサネット) インジェクタが付属し
ている場合は、これらのユニットも正しく接続されている
ことを確認してください。

カカカメメメラララのののセセセッッットトトアアアッッップププ
次の操作が必要です。
• 画像を調整する (コントラスト、明るさなど)。
• カメラの動きを確認する (パン、チルト、ホーム機能) (使
用可能な場合)。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララののの画画画像像像ののの調調調整整整
赤外線カメラアプリケーションを表示した状態で、次の操作
を実行します。
1. Menu(メメメニニニュュューーー) を選択します。
2. Adjust Contrast(コココンンントトトラララススストトトののの調調調整整整)を選択します。
3. 必要に応じて、コントラスト、明るさ、カラーオプション

を選択します。
該当する数値調整コントロールが表示されます。

4. 必要に応じて、値を調整します。
5. [戻戻戻るるる]または [Ok]を選択して、新しい値を確定します。

パパパンンン、、、チチチルルルトトト、、、ズズズーーームムム (PTZ)カカカメメメラララ

赤赤赤外外外線線線画画画像像像のののパパパンンンとととチチチルルルトトト
タッチスクリーン型の多機能ディスプレイでは、タッチスク
リーンを使用して赤外線カメラの画像をパンおよびチルト
することができます。

画面上で指を上下に移動してカメラを上下に
傾けます。

画面で指を左右に移動して、カメラを左右に
回転させます (パン)。

赤赤赤外外外線線線画画画像像像のののパパパンンン、、、チチチルルルトトト、、、ズズズーーームムム
物理ボタンが装備されている多機能ディスプレイ、またはリ
モートキーパッドを使用して、UniControlで赤外線カメラの
画像のパン、チルト、ズームを行うことができます。
状況によっては、UniControlの回転ノブとジョイスティック
のみを使用して赤外線カメラビューを操作することができま
す。たとえばこの方法は、カメラを細かく制御する場合、特
に荒海などの状況に理想的です。

UniControlジョイスティック—カメラを左右に
回転させたり (パン)、カメラを上下に傾けたり
する際に使用します。

UniControl回転ノブ—ズームイン、ズームアウ
トに使用します。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララのののホホホーーームムム位位位置置置へへへのののリリリセセセッッットトト
パン、チルト赤外線カメラに接続されているカメラのホーム
位置を設定することができます。
赤外線カメラアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. [メメメニニニュュューーー] を選択します。
2. [カカカメメメラララホホホーーームムム] を選択します。

カメラが現在ホーム位置に設定されている位置に戻り、
「ホーム」アイコンが画面上に一瞬現れます。
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章章章 8: デデディィィスススプププレレレイイイののの保保保守守守

目目目次次次
• 8.1 点検修理と保守 ( 90 ページ)

• 8.2 製品のクリーニング ( 90 ページ)
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8.1 点点点検検検修修修理理理ととと保保保守守守
この製品には使用者が点検修理できる部品はありません。保
守や修理はすべて Raymarine 認定販売店にお問い合わせく
ださい。 無許可で修理すると、保証が無効になることがあ
ります。

機機機器器器ののの定定定期期期点点点検検検
Raymarineでは、お手元の機器を正しく安全にお使いいただ
くために定期点検を実地することを強くお勧めしています。
次に挙げる項目を定期的に検査してください。

• ケーブルに損傷や磨耗、裂け目などの兆候がないか検査
する。

• ケーブルがすべてしっかり接続されていることを確認する。

8.2 製製製品品品のののクククリリリーーーニニニンンングググ
最良のクリーニング方法

製品をクリーニングする際は、以下の点に注意してください。

• 製品にディスプレイ画面が含まれる場合は、ディスプレイ
画面を乾いた布で拭かないでください。画面のコーティン
グに傷が付きます。

• 研磨剤や酸性の、またはアンモニアが入ったクリーニング
剤を使用しないでください。

• ジェットウォッシュは使用しないでください。

デデディィィスススプププレレレイイイケケケーーースススのののクククリリリーーーニニニンンングググ
ディスプレイユニットは密閉加工が施されているため、定期
的にクリーニングする必要はありません。ユニットのクリーニ
ングが必要になった場合は、次の基本手順に従ってください。
1. ディスプレイの電源を切ります。
2. 清潔な柔らかい布でディスプレイを拭きます (マイクロ

ファイバーの布が理想です)。
3. 必要であれば、中性洗剤を付けて付着油脂を除去します。

注注注意意意: 画面部分のクリーニングには溶剤・洗浄剤を使用
しないでください。

注注注意意意: ある特定の条件で、ディスプレイ画面の内側に結露が
付くことがあります。これでユニットが傷むことはありま
せん。短時間ディスプレイの電源を入れれば消えます。

デデディィィスススプププレレレイイイ画画画面面面のののクククリリリーーーニニニンンングググ
ディスプレイ画面はコーティング加工されています。これに
よって撥水効果とぎらつき抑制効果が得られます。このコー
ティングを傷めないために、次の手順に従ってください。
1. ディスプレイの電源を切ります。
2. 画面を水洗いし、ほこりの粒子や付着塩分を取り除きま

す。
3. 画面を自然乾燥させます。
4. 汚れが残っている場合は、清潔なマイクロファイバー製の

布 (眼鏡店で入手可能)画面をそっと拭きます。

サササンンンカカカバババーーーのののクククリリリーーーニニニンンングググ
付属のサンカバーの表面は粘着性です。状況によっては、不
要な付着物が表面に付着することがあります。モニタディス
プレイの損傷を避けるため、次の手順に従って定期的にサン
カバーをきれいにしてください。
1. サンカバーをそっとディスプレイから取り外します。
2. サンカバーを水洗いし、ほこりの粒子や付着塩分を取り除

きます。
3. サンカバーを自然乾燥させます。
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章章章 9: トトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ

目目目次次次
• 9.1 トラブルシューティング ( 92 ページ)

• 9.2 電源投入のトラブルシューティング ( 93 ページ)

• 9.3 レーダーのトラブルシューティング ( 94 ページ)

• 9.4 GPS のトラブルシューティング ( 95 ページ)

• 9.5 ソナーのトラブルシューティング ( 96 ページ)

• 9.6 ソナーの漏話干渉 ( 98 ページ)

• 9.7 赤外線カメラのトラブルシューティング ( 99 ページ)

• 9.8 システム データのトラブルシューティング ( 101 ページ)

• 9.9 ビデオのトラブルシューティング ( 102 ページ)

• 9.10 Wi-Fi のトラブルシューティング ( 103 ページ)

• 9.11 Bluetooth のトラブルシューティング ( 104 ページ)

• 9.12 タッチスクリーンのトラブルシューティング ( 105 ページ)

• 9.13 タッチスクリーンの位置合わせ ( 106 ページ)

• 9.14 その他のトラブルシューティング ( 107 ページ)
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9.1 トトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
トラブルシューティング情報は、海洋電子製品設置に関連し
た考えられる原因と必要な是正策を提供したものです。
Raymarine製品はすべて梱包・出荷前に厳密な試験と品質保
証プログラムを終了しています。しかし、お手元の製品に問
題がある場合、本節を手がかりに問題の診断と修正を行うこ
とで、正常な動作に戻せる場合があります。
本書を参照した後もユニットの問題が解決しない場合は、
Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。
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9.2 電電電源源源投投投入入入のののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
電源投入の問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

製製製品品品ののの電電電源源源ががが入入入らららななないいい、、、まままたたたははは切切切れれれ続続続けけけるるる

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

ヒューズが飛んだ /ブレーカがトリッ
プした

1. 該当するヒューズ、ブレーカ、接続部の状態を確認し、必要に応じて交換し
てください (ヒューズの定格については、お使いの製品の設置指示の「技術
仕様」の項を参照してください。)

2. ヒューズが飛び続ける場合は、ケーブルに損傷がないか、コネクタピンが壊
れていないか、配線が間違っていないかを確認してください。

電源ケーブル /接続が悪い /損傷してい
る /不安定

1. 電源ケーブルコネクタがしっかりとユニットに差し込まれ、定位置で固定さ
れていることを確認してください。

2. 電源ケーブルとコネクタに損傷や摩耗がないか確認し、必要があれば交換
してください。

3. ユニットの電源が入った状態で、ディスプレイコネクタのそばの電源ケーブ
ルを曲げてみて、ユニットが再起動/停電するようであれば、必要に応じて
交換してください。

4. 船舶のバッテリ電圧、バッテリ端子と電源ケーブルの状態を調べ、接続が安定
し、汚れや摩耗がないことを確認します。必要があれば交換してください。

5. 製品に負荷をかけた状態で、マルチメーターを使用して、すべてのコネクタ/
ヒューズ全体の高電圧降下を調べ、必要があれば交換します。

電源が正しく接続されていない 電源の配線が正しくない可能性があります。設置指示に従っていることを確
認してください。

電源が不十分 製品を積載した状態で、マルチメーターを使用して、電源電圧をユニットにでき
るだけ近づけ、電流が流れているときの実際の電圧を設定します。(電力要件につ
いては、お使いの製品の設置説明の「技術仕様」の項を参照してください。)

製製製品品品ががが起起起動動動しししななないいい (再再再起起起動動動ルルルーーープププ)

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

電源と接続 上記の「製品の電源が入らない、または切れ続ける」に記載の考えられる解決策
を参照してください。

ソフトウェアの破損 1. 万一、製品ソフトウェアが破損した場合は、Raymarineのホームページから最
新版のソフトウェアを再インストールしてください。

2. 最終手段として、ディスプレイ製品では「パワーオンリセット」を試すこと
ができますが、こうするとすべての設定/プリセットとユーザーデータ (ウェ
イポイントや航跡など)が削除され、ユニットが工場出荷時の既定値に戻り
ますのでご注意ください。

パパパワワワーーーオオオンンンリリリセセセッッットトトののの実実実行行行
「パワーオンリセット」を実行すると、すべての設定/プリ
セットとユーザーデータ (ウェイポイントや航跡など)が削除
され、ユニットが工場出荷時の既定値に戻ります。
1. ユニットの電源を切ります。
2. ユニットの電源を入れます。
3. LightHouseのロゴが表示されたら、電電電源源源ボタンを長押し

します。
Raymarine 初期化画面が表示されます。

4. タタタッッッチチチ専専専用用用デデディィィスススプププレレレイイイののの場場場合合合:
i. 電電電源源源ボタンを再度押して、「1 –工場出荷時の設定にリ

セット」を選択します。
7 秒のカウントダウンが始まります。カウントダウ
ンがゼロになると、ユニットは工場出荷時の設定に
リセットされます。

ii. カウントダウンのタイマーがゼロになる前に、電電電源源源ボ
タンを再度押して、リセット プロセスを停止するこ
とができます。
こうすると、2番目のオプション「2–終了してアプリ
ケーションを開始」が選択され、新しいカウントダウ
ン タイマーが始まります。

5. ノノノンンンタタタッッッチチチ型型型おおおよよよびびび HybridTouch型型型デデディィィスススプププレレレイイイののの場場場合合合:
i. [WPT/MOB] ボタンを押します。

ユニットが工場出荷時設定にリセットされます。
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9.3 レレレーーーダダダーーーのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
レーダーの問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

スキャナの電源ケーブルが正常で、すべての接続がしっ
かりつながっており、磨耗などがないことを確認して
ください。

関連するヒューズとブレーカーを確認してください。

レーダースキャナ電源

電源の電圧と電流が正しく、十分であることを確認し
てください (必要に応じて電圧ブースターを使用して
ください)。

スキャナが Raymarine ネットワークスイッチまたは
SeaTalkhs クロスオーバーカプラ (必要な場合)に正しく接
続されていることを確認してください。

Raymarineネットワークスイッチのステータスを確認して
ください。

SeaTalkhs / RayNetネットワーク
の問題

SeaTalkhs / RayNetケーブルが損傷していないことを確認
してください。

機器間のソフトウェアの不一致
によって通信に問題が起きてい
る可能性があります。

Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。

データまたはスキャナメッセー
ジが表示されない

スキャナの台座スイッチが OFF
になっている

スキャナの台座スイッチが ONの位置にあることを確認
してください。

レーダーが初期化されない (電
圧制御モジュール (VCM)が「ス
リープモード」のまま)

電源接続が断続的か、不良で
ある

VCMの電源接続を確認してください。(入力電圧 = 12 /
24V、出力電圧 = 40V)

レーダー画面の軸受の位置が間
違っている

レーダー軸受アライメントの修
正が必要です。

レーダー軸受アライメントを確認および調整してくだ
さい。
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9.4 GPS のののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
GPS の問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

地理的な位置、または一般的な
状況が原因で衛星の測位を特
定できません。

定期的にチェックして、状況が改善された、または地理
的位置が変わったときに位置情報を捕捉できたかどう
かを確認してください。

GPSの接続障害。 外部の GPS接続とケーブル配線が正しく行われており、
欠陥がないことを確認してください。

外部の GPSアンテナが良くない
位置に配置されています。
例：

• デッキの下など

• VHF無線などの送信機器との
距離が近接近な場合

GPSアンテナと空の間を遮る物が何もないことを確認
してください。

「No Fix」(検索中) GPSステータ
スアイコンが表示される。

GPSの設置に関する問題。 設置説明書を参照してください。

注注注意意意: [GPSステータス]画面は、ディスプレイ内からご利用いただけます。この画面で、衛星の信号強度やその他の
関連情報などを確認できます。
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9.5 ソソソナナナーーーのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
ソナーの問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

スススクククロロローーールルル画画画像像像ががが表表表示示示ささされれれななないいい

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

ソナーが無効 音響モジュールのセットアップメニューで、[ピピピンンングググ有有有効効効]を選択します。

間違ったトランスデューサが選択されて
いる

[トランスデューサセットアップ]メニューで、正しいトランスデューサが選択
されていることを確認してください。

ケーブルの損傷 1. トランスデューサケーブルコネクタがしっかりと差し込まれ、定位置で
固定されていることを確認してください。

2. 電源ケーブルとコネクタに損傷や摩耗がないか確認し、必要があれば
交換してください。

3. ユニットの電源が入った状態で、ディスプレイコネクタのそばのケーブル
を曲げてみて、ユニットが再起動/停電するようであれば、必要に応じて
交換してください。

4. 船舶のバッテリ電圧、バッテリ端子と電源ケーブルの状態を調べ、接続
が安定し、汚れや摩耗がないことを確認します。必要があれば交換して
ください。

5. 製品に負荷をかけた状態で、マルチメーターを使用して、すべてのコネ
クタ/ヒューズ全体の高電圧降下を調べ (魚群探知機アプリケーションが
スクロールを停止したり、ユニットがリセット/切れる原因となる)、
必要があれば交換します。

トランスデューサに損傷、または接触物
がある

トランスデューサの状態を調べ、損傷がないこと、破片/接触物が付着してい
ないこと、きれいであることを確認し、必要であれば交換してください。

間違ったトランスデューサが装着されて
いる

トランスデューサがシステムと互換性があることを確認してください。

SeaTalkhs / RayNetネットワークの問題 • ユニットが多機能ディスプレイまたは Raymarineネットワークスイッチに
正しく接続されていることを確認してください。クロスオーバーカプラ
またはその他のカプラケーブル/アダプタを使用している場合は、すべて
の接続を調べて、接続がしっかりとしており、損傷がなく、摩耗がないこ
とを確認し、必要に応じて交換してください。

機器間のソフトウェアの不一致によって通
信に問題が起きている可能性があります。

すべての Raymarine製品で最新の使用可能なソフトウェアが使用されている
かどうか調べ、Raymarine Webサイト (www.raymarine.com/software)にアクセスし
て、ソフトウェアの互換性を確認してください。

深深深度度度値値値ががが読読読みみみ取取取ららられれれててていいいななないいい / 下下下部部部ののの固固固定定定ががが失失失わわわれれれたたた

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

トランスデューサの位置 トランスデューサが、トランスデューサに付属の説明書に従って設置され
ていることを確認します。

トランスデューサの角度 トランスデューサの角度が大きすぎると、ビームが下部を見落とすことがあり
ます。トランスデューサの角度を調整して、再確認してください。

トランスデューサが物に当たった トランスデューサにキックアップメカニズムが使用されている場合は、物に
当たった結果キックアップされていないことを確認してください。

電源が不十分 製品を積載した状態で、マルチメーターを使用して、電源電圧をユニットにで
きるだけ近づけ、電流が流れているときの実際の電圧を設定します。(電源要
件については、お使いの製品の技術仕様を参照してください。)

トランスデューサに損傷、または接触物
がある

トランスデューサの状態を調べ、損傷がないこと、破片/接触物が付着し
ていないことを確認してください。

ケーブルの損傷 1. ユニットのコネクタが損傷していたり、ピンが曲がっていないかを確認
してください。

2. ケーブルコネクタがしっかりとユニットに差し込まれ、ロッキングカ
ラーが定位置で固定されていることを確認してください。

3. ケーブルとコネクタに損傷や摩耗がないか確認し、必要があれば交換
してください。

4. ユニットの電源が入った状態で、ディスプレイコネクタのそばの電源ケー
ブルを曲げてみて、ユニットが再起動/停電するようであれば、必要に
応じて交換してください。

5. 船舶のバッテリ電圧、バッテリ端子と電源ケーブルの状態を調べ、接続
が安定し、汚れや摩耗がないことを確認します。必要があれば交換して
ください。

6. 製品に負荷をかけた状態で、マルチメーターを使用して、すべてのコネ
クタ/ヒューズ全体の高電圧降下を調べ (魚群探知機アプリケーションが
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考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策
スクロールを停止したり、ユニットがリセット/切れる原因となる)、
必要があれば交換します。

船舶の速度が高すぎる 船舶の速度を落として、再確認してください。

海底が浅すぎる、または深すぎる 底部の深度がトランスデューサの深度範囲を超えている可能性があります。必
要に合わせて、船舶を浅瀬、または深瀬に移動し、再確認してください。

画画画像像像ののの低低低下下下 / 問問問題題題

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

船舶が停止中 船舶が静止しているときは、アーチ状の魚は表示されず、ディスプレイには直
線のように表示されます。

スクロールが一時停止、または速度設定
が低すぎる

一時停止を解除するか、ソナーのスクロール速度を上げてください。

感度設定が現在の状況に適していない可
能性がある

感度設定を調べて調整するか、ソナーのリセットを実行します。

ケーブルの損傷 1. ユニットのコネクタが損傷していたり、ピンが曲がっていないかを確認
してください。

2. ケーブルコネクタがしっかりとユニットに差し込まれ、ロッキングカ
ラーが定位置で固定されていることを確認してください。

3. ケーブルとコネクタに損傷や摩耗がないか確認し、必要があれば交換
してください。

4. ユニットの電源が入った状態で、ディスプレイコネクタのそばの電源ケー
ブルを曲げてみて、ユニットが再起動/停電するようであれば、必要に
応じて交換してください。

5. 船舶のバッテリ電圧、バッテリ端子と電源ケーブルの状態を調べ、接続
が安定し、汚れや摩耗がないことを確認します。必要があれば交換して
ください。

6. 製品に負荷をかけた状態で、マルチメーターを使用して、すべてのコネ
クタ/ヒューズ全体の高電圧降下を調べ (魚群探知機アプリケーションが
スクロールを停止したり、ユニットがリセット/切れる原因となる)、
必要があれば交換します。

トランスデューサの位置 トランスデューサが、トランスデューサに付属の説明書に従って設置され
ていることを確認します。

トランサム装着のトランスデューサの装着場所が高すぎて、水から浮かび上
がっている場合は、滑走中や回転中にトランスデューサの表面が完全に水中
に浸っていることを確認してください。

トランスデューサが物に当たった トランスデューサにキックアップメカニズムが使用されている場合は、物に
当たった結果キックアップされていないことを確認してください。

トランスデューサに損傷、または接触物
がある

トランスデューサの状態を調べ、損傷がないこと、破片/接触物が付着し
ていないことを確認してください。

トランスデューサケーブルの損傷 トランスデューサのケーブルと接続部分に損傷がなく、接続がしっかりしてお
り、摩耗がないことを確認してください。

トランスデューサ周辺の高速乱流のため
に、トランスデューサの性能に影響が出
ている

船舶の速度を落として、再確認してください。

別のトランスデューサからの干渉 1. 干渉の原因となっているトランスデューサをオフにします。

2. 複数のトランスデューサを離して配置し、距離を広げます。

ユニットの電源障害 電源電圧を確認します。低すぎる場合、ユニットの送信電力に支障が出るこ
とがあります。

速速速度度度ののの読読読みみみ取取取りりり値値値ががが不不不正正正確確確 (DST トトトララランンンスススデデデュュューーーサササかかかららら)

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

パドルホイール障害 パドルホイールが汚れていないことを確認してください。

速度オフセットが未設定 速度オフセットを追加してください。

キャリブレーションが不正確 機器の再キャリブレーションを行ってください。

トランスデューサに速度要素がない 速度要素を備えたトランスデューサを設置して、速度の読み取りを可能に
してください。

間違ったトランスデューサが選択されてい
る (速度が表示されていない)

[トランスデューサセットアップ]メニューから速度を測定できるトランス
デューサを選択してください。
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9.6 ソソソナナナーーーののの漏漏漏話話話干干干渉渉渉
Raymarineソナーシステムには、2種類の漏話干渉が考えら
れます。
1. SideVision ソナーの漏話干渉
2. 複数のソナーの漏話干渉
システムで経験する可能性がある漏話干渉の種類は、設置さ
れているソナー機器の種類、およびその機器がどのように設
置されているかによって異なります。
SideVisionソソソナナナーーーののの漏漏漏話話話干干干渉渉渉 複複複数数数のののソソソナナナーーーののの漏漏漏話話話干干干渉渉渉

SideVisionトランスデューサ
は感度が高いため、ターゲッ
ト応答が強い領域では、左
右の受信チャンネル間で若
干の漏話干渉が生じること
があります。強いターゲッ
ト応答の例としては、水中
の橋梁構造などの固体など
が挙げられます。この干渉
は、魚群探知機アプリケー
ションで、左側のソナー画
像に右側のソナー画像がわ
ずかに反射される (またはそ
の逆)、などのように表示さ
れます。

周波数範囲が重複する状況で
複数のソナーモジュールと
トランスデューサを動作させ
ると、有効範囲間で多少の
漏話干渉が見られることが
あります。この干渉は、魚
群探知機アプリケーション
において、水柱全体に縦の
「雨滴」のように表示され
ます。このような縦の「雨
滴」が表示される場合、2台
のソナーモジュールが相互
に近接した周波数で動作して
いることを示しています。

SideVision ソソソナナナーーーののの漏漏漏話話話干干干渉渉渉
SideVision トランスデューサなどの高感度の装置では、漏
話干渉は想定されていることであり、トランスデューサやソ
ナーモジュールの不具合を示すものではありません。

複複複数数数のののソソソナナナーーーののの漏漏漏話話話干干干渉渉渉ののの低低低減減減
複数のソナー モジュールとトランスデューサを備えたシス
テムで生じる漏話干渉には、設置、操作、環境など、多く
の要因が関与しています。
• 周周周波波波数数数ののの重重重複複複ををを最最最低低低限限限ににに抑抑抑えええるるるよよようううににに機機機器器器ををを組組組みみみ合合合わわわせせせててて
くくくだだださささいいい。。。可能な限り、異なる周波数範囲 (「チャンネ
ル」)で動作するソナーモジュールとトランスデューサを選
択してください。たとえば、CP100/CP300ソナーモジュー
ルと、CPT-100/B744V トランスデューサなどを選んでく
ださい。こうすることで、各コンポーネントが異なる相対
周波数範囲で動作するようにすることができます。たとえ
ば、CP100 には「高」周波数範囲を使用し、CP300 には
「低」周波数範囲を使用することができます。

• 本本本当当当ににに必必必要要要だだだととと思思思わわわれれれるるるソソソナナナーーーチチチャャャンンンネネネルルルのののみみみををを使使使用用用しししててて
くくくだだださささいいい。。。 Raymarineシステムでは複数のソナーモジュー
ルを同時に実行することが可能ですが、同時に複数モジュー
ルを実行する必要がない場合もあります。一度に 1つのソ
ナーモジュールだけがアクティブである必要があるシナリ
オでは、魚群探知機アプリケーション ペインを 1 つのペ
インに変更して、他のソナー モジュールをすべて無効に
すると、1つのソナーモジュールの出力のみが表示されま
す。あるいは、魚群探知機アプリケーションで[メメメニニニュュューーー] >
[チチチャャャンンンネネネルルル] > [ピピピンンングググ] > [オオオフフフ]を選択して、使用していな
いソナーモジュールのピング (ping)を無効にします。

• 干干干渉渉渉ののの原原原因因因とととなななるるるソソソナナナーーーモモモジジジュュューーールルルとととトトトララランンンスススデデデュュューーーサササををを
特特特定定定しししままますすす。。。特定するには、システムの 1 つのソナー モ
ジュールのピングを無効にするか、電源を切ります。魚群
探知機アプリケーションの干渉がすぐに消失したら、そこ
から干渉の原因となっている装置をすぐに判断できます。
干渉が消失しない場合は、システムの他のソナーモジュー
ルに対しても、一度に 1つずつ、この方法を試します。干
渉の原因となっている装置が特定できたら、次の方法で、
該当する装置の干渉を軽減させます。

• 干干干渉渉渉除除除去去去フフフィィィルルルタタタををを調調調整整整しししままますすす。。。すべての Raymarine MFD
の既定の設定は「自動」です。この設定を「高」に変更す

ると、干渉を軽減できる場合があります ([メメメニニニュュューーー] > [セセセッッッ
トトトアアアッッップププ] > [音音音響響響セセセッッットトトアアアッッップププ] > [干干干渉渉渉除除除去去去])。一部、干渉
除去フィルタ設定が使用できないソナーモジュールもあり
ますのでご了承ください。

• 干干干渉渉渉ががが起起起きききててていいいるるるトトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの出出出力力力ををを減減減らららしししままますすす。。。
MFDの魚群探知機アプリケーションの [感度設定]で「電源
モード」を調整すると、漏話干渉の存在を軽減させること
ができる場合があります ([メメメニニニュュューーー] > [感感感度度度設設設定定定] > [電電電源源源
モモモーーードドド])。一部、電源モード設定が使用できないトランス
デューサもありますのでご了承ください。

• 船船船舶舶舶のののすすすべべべてててののの電電電子子子機機機器器器ででで共共共用用用ののの RF接接接地地地点点点ががが使使使用用用ささされれれててて
いいいるるるここことととををを確確確認認認しししままますすす。。。 RF 接地システムのない船舶で
は、 すべての製品のドレイン ワイヤ (使用可能な場合) が
バッテリのマイナス側に直接接続されていることを確認し
てください。RF 接地が無効になっていると、電気的干渉
が生じ、これが原因となってソナーで漏話干渉が起きるこ
とがあります。

• ソソソナナナーーーモモモジジジュュューーールルル間間間ののの物物物理理理的的的距距距離離離ををを離離離しししままますすす。。。 1 つのソ
ナー モジュールのケーブルと、別のソナー モジュールの
ケーブルとの間で電気的干渉が起きている可能性がありま
す。ソナーモジュールが、相互にできるだけ離れた場所に
設置されていることを確認してください。

• ソソソナナナーーートトトララランンンスススデデデュュューーーサササ間間間ののの物物物理理理的的的距距距離離離ををを離離離しししままますすす。。。シス
テムの異なるトランスデューサ間で、電気的、および/ま
たは音響的干渉が起きている可能性があります。トランス
デューサが、相互にできるだけ離れた場所に設置されてい
ることを確認してください。

注注注意意意: ソナー機器の再設置は労力的にも大変で困難を伴う可
能性があるため、機器の再設置は、上記の方法で解決を試
みても解決できないほど深刻な干渉が起きていると判断し
た場合の最終手段としてのみ実施してください。

注注注意意意: 物理的な大きさや船舶によって異なるその他の制約を
踏まえた場合、システムから漏話干渉を完全に除去するのが
不可能な場合もあります。ただし、だからと言ってソナー
システムの全機能の恩恵を受けることができなくなるわけ
ではありません。干渉が魚群探知機アプリケーションにど
のように表示されるかをすぐに確認するのが、問題に対応
するための最善かつ最も簡単な方法であるとも言えます。
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9.7 赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
赤外線カメラの問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

カメラがスタンバイモードで
す。

スタンバイモードのカメラにはビデオが表示されませ
ん。(赤外線カメラアプリケーションまたは JCU)のカメ
ラコントロールを使用して、スタンバイモードから「起
こす」ことができます。

赤外線カメラビデオ接続に問
題があります。

• 赤外線カメラビデオケーブルに損傷がないか、正しく
接続されているか調べます。

• ビデオが多機能ディスプレイ、または GVMのビデオ入
力 1に接続されていることを確かめてください。

• ディスプレイで正しいビデオ入力が選択されているこ
とを確認してください。

ビデオが表示されない。

カメラまたは JCU (主要コント
ローラとして使用している場
合)の電源に問題があります。

• カメラおよび JCU / PoEインジェクタ (使用している場
合)の電源接続部を調べてください。

• 電源スイッチ /ブレーカがオンになっていることを
確かめてください。

• ヒューズ /ブレーカの状態を調べてください。

Raymarineディスプレイまたは
キーボードから赤外線カメラを
制御できない。

赤外線カメラアプリケーショ
ンが作動していません。

赤外線カメラアプリケーションが、多機能ディスプレ
イ上で作動していることを確かめてください (カメラコ
ントロールを持たないビデオアプリケーションとは対
照的です)。

コントローラと赤外線カメラがネットワークに正常に
接続されているか調べてください。(備考: 直接接続、ま
たは Raymarineネットワークスイッチを使用している可
能性があります)

Raymarineネットワークスイッチのステータスを確認して
ください。

ネットワークの問題です。

SeaTalkhs / RayNetケーブルが損傷していないことを確認
してください。

制御が衝突しています。たとえ
ば、複数のユーザーが異なるス
テーションで操作しているケー
スなどです。

他のコントローラが同時に使用されていないことを確
かめます。

電源 /ネットワークとコントローラ、および PoEイン
ジェクタ (PoEは、オプションのジョイスティックコン
トロールユニットを使う場合に限り使用)間の配線を調
べてください。

コントロールがおかしい、また
は反応しない。

コントローラの問題です。

可能であれば、その他のコントローラを調べてくださ
い。他のコントローラが機能しているようであれば、
カメラそのものに不具合があるという可能性は排除さ
れます。

カメラがデュアルペイロード
モデルではありません。

VIS / IRの切り替えをサポートしているのは、「デュア
ルペイロード」 (デュアルレンズ)赤外線カメラに限
ります。

赤外線と可視 (VIS / IR)ビデオ画
像間の切り替えができない。

VIS / IRケーブルが接続されて
いません。

VIS / IRケーブルがカメラから、Raymarineシステムに接続
されていることを確かめてください。(IR専用ケーブル
は、切り替えに対応していません)。

ビデオケーブルの質が悪いか、
ケーブルに問題があります。

ビデオケーブルが必要以上に長くないか確かめてくだ
さい。ケーブルが長いほど (またはワイヤゲージ/厚が
小さいほど)、損失は大きくなります。海上環境に適
している、高品質のシールド付きケーブルのみを使用
してください。

画像にノイズが多い。

ケーブルが他の装置からの電磁
妨害 (EMI)を受けています。

• 高品質のシールド付きケーブルが使用されているこ
とを確認してください。

• ケーブルが正しく区分けされているか確かめてくださ
い。たとえば、各々が近接する場所にデータおよび電
源ケーブルを通さないでください。
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問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

ディスプレイの明るさの設定
が低すぎます。

ディスプレイの明るさコントロールを使用して、適宜調
整します。

赤外線カメラのコントラスト
または明るさの設定が低すぎ
ます。

赤外線カメラアプリケーションの適切なメニューを使用
して、画像のコントラストと明るさを調整します。

画像が明るすぎる、または暗
すぎる。

シーンモードが現在の条件に
適合していません。

特定の環境では、シーンモード設定を変更することが
役立つ場合があります。たとえば、空のように非常に
冷たい背景の場合、カメラで必要以上に広い温度範囲
が使用されることがあります。SCENE(シシシーーーンンン)ボタン
を使用します。

画像が時々フリーズする。 FFC (フラットフィールド補正) 画像は、フラットフィールド補正 (FFC)サイクルの間、
定期的にポーズすることがあります。FFCに先立ち、小
さい緑の四角が画面左上隅に表示されます。

画像が反転している(逆さ向き
になっている)。

カメラ「ボールダウン」の設
定が不適切です。

赤外線カメラシステムセットアップメニュー内のボー
ルダウンの設定が正しく設定されているか確かめてく
ださい。
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9.8 シシシススステテテムムムデデデーーータタタのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
設置時の要因により、接続中の機器同士で共有しているデータに問題が生じることがあります。そのような問題と考えら
れる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

データバス (例 SeaTalkng)の配線と接続を確認してくだ
さい。

データバス (例 SeaTalkng)の配線の整合性を確認してく
ださい。

データがディスプレイで受信さ
れていません。

リファレンスガイドがある場合は、データバスのリファ
レンスガイドを参照してください (例: SeaTalkng リファレ
ンスマニュアルなど)

見つからないデータのソースを確認してください (例：
ST70計器、またはエンジンインターフェイス)。

SeaTalkバスの電源を確認してください。

データソース (例：ST70計器ま
たはエンジンインターフェイ
ス)が機能していません。

当該の機器のメーカーハンドブックを参照してくださ
い。

計器、エンジン、その他のシス
テムデータがあらゆるディス
プレイで使用できない

機器間のソフトウェアの不一致
によって通信に問題が起きてい
る可能性があります。

Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。

必要な機器がすべてネットワークに接続されているこ
とを確認してください。

Raymarineネットワークスイッチのステータスを確認して
ください。

ネットワークの問題です。

SeaTalkhs/ RayNetケーブルが損傷していないことを確認
してください。

計器、またはその他のシステム
データが一部のディスプレイで
使用できないが、すべてで使用
できないわけではない。

機器間のソフトウェアの不一致
によって通信に問題が起きてい
る可能性があります。

Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。
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9.9 ビビビデデデオオオのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
ビデオ入力の問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

画面に信号メッセージが表示
されない (ビデオ画像が表示さ
れない)

ケーブルまたは接続の障害 接続が正常で、磨耗などがないことを確認してくださ
い。
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9.10 Wi-Fi のののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
設置時の要因により、ワイヤレス装置同士で共有しているデータに問題が生じることがあります。そのような問題と考えら
れる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

多機能ディスプレイでWi-Fiが有効になっていることを確
認します (ホホホーーームムム画画画面面面: > [セセセッッットトトアアアッッップププ] > [シシシススステテテムムムののの設設設
定定定] > [ワワワイイイヤヤヤレレレススス接接接続続続] > [W-iFi] > [オオオンンン])。

iPhoneで「Wi-Fi」オプションが有効になっていることを確
認します (iPhoneの「設定」メニューから使用できます)。

ワイヤレス接続がない。 タブレット/スマートフォンで多
機能ディスプレイとのワイヤレ
ス接続が確立されていません。

Raymarine接続がWi-Fiネットワークとして選択されている
ことを確認します。多機能ディスプレイのWi-Fi接続にパ
スコードを指定した場合は、パスコードの入力を求める
プロンプトが表示されたときに iPhoneに同じパスコード
を入力したかどうかを確認してください。

該当するアプリケーションストアから必要な Raymarine
アプリをダウンロードしてインストールします。

タブレット/スマートフォンに
Raymarineアプリがインストール
され、実行されていません。

デバイスで Raymarineアプリを開始します。

Raymarineアプリがない

多機能ディスプレイでモバイル
アプリケーションが有効になっ
ていない。

[Viewing only](表示専用)または [リモートコントロール]を
有効にします ([ホホホーーームムム画画画面面面]: > [セセセッッットトトアアアッッップププ] > [シシシススステテテムムム
ののの設設設定定定] > [ワワワイイイヤヤヤレレレススス接接接続続続] > [携携携帯帯帯アアアプププリリリ])。

デバイスが Raymarineアプリと
互換性がありません。

推奨されるデバイス要件:

• iOSデバイス = iPhone 4以降および iPad 2以降で最良のパ
フォーマンスが得られます。

• アンドロイド/Kindle Fire = 1GHzプロセッサ以上で 2.2.2以
降を実行すると最良のパフォーマンスが得られます。

Raymarineアプリの実行速度が
遅いか、またはまったく実行
されない。

MFDソフトウェアと携帯アプリ
ケーションの互換性がない。

MFDに 3.15以降のソフトウェアアプリケーションバー
ジョンが含まれていることを確認してください。

“Navionics Marine”アプリを該当する App Storeからダウン
ロードしてください。

スマートフォン/タブレットに
“Navionics Marine”アプリがインス
トールされ、実行されていま
せん。 デバイスで “Navionics Marine”アプリを起動します。

Navionic Marineアプリでウェイポ
イント /航路が同期されない。

海図アプリケーションが多機
能ディスプレイで実行されて
いません。

多機能ディスプレイで海図アプリケーションを開始し
ます。

Wi-Fiの信号が弱いか、断続的
である。

周辺の他のワイヤレス装置から
の干渉があります。

複数のワイヤレス装置が同時に実行されていると (ノー
トパソコン、電話、その他のワイヤレス端末など)、無線
信号の競合が起こることがあります。干渉の原因となっ
ている装置が特定できるまで、各ワイヤレス装置を一時
的に順番に無効にします。

Raymarine携帯アプリを使用し
た後で、スマートフォン /タブ
レットをインターネットに接続
できなくなった、または電子
メールを受信できなくなった。

デバイスは多機能ディスプレイ
に接続されたままです。

デバイスのアクセスポイントが以前のアクセスポイン
トに戻っていること (例マリーナ Wi-Fiなど)を確認して
ください。
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9.11 Bluetooth のののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
設置時の要因により、ワイヤレス装置同士で共有しているデータに問題が生じることがあります。そのような問題と考えら
れる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

多機能ディスプレイで Bluetoothが有効になっていること
を確認します (ホホホーーームムム画画画面面面: > [セセセッッットトトアアアッッップププ] > [シシシススステテテムムム
ののの設設設定定定] > [接接接続続続] > [Bluetooth] > [オオオンンン])。

iPhoneで「Bluetooth」オプションが有効になっているこ
とを確認します (iPhoneの「設定」 /「一般」メニュー
から使用できます)。

ワイヤレス接続がない。 iPhoneで多機能ディスプレイと
の Bluetooth接続が確立されてい
ません。

Bluetoothデバイスが一緒に使用する多機能ディスプレイ
とペアリングされていることを確認します。確認は次の
方法で行います。ホホホーーームムム画画画面面面: > [セセセッッットトトアアアッッップププ] > [シシシススステテテ
ムムムののの設設設定定定] > [接接接続続続] > [新新新しししいいい Bluetooth接接接続続続]

メディアプレイヤー装置が、
Bluetooth 2.1+ EDRクラス 1.5 (サ
ポート対象プロファイル: AVRCP
1.0)以降との互換性がありませ
ん。

装置のメーカーに Bluetoothとの互換性を確認してくだ
さい。この装置が Bluetooth 2.1+ EDRクラス 1.5 (サポート
対象プロファイル: AVRCP 1.0)と互換性がない場合は、
多機能ディスプレイでワイヤレスとして使用するのに
は適していません。

メディアプレイヤーコント
ロールがない。

多機能ディスプレイで、「オー
ディオコントロール」が有効
になっていません。

「オーディオコントロール」を有効にしてください (ホホホーーー
ムムム画画画面面面: > [セセセッッットトトアアアッッップププ] > [シシシススステテテムムムののの設設設定定定] > [接接接続続続] > [接接接
続続続マママネネネーーージジジャャャ] > [オオオーーーデデディィィオオオコココンンントトトロロローーールルル] > [オオオンンン])。

Bluetoothの信号が弱いか、断続
的である。

周辺の他のワイヤレス装置から
の干渉があります。

複数のワイヤレス装置が同時に実行されていると (ノー
トパソコン、電話、その他のワイヤレス端末など)、無線
信号の競合が起こることがあります。干渉の原因となっ
ている装置が特定できるまで、各ワイヤレス装置を一時
的に順番に無効にします。
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9.12 タタタッッッチチチスススクククリリリーーーンンンのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
タッチスクリーンの問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

タッチロックが有効になって
いる

ジョイスティックを使用して、ホーム画面のタッチロッ
クをオフにします。

画面に素手で触れていない (手
袋を着用するなど)

正しく操作するには、素手 (指)で画面に触れる必要があ
ります。または導電性手袋を使用することもできます。

タッチスクリーンにキャリブ
レーションが必要

[セットアップ]メニューからタッチスクリーンのキャリ
ブレーションを行ってください。

タッチスクリーンが期待どお
りに動作しない

海水沈殿物が画面に付着して
いる

付属の説明書に従って画面の汚れを丹念に取り除き、乾
かします。
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9.13タタタッッッチチチスススクククリリリーーーンンンののの位位位置置置合合合わわわせせせ
タッチスクリーンの位置合わせが不適切な場合には、再度位
置合わせをして精度を向上させることができます。
再位置合わせは、スクリーン上のオブジェクトをタッチ操作
するだけです。最良の結果を得るためには、船舶が停泊また
は係留されているときに操作を実行します。

注注注意意意: これはタッチスクリーン型の多機能ディスプレイに
のみ適用されます。

タタタッッッチチチスススクククリリリーーーンンンののの調調調整整整
ホーム画面を表示した状態で、次の操作を実行します。
1. [セセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
2. [保保保守守守] を選択します。
3. [タタタッッッチチチスススクククリリリーーーンンンののの調調調整整整] を選択します。
4. 画面上のオブジェクトの上にちょっと指を置き、すぐによ

けます。
5. この操作を 3 回繰り返します。
6. 操作が正常に完了すると、「調整完了」メッセージが表

示されます。
7. [終終終了了了]を選択すると、[保守]メニューに戻ります。
8. 調整時に操作がうまく行かなかった場合、「無効なタッ

チが検出されました」という主旨のメッセージが表示さ
れ、調整が繰り返されます。

9. 調整が 2回失敗した場合、精度調整を行うよう求めるメッ
セージが表示されることがあります。
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9.14 そそそののの他他他のののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
その他の問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

関連するヒューズとブレーカーを確認してください。

電源ケーブルが正常で、すべての接続がしっかりつな
がっており、磨耗などがないことを確認してください。

電源とディスプレイの間に断続
的に問題が生じています。

電源の電圧と電流が正しく、十分であることを確認して
ください。

システムのソフトウェアが一致
していません (アップグレード
が必要です)。

www.raymarine.comにアクセスして、最新版のソフトウェア
ダウンロードサポートをクリックしてください。

ディスプレイの動作がおかし
い。

• 予期しないリセットが頻繁
に生じる。

• システムがクラッシュする、
またはその他常軌を逸脱した
動作を示す。

データが破損しています /その
他の不明な問題が発生してい
ます。

工場出荷時の設定にリセットしてください。

重重重要要要: この操作を行うと、製品に保存されていたすべ
ての設定とデータ (ウェイポイントなど)が失われま
す。リセットを行う前に、すべての重要なデータをメ
モリカードに保存してください。
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章章章 10: 技技技術術術仕仕仕様様様

目目目次次次
• 10.1 技術仕様 ( 110 ページ)
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10.1 技技技術術術仕仕仕様様様

物物物理理理的的的仕仕仕様様様
gS95 gS125

寸寸寸法法法 • 幅: 246.8 mm (9.7イ
ンチ)

• 高さ: 188.2 mm (7.4
インチ)

• 奥行き (ケーブル
を含まない場合):
77 mm (3インチ)

• 奥行き (ケーブル
を含む場合): 198
mm (7.8インチ)

• 幅: 311.8 mm (12.3
インチ)

• 高さ: 237.1 mm (9.3
インチ)

• 奥行き (ケーブル
を含まない場合):
78 mm (3インチ)

• 奥行き (ケーブル
を含む場合): 198
mm (7.8インチ)

重重重量量量 (ユユユニニニッッットトト
のののみみみ)

3 Kg (6.63 lbs) 3.9 Kg (8.6 lbs)

gS165 gS195

寸寸寸法法法 • 幅: 383.2 mm (15イ
ンチ)

• 高さ: 284.7 mm (11.2
インチ)

• 奥行き (ケーブル
を含まない場合):
77 mm (3インチ)

• 奥行き (ケーブル
を含む場合): 198
mm (7.8インチ)

• 幅: 433.9 mm (17イ
ンチ)

• 高さ: 391.2 mm
(15.4インチ)

• 奥行き (ケーブル
を含まない場合):
83.9 mm (3.3 イン
チ)

• 奥行き (ケーブル
を含む場合): 198
mm (7.8インチ)

重重重量量量 (ユユユニニニッッットトト
のののみみみ)

5.2 Kg (11.5 lbs) 9.6 Kg (21.2 lbs)

電電電力力力仕仕仕様様様
公公公称称称電電電源源源電電電圧圧圧 12 V dc～ 24 V dc

動動動作作作電電電圧圧圧範範範囲囲囲 10.8 V dc～ 31.2 V dc

ヒヒヒュュューーーズズズ /ブブブレレレーーーカカカ インラインヒューズ (電源
ケーブル内に装着)

• 15 A. (標準の 20 mmガラス
管ヒューズ)

電電電力力力消消消費費費 (PoEなななしししののの場場場合合合) gS95

• 明るさを最大限にした場
合: 19.5 W (最大)

• 省電力モード: 12.8 W (最大)

• スタンバイ: 5 W (最大)

gS125

• 明るさを最大限にした場
合: 29.6 W (最大)

• 省電力モード: 12.4 W (最大)

• スタンバイ: 5 W (最大)

gS165

• 明るさを最大限にした場
合: 56.2 W (最大)

• 省電力モード: 15.1 W (最大)

• スタンバイ: 5 W (最大)

gS195

• 明るさを最大限にした場
合: 64.8 W (最大)

• 省電力モード: 15.8 W (最大)

• スタンバイ: 5 W (最大)

電電電力力力消消消費費費 (PoE使使使用用用ののの場場場合合合) gS95

• 明るさを最大限にした場
合: 44.9 W (最大)

• 省電力モード: 37.9 W (最大)

• スタンバイ: 40 W (最大)

gS125

• 明るさを最大限にした場
合: 57.1 W (最大)

• 省電力モード: 40.1 W (最大)

• スタンバイ: 40 W (最大)

gS165

• 明るさを最大限にした場
合: 85.7 W (最大)

• 省電力モード: 43 W (最大)

• スタンバイ: 40 W (最大)

gS195

• 明るさを最大限にした場
合: 100.7 W (最大)

• 省電力モード: 44.5 W (最大)

• スタンバイ: 40 W (最大)

LEN (詳細は、Seatalkng リファ
レンスマニュアルを参照)

1

注注注意意意: PoE 使用時の数字は、PoE の全負荷を 20 W とし
ています)

環環環境境境仕仕仕様様様
以下の環境仕様は、すべての型のディスプレイに適用され
ます。

動動動作作作温温温度度度 -25 ºC～ +55 ºC (-13 ºF～ 131 ºF)

保保保存存存温温温度度度 -30 ºC～ +70 ºC (-22 ºF～ 158 ºF)

相相相対対対湿湿湿度度度 最大 75%

防防防水水水加加加工工工等等等級級級 IPX6

デデディィィスススプププレレレイイイののの仕仕仕様様様
gS95 gS125

サササイイイズズズ 9インチ 12.1インチ

種種種類類類 TFTバックライト
LED

TFTバックライト
LED

色色色ののの深深深度度度 24ビット 24ビット

解解解像像像度度度 800 x 480ピクセル
(WVGA)

1280 x 800ピクセル
(WVGA)

縦縦縦横横横比比比 16:9 16:9

誤誤誤っっったたた色色色ででで表表表示示示さささ
れれれるるるピピピクククセセセルルルののの最最最
大大大許許許容容容数数数

8 8

gS165 gS195

サササイイイズズズ 15.4インチ 19インチ
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種種種類類類 TFTバックライト
LED

TFTバックライト
LED

色色色ののの深深深度度度 24ビット 24ビット

解解解像像像度度度 1280 x 800ピクセル
(WVGA)

1280 x 1024ピクセ
ル (SXGA)

縦縦縦横横横比比比 16:9 4:3

誤誤誤っっったたた色色色ででで表表表示示示さささ
れれれるるるピピピクククセセセルルルののの最最最
大大大許許許容容容数数数

8 5

デデデーーータタタ接接接続続続
有有有線線線接接接続続続

NMEA 0183 NMEA 0183ポート 2つ:

• NMEAポート 1: 入出力、4800 /
38400ボー

• NMEA port 2: 入力専用、4800 /
38400ボー

ネネネッッットトトワワワーーーククク (SeaTalkhs) • gS95、、、gS125、、、gS165 – RayNet
SeaTalkhs ポート (x3) 10 / 100 / 1000
Mbits/秒、PoE付き

• gS195– RayNet SeaTalkhs ポート (x2)
10 / 100 / 1000 Mbits/秒、PoE付き

SeaTalkng SeaTalkng 接続 (x1)

リリリモモモーーートトトカカカーーードドドリリリーーー
ダダダーーー

リモートカードリーダー接続 (x1)

アアアラララーーームムム アラーム出力 (x1)

ワワワイイイヤヤヤレレレススス接接接続続続

Wi-Fi 802.11 b / g

Bluetooth AVRCP 2.1+ EDRクラス 1.5対応

ビビビデデデオオオののの仕仕仕様様様
形形形式式式 PALまたは NTSC

コココネネネクククタタタタタタイイイプププ • HDMI出力 (x1)

• *BNCコネクタ (x1) (HD-SDI
入力の gS195のみ)

• コンポジットビデオ入力
(x2)

出出出力力力解解解像像像度度度 720p (固定)

内内内部部部記記記憶憶憶装装装置置置
多機能ディスプレイ (MFD)には、カメラアプリケーションで
録画したビデオや撮影した写真を保存できる内部記憶装置が
あります。LightHouseTM を搭載した MFDで使用可能なおお
よその内部記憶装置の容量を以下の表に示します。

MFD型型型式式式
使使使用用用可可可能能能ななな内内内部部部記記記
憶憶憶装装装置置置容容容量量量 (概概概算算算)

録録録画画画時時時間間間 (概概概算算算)
(CAM200IP)

a Series 2 GB 88.8分

c Series 2 GB 88.8分

e Series (e165を除
く)

2 GB 88.8分

e165 6 GB 266.6分

gS Series 14 GB 622.2分

eS Series 6 GB 266.6分

注注注意意意:

• 上記に記載の内部記憶装置の容量は、2014 年 5 月以降
に製造された MFD を対象としています。これ以前に製
造されたディスプレイについては、使用可能な内部記憶
装置容量が異なる場合があります。

• 使用可能な内部記憶装置容量は、予告なしに変更され
ることがあります。

• 上記に記載の録画時間は、CAM200IPを既定の解像度で
ある 720p に設定して算出されました。画像解像度や照
明条件などのその他の要因を高くすると、出来上がりの
ファイルサイズが大きくなり、結果的に録画時間が短く
なることがあります。

HD-SDI イイインンンタタターーーフフフェェェイイイスススののの仕仕仕様様様
gS195で使用されている HD-SDIインターフェイスの仕様は
次のとおりです。

形形形式式式 PALまたは NTSC

コココネネネクククタタタタタタイイイ
プププ

BNCコネクタ (75 Ω公称インピーダンス)

入入入力力力解解解像像像度度度 • 720p (最大 60 fps)

• 1080p (最大 30 fps)

カカカメメメラララオオオーーー
デデディィィオオオ

不可

電電電子子子海海海図図図ののの仕仕仕様様様
組組組みみみ込込込まままれれれててていいいるるる電電電
子子子海海海図図図

• LightHouse海図世界地図データ

• Navionics世界地図データ

• Jeppesen世界地図データ

互互互換換換性性性のののあああるるる
LightHouse 地地地図図図情情情
報報報

• ベクタ— LightHouse海図

• ラスタ— LightHouse海図

互互互換換換性性性のののあああるるるNavionics
地地地図図図情情情報報報

• Navionics Ready to Navigate

• Navionics Silver

• Navionics Gold

• Navionics Gold+

• Navionics Platinum

• Navionics Platinum+

• Navionics Fish'N Chip

• Navionics Hotmaps

互互互換換換性性性のののあああるるる Jeppesen
地地地図図図情情情報報報

• C-MAP Essentials

• C-MAP 4D MAX

• C-MAP 4D MAX+

注注注意意意:
サポート対象のカードの最新一覧は、Raymarine Webサイ
ト (www.raymarine.com) をご覧ください。
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適適適合合合性性性ににに関関関すすするるる仕仕仕様様様
適合宣言証明書は、すべての型のディスプレイに適用され
ます。

適適適合合合性性性 • NMEA 2000認証

• WiFi Alliance認証

• Bluetooth認証

• 欧州: 1999/5/EC

• 豪州・ニュージーランド:
C-Tick、コンプライアンス
レベル 2

• FCC 47CFRパート 15

• カナダ産業省 RSS210
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章章章 11: テテテクククニニニカカカルルル サササポポポーーートトト

目目目次次次
• 11.1 Raymarine カスタマー サポート ( 114 ページ)

• 11.2 学習リソース ( 114 ページ)

• 11.3 サードパーティのサポート ( 115 ページ)
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11.1 Raymarineカカカスススタタタマママーーーサササポポポーーートトト
Raymarineでは、総合的なカスタマーサポートサービスを提
供しています。カスタマー サポートへのお問い合わせは、
RaymarineのWebサイト、お電話および電子メールをご利用
いただけます。問題を解決できない場合には、いずれかの手
段でさらなる支援を受けてください。

Web サササポポポーーートトト
次の弊社 Webサイトにあるカスタマーサポートにアクセス
してください。
www.raymarine.com
Webサイト上では、よくある質問、修理情報、電子メールに
よる Raymarineテクニカルサポート部門への相談、世界各地
の Raymarine 取扱店をご覧になれます。

電電電話話話おおおよよよびびび電電電子子子メメメーーールルルににによよよるるるサササポポポーーートトト
アアアメメメリリリカカカ合合合衆衆衆国国国内内内：：：

• 電電電話話話: +1 603 324 7900

• フフフリリリーーーダダダイイイヤヤヤルルル: +1 800 539 5539

• 電電電子子子メメメーーールルル: support@raymarine.com

英英英国国国、、、欧欧欧州州州、、、中中中東東東：：：

• 電電電話話話: +44 (0)13 2924 6777

• 電電電子子子メメメーーールルル: ukproduct.support@raymarine.com

東東東南南南アアアジジジアアア、、、オオオーーーススストトトラララリリリアアア:

• 電電電話話話: +61 (0)29479 4800

• 電電電子子子メメメーーールルル: aus.support@raymarine.com

製製製品品品情情情報報報
修理をご希望される場合には、次の情報をお手元にご用意く
ださい。

• 製品名。

• 製品の ID。

• シリアル番号。

• ソフトウェアアプリケーションのバージョン。

• 系統図。

製品内のメニューを使って、これらの製品情報を入手でき
ます。

製製製品品品情情情報報報ののの表表表示示示
ホーム画面を表示した状態で、次の操作を実行します。
1. Set-up(セセセッッットトトアアアッッップププ) を選択します。
2. Maintenance(保保保守守守) を選択します。
3. Diagnostics(診診診断断断) を選択します。
4. Select Device(装装装置置置ののの選選選択択択) を選択します。
5. 一覧から該当する製品を選択します。
6. Show All Data(すすすべべべてててのののデデデーーータタタををを表表表示示示)を選択します。

11.2 学学学習習習リリリソソソーーーススス
Raymarineでは、お使いの製品を最大限に活用していただく
ために、幅広い学習リソースをご用意いたしました。

ビビビデデデオオオチチチュュューーートトトリリリアアアルルル

Raymarine 公式チャンネル
(YouTube):

• http://www.youtube.com/user/R-
aymarineInc

ビデオギャラリー:

• http://www.rayma-
rine.co.uk/view/?id=2679

製品サポートビデオ:

• http://www.rayma-
rine.co.uk/view/?id=4952

注注注意意意:

• ビデオを視聴するには、インターネット接続対応のデ
バイスが必要です。

• 一部、英語版のみのビデオもあります。

トトトレレレーーーニニニンンングググ コココーーーススス
Raymarineでは、お使いの製品を最大限に活用していただく
ために、定期的に広範な詳細トレーニングコースを開催して
います。詳細については、Raymarine Web サイトのトレー
ニングのセクションをご覧ください。

• http://www.raymarine.co.uk/view/?id=2372

FAQ (よよよくくくあああるるる質質質問問問) とととナナナレレレッッッジジジベベベーーーススス
Raymarineでは、詳しい情報を見つけ出してあらゆる問題を
解決していただくために、広範囲に及ぶ FAQ (よくある質問)
とナレッジ ベースをご用意しています。

• http://www.raymarine.co.uk/knowledgebase/

テテテクククニニニカカカルルルサササポポポーーートトトフフフォォォーーーラララムムム
Raymarine の製品に関する質問をしたり、他のお客様が
Raymarineの機器をどのように活用しているかをたずねるた
めに、テクニカルサポートフォーラムを活用することができ
ます。このリソースは、Raymarineのお客様やスタッフの投
稿によって、定期的に更新されています。

• http://raymarine.ning.com/
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11.3サササーーードドドパパパーーーテテティィィのののサササポポポーーートトト
サードパーティのサプライヤの連絡先およびサポート情報
は、該当する Web サイトをご覧ください。

Fusion
www.fusionelectronics.com

Navionics
www.navionics.com

Sirius
www.sirius.com
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章章章 12: スススペペペアアアおおおよよよびびび付付付属属属品品品

目目目次次次
• 12.1 gS シリーズの付属品 ( 118 ページ)

• 12.2 gS シリーズのスペア部品 ( 118 ページ)

• 12.3 ネットワーク ハードウェア ( 119 ページ)

• 12.4 ネットワーク ケーブルのコネクタの種類 ( 119 ページ)

• 12.5 RayNet ― RayNet のケーブルおよびコネクタ ( 120 ページ)

• 12.6 ネットワーク ケーブルの種類 ( 122 ページ)

• 12.7 SeaTalkng ケーブル用コンポーネント ( 122 ページ)

• 12.8 SeaTalkng ケーブルおよび付属品 ( 123 ページ)

• 12.9 SeaTalk 付属品 ( 124 ページ)
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12.1 gS シシシリリリーーーズズズののの付付付属属属品品品
gS シリーズのディスプレイでは、次の付属品をご利用い
ただけます。

説説説明明明 品品品番番番

RMK-9リモートキーパッド A80217

RCR-2リモートカードリーダー A80218

5 m (16.4フィート gSシリーズビデ
オ出力ケーブル (HDMI)

A80219

2 m 6.6フィート) gSシリーズビデ
オ入力/アラーム出力ケーブル

A80235

1.5 m (4.9 フィート)のスレート電源
およびデータケーブル

R62379

1.5 m (4.9フィート)の直角電源およ
びデータケーブル

R70029

12.2 gSシシシリリリーーーズズズのののスススペペペアアア部部部品品品
gS シリーズのディスプレイでは、次の付属品をご利用い
ただけます。

説説説明明明 品品品番番番

gS95サンカバー R70180

gS125サンカバー R70181

gS165サンカバー R70182

gS195サンカバー R70290

gS195 BNC (HD-SDI)保護ブーツキッ
ト

R70292

カードリーダー扉 R70183

カードリーダー取付けキット R70184

gS95取付キット A80220

gS125取付キット A80263

gS165取付キット A80264

gS195取付キット R70291
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12.3ネネネッッットトトワワワーーークククハハハーーードドドウウウェェェアアア
項項項目目目 品品品番番番 備備備考考考

HS5 RayNetネット
ワークスイッチ

A80007 RayNetコネクタを持つ複数の
装置をネットワーク接続する
際の 5ポートスイッチ。R145
SeaTalkhs コネクタ装備の機器
も、適切なアダプタケーブ
ルを使用して接続できます。

RJ45 SeaTalkhs ネッ
トワークスイッチ

E55058 R145コネクタを持つ複数の
SeaTalkhs 装置をネットワー
ク接続する際の 8ポートス
イッチ。

RJ45 SeaTalkhs クロ
スオーバーカプラ

E55060 • RJ145 SeaTalkhs 装置をス
イッチが必要ない小規模
システムに直接接続でき
るようにします。

• RJ45 SeaTalkhs 装置を HS5
SeaTalk ネットワークス
イッチに接続することが
できます (適切なアダプタ
ケーブルを併用)。

• 2本の RJ45 SeaTalkhs ケーブ
ルを連結させてケーブルを
延長することができます。

内部設置の際にお勧めです。

重重重要要要: 絶対に POE (パワー
オーバーイーサネット)接
続にクロスオーバー装置を
使用しないでください。

イーサネット RJ45
カプラ

R32142 • RJ145 SeaTalkhs 装置をス
イッチが必要ない小規模
システムに直接接続でき
るようにします。

• RJ45 SeaTalkhs 装置を HS5
SeaTalk ネットワークス
イッチに接続することが
できます (適切なアダプタ
ケーブルを併用)。

• 2本の RJ45 SeaTalkhs ケーブ
ルを連結させてケーブルを
延長することができます。

外部設置の際にお勧めです。

12.4 ネネネッッットトトワワワーーークククケケケーーーブブブルルルのののコココネネネククク
タタタののの種種種類類類
ネットワークケーブルのコネクタには、SeaTalkhs と RayNet
の 2 種類があります。

SeaTalkhs コネクタ — SeaTalkhs 装置を
SeaTalkhsケーブルを使用して Raymarine
ネットワークスイッチに接続する
際に使用します。

RayNetコネクタ — Raymarineネット
ワークスイッチと SeaTalkhs 装置を
RayNetケーブルを使用して多機能
ディスプレイに接続する際に使用し
ます。また、1台の装置のみをディス
プレイのネットワークコネクタに接
続している場合は、クロスオーバー
カプラも接続する必要があります。
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12.5 RayNet ― RayNet のののケケケーーーブブブルルルおおおよよよびびびコココネネネクククタタタ

D13160-1

4

2 3

1

A80161 A62361 A80005 A62362 A80006
400 mm (1.3 ft) 2 m (6.56 ft) 5 m (16.4 ft) 10 m (32.8 ft) 20 m (65.6 ft)

A80162
100 mm (3.9 in)

R70014 A80262

説説説明明明 標標標準準準的的的用用用途途途 数数数量量量

1 標準の RayNet接続ケーブルの両側に
RayNet (メス)ソケットを接続。

すべての RayNet 機器を、 RayNet コネクタを備えた
LightHouse多機能ディスプレイに直接接続するのに適して
います。また、RayNet機器を RayNetネットワークスイッチ
(例 HS5)を使用して接続する際にも使用できます。

1

2 RayNetケーブルプラー (5個入りパッ
ク)。

この「ハンドル」は RayNetケーブルのツイストロックに
しっかりと接続できるため、コンジットやその他の障害物
にもケーブルを通すことができます。

5

3 RayNet ― RayNet直角カプラ /アダプ
タ。

スペースに制約がある場所での設置において、装置に対し
て 90° (直角)の位置で RayNetケーブルを接続するのに適し
ています。たとえば、ディスプレイの後ろに標準の RayNet
ケーブルで必要とされる通常のケーブル曲げ半径を収納す
るスペースが足りない場合に、このアダプタを使用して
RayNetケーブルを多機能ディスプレイに接続します。この
アダプタの一端には、RayNet (メス)ソケットが、もう一端
には RayNet (オス)プラグが装備されています。

1

4 両端に RayNet (オス)プラグを備えた
アダプタケーブル。

ケーブル配線が長い場合に、 (メス)の RayNetケーブルを連
結させるのに適しています。

1
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RayNet ― RJ45 アアアダダダプププタタタケケケーーーブブブルルル

D13158-1

1

2

3

4

5

A80160
400 mm (1.3 ft)

A80151
3 m (9.84 ft)

A80159
10 m (32.8 ft)

A62360
1 m (3.28 ft)

A80276
3 m (9.84 ft)

A80272
400 mm (1.3 ft)

A80247
100 mm (3.9 in)

説説説明明明 標標標準準準的的的用用用途途途 数数数量量量

1 アダプタ　ケーブルの一端に RayNet
(メス)ソケット、もう一端に防水 (メ
ス)ソケットが装備されており、RJ45
SeaTalkhs 防水ロロロッッッキキキンンングググ (オス)プラ
グを備えた次のケーブルを接続する
ことができます。

• A62245 (1.5 m)

• A62246 (15 m)

このアダプタの標準的な用途は、全防水ケーブル接続を使
用して、DSM300ソナーモジュールを LightHouse MFDに接続
します。このアダプタケーブルでは、次の RJ45 SeaTalkhs
ケーブルも使用できますが、機器側 (例 DSM300)に接続され
る RJ45プラグは防水になりません。

• E55049 (1.5 m)

• E55050 (5 m)

• E55051 (10 m)

• A62135 (15 m)

• E55052 (20 m)

1

2 アダプタケーブルの一端に RayNet
(メス)ソケット、もう一端に防水 (メ
ス) RJ45ソケットが、密閉装着のロッ
キンググランドと一緒に装備され
ています。

RJ45 SeaTalkhs (オス)ケーブルを使用して、Raymarineレー
ダースキャナを直接 RayNetネットワークスイッチ (例 HS5)
または LightHouse MFDに接続します。

1

3 アダプタケーブルの一端に RayNet
(オス)プラグが、もう一端に RJ45
SeaTalkhs 防水 (オス)プラグが装備さ
れています。

レガシの G-Series GPM-400、C-Seriesワイドスクリーンまた
は E-Seriesワイドスクリーン MFDを RayNet電源 /データ
ケーブルを使用して、付属の Raymarineレーダースキャナ
に接続します。

1

4 アダプタケーブルの一端に RayNet
(メス)ソケットが、もう一端に RJ45
SeaTalkhs 防水 (オス)プラグが装備さ
れています。

レガシの G-Series GPM-400、C-Seriesワイドスクリーンまた
は E-Seriesワイドスクリーン MFDを RayNetネットワークス
イッチ (例 HS5)に接続します。

1

5 アダプタケーブルの一端に RayNet
(メス)ソケットが、もう一端に RJ45
SeaTalkhs (メス)ソケットが装備され
ています。

LightHouse MFDをレガシの SR6スイッチ /気象レシーバまた
はレガシの 8ポート SeaTalkhs ネットワークスイッチに接続
します。もう 1つの一般的なケーブル用途として、クロス
オーバーカプラ (E55060または R32142)を使用して、 RJ45接
続 (例: レーダースキャナ、赤外線カメラ、DSM300など)で
Raymarine製品を LightHouse MFDまたは RayNetネットワーク
スイッチ (例: HS5など)に接続する方法があります。

1
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12.6ネネネッッットトトワワワーーークククケケケーーーブブブルルルののの種種種類類類
SeaTalkhs ネットワークケーブルには、「パッチ」と「ネット
ワーク」の 2 種類のケーブルがあります。

• パパパッッッチチチ— 次の装置を Raymarine ネットワーク スイッチ
に接続する場合:

– PoE インジェクタを使用した赤外線カメラ

– 追加の Raymarine ネットワーク スイッチ

– Voyager プランニング ソフトウェアを使用した PC、ま
たはノートパソコン

• ネネネッッットトトワワワーーーククク— 次の装置を Raymarine ネットワーク ス
イッチに接続する場合:

– ソナーモジュール

– SR100 Sirius 気象レシーバ

– 互換性のある Raymarine 多機能ディスプレイを追加し
た場合

SeaTalkhs ネネネッッットトトワワワーーークククケケケーーーブブブルルル
ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番

1.5 m (4.9 フィート) SeaTalkhs
ネットワークケーブル

E55049

5 m (16.4 フィート) SeaTalkhs
ネットワークケーブル

E55050

10 m (32.8フィート) SeaTalkhs
ネットワークケーブル

E55051

20 m (65.6 フィート) SeaTalkhs
ネットワークケーブル

E55052

SeaTalkhs パパパッッッチチチケケケーーーブブブルルル
ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番

1.5 m (4.9 フィート) SeaTalkhs
パッチケーブル

E06054

5 m (16.4 フィート) SeaTalkhs
パッチケーブル

E06055

10 m (32.8 フィート) SeaTalkhs
パッチケーブル

E06056

15 m (49.2 フィート) SeaTalkhs
パッチケーブル

A62136

20 m (65.6フィート) SeaTalkhs
パッチケーブル

E06057

12.7 SeaTalkng ケケケーーーブブブルルル用用用コココンンンポポポーーーネネネ
ンンントトト
SeaTalkng ケーブル用コンポーネントと使用用途

接接接続続続 /ケケケーーーブブブルルル 備備備考考考

バックボーンケーブル (各
種長さ)

データを運ぶ主なケーブ
ル。バックボーンからのス
プールを使用して SeaTalkng装
置を接続します。

T字型コネクタ 装置が接続されているバック
ボーンに分岐を作ります。

ターミネータ バックボーンの一端で必要
です。

インラインターミネータ スプールケーブルをバック
ボーンの一端に直接接続し
ます。長いケーブル配線を
する場合に役立ちます。

スプールケーブル 装置とバックボーンを接続
します。装置はデイジー
チェーン接続することも T字
型コネクタに直接接続する
ことも可能です。

SeaTalkng 5方向コネクタ ケーブルを分岐、分割した
り、SeaTalkや SeaTalkng ネッ
トワーク内で追加接続部を
設ける際に使用します。

ブランキングプラグ 5方向または T字型コネクタ
内の未使用スプールコネク
タ部に挿入します。
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12.8 SeaTalkng ケケケーーーブブブルルルおおおよよよびびび付付付属属属品品品
互換製品で使用する SeaTalkng ケーブルおよび付属品

説説説明明明 品品品番番番 備備備考考考

SeaTalkngスターター
キット

T70134 内容:

• 1 x 5 方向コネクタ
(A06064)

• 2 xバックボーンターミ
ネータ (A06031)

• 1 x 3 m (9.8 フィート)ス
プールケーブル (A06040)

• 1 x電源ケーブル (A06049)

SeaTalkngバックボー
ンキット

A25062 内容:

• 2 x 5 m (16.4 フィート)
バックボーンケーブル
(A06036)

• 1 x 20 m (65.6 フィート)
バックボーンケーブル
(A06037)

• 4 x T字型 (A06028)

• 2 xバックボーンターミ
ネータ (A06031)

• 1 x電源ケーブル (A06049)

SeaTalkng 0.4 m
(1.3 フィート)
スプール

A06038

SeaTalkng 1 m
(3.3 フィート)
スプール

A06039

SeaTalkng 3 m
(9.8 フィート)
スプール

A06040

SeaTalkng 5 m
(16.4 フィート)
スプール

A06041

SeaTalkng 0.4 m (1.3
フィート)エルボス
プール

A06042

SeaTalkng 0.4 m
(1.3 フィート)バッ
クボーン

A06033

SeaTalkng 1 m
(3.3 フィート)
バックボーン

A06034

SeaTalkng 3 m
(9.8 フィート)
バックボーン

A06035

SeaTalkng 5 m
(16.4 フィート)
バックボーン

A06036

SeaTalkng 9 m
(29.5 フィート)
バックボーン

A06068

SeaTalkng 20 m
(65.6 フィート)
バックボーン

A06037

SeaTalkng -終端むき
出し 1 m (3.3 フィー
ト)スプール

A06043

SeaTalkng -終端むき
出し 3 m (9.8 フィー
ト)スプール

A06044

説説説明明明 品品品番番番 備備備考考考

SeaTalkng 電源ケー
ブル

A06049

SeaTalkngターミネー
タ

A06031

SeaTalkng T字型 A06028 1 xスプール接続を装備

SeaTalkng 5方向コネ
クタ

A06064 3 xスプール接続を装備

SeaTalkngバックボー
ンエクステンダ

A06030

SeaTalk － SeaTalkng
コンバータキット

E22158 SeaTalk装置と SeaTalkng シ
ステムとの接続が可能

SeaTalkng インライ
ンターミネータ

A80001 スプールケーブルとバッ
クボーンケーブルの終端
を直接接続。T字型コネク
タは不要

SeaTalkng ブランキ
ングプラグ

A06032

ACU / SPX SeaTalkng
スプールケーブル
0.3 m (1.0フィート)

R12112 SPXコースコンピュータ
または ACUを SeaTalkngバッ
クボーンに接続します。

SeaTalk (3 ピン) －
SeaTalkng アダプ
タケーブル 0.4 m
(1.3 フィート)

A06047

SeaTalk － SeaTalkng
スプール 1 m
(3.3 フィート) ス
プール

A22164

SeaTalk2 (5 ピン)
－ SeaTalkng アダプ
タケーブル 0.4 m
(1.3 フィート)

A06048

DeviceNetアダプタ
ケーブル (メス)

A06045 NMEA 2000装置と SeaTalkng
システムとの接続が可能

DeviceNetアダプタ
ケーブル (オス)

A06046 NMEA 2000装置と SeaTalkng
システムとの接続が可能

DeviceNetアダプタ
ケーブル (メス)－
終端むき出し

E05026 NMEA 2000装置と SeaTalkng
システムとの接続が可能

DeviceNetアダプタ
ケーブル (オス)－
終端むき出し

E05027 NMEA 2000装置と SeaTalkng
システムとの接続が可能
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12.9 SeaTalk 付付付属属属品品品
互換製品で使用する SeaTalkケーブルおよび付属品

説説説明明明 品品品番番番 備備備考考考

SeaTalk 3方向ジャ
ンクションボック
ス

D244

1 m (3.28フィート)
SeaTalk延長ケーブ
ル

D284

3 m (9.8 フィート)
SeaTalk延長ケーブ
ル

D285

5 m (16.4 フィート)
SeaTalk延長ケーブ
ル

D286

9 m (29.5 フィート)
SeaTalk延長ケーブ
ル

D287

12 m (39.4フィート)
SeaTalk延長ケーブ
ル

E25051

20 m (65.6フィート)
SeaTalk延長ケーブ
ル

D288
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付付付録録録 A コココネネネクククタタタとととピピピンンン配配配列列列
電電電源源源、、、デデデーーータタタ、、、ビビビデデデオオオコココネネネクククタタタ

D12186-1

1 8
4 9 

2 7

3 6
5

11

10

項項項目目目 注注注記記記

ID PWR / NMEA /ビデオ

コネクタタイプ 11ピンツイストロック

ネットワークへの電流源 外部装置に対する電流源は
なし

ネットワークからの電流シ
ンク

• PSU:主電源入力

• NMEA:インターフェイスに
は電源は不要

• ビデオ: インターフェイス
には電源は不要

電電電源源源、、、デデデーーータタタ、、、ビビビデデデオオオケケケーーーブブブルルルののの芯芯芯線線線数数数ととと色色色

信信信号号号 ピピピンンン AWG 色色色

BATT+ 2 16 赤

BATT- 7 16 黒

SCREEN 10 26 黒

NMEA1 TX+ 8 26 黄色

NMEA1 TX- 9 26 茶色

NMEA1 RX+ 1 26 白

NMEA1 RX- 4 26 緑

NMEA2 RX+ 3 26 オレンジ /白

NMEA2 RX- 11 26 オレンジ /緑

VIDEO IN 6 RG179同軸

VIDEO RTN 5 画面

ビビビデデデオオオ入入入力力力 / アアアラララーーームムム出出出力力力コココネネネクククタタタ

1

4 5

2 3

ピン 1 アラーム +

ピン 2 アラーム –

ピン 3 紫

ピン 4 ビデオ画面

ピン 5 ビデオコア

PoE ネネネッッットトトワワワーーークククコココネネネクククタタタ

D12187-1

1

58

9 10

67

4

2 3

ピピピ
ンンン ケケケーーーブブブルルル 信信信号号号 PoE

1 白 /オレンジ BI_DA+ DC+

2 オレンジ BI_DA- DC+

3 青 BI_DC+ DC+

4 白 /青 BI_DC- DC+

5 白 /緑 BI_BD+ DC-

6 緑 BI_BD- DC-

7 白 /茶色 BI_DD+ DC-

8 茶色 BI_DD- DC-

9 接続されていま
せん

接続されていま
せん

接続されていま
せん

10 ホイル シールド 0Vから絶縁

注注注意意意: SeaTalkhs 装置に接続する際は、Raymarine 製
RayNet ケーブルのみを使用してください。

SeaTalkng コココネネネクククタタタ
 

1

2

3

4

5

6

項項項目目目 注注注記記記

ID ST2/NMEA2000

コネクタタイプ STNG

ネットワークへの電流源 外部装置に対する電流源は
なし

ネットワークからの電流シ
ンク

<160mA (インターフェイス駆
動のみ)

ピピピンンン 信信信号号号

1 +12V

2 0V

3 Screen

4 CanH

5 CanL

6 SeaTalk (接続されていません)

注注注意意意: SeaTalkng に接続する際は、Raymarine 製ケーブル
のみを使用してください。

コネクタとピン配列 125



付付付録録録 B NMEA 0183のののセセセンンンテテテンンンススス
ディスプレイに表示される NMEA 0183 のセンテンスは次のとおりです。これは NMEA 0183 および SeaTalk プロトコ
ルに該当します。

セセセンンンテテテンンンススス 説説説明明明 伝伝伝送送送 受受受信信信

AAM ウェイポイント到達アラーム ●

APB 自動操縦 ‘B’ ● ●

BWC ウェイポイントまでの方位と距離 ● ●

BWR ウェイポイントまでの方位と距離—羅針方位 ● ●

DBT トランスデューサからの水深 ● ●

DPT 深度 ● ●

DSC デジタル選択呼出し情報 ●

DSE 拡張デジタル選択呼出し ●

DTM 参照データ ●

GBS GPS衛星の故障検出 ●

GGA GPSシステムの確定データ ● ●

GLC 地理的位置情報（ロランC） ●

GLL 地理的位置情報（緯度、経度） ● ●

GSA GNSS DOPと稼動中の衛星 ● ●

GSV 視野範囲のGNSS衛星 ● ●

HDG 船首方位（偏差と変量） ●

HDT 船首方位（真方位） ●

HDM 船首方位（磁石方位） ●

MDA 気象複合 ●

MSK MSK受信器のインターフェイス ●

MSS MSK受信器の信号の状態 ●

MTW 水温 ● ●

MWV 風速と角度 ● ●

RMB 推奨される最小限の航海情報 ● ●

RMC 推奨される最小限の特定の GNSSデータ ● ●

RSD レーダーシステムのデータ ● ●

TTM 追跡されたターゲットのメッセージ ● ●

VHW 対水速力と船首方位 ● ●

VLW 対水航海距離 ● ●

VTG 対地針路と対地速力 ● ●

XTE 計測した航路誤差 ●

ZDA 時刻と日付 ● ●
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付付付録録録 C NMEA デデデーーータタタブブブリリリッッッジジジ
NMEAデータブリッジを使用すると、ディスプレイの NMEA
2000バスに存在するデータを NMEA 0183装置にリピート送
信したり、または NMEA 0183装置から NMEA 2000バスにリ
ピート送信したりすることができます。
NMEAデータブリッジの例として、サードパーティ製の GPS
レシーバが Raymarineディスプレイの NMEA 0183入力に接
続されているシステムを挙げることができます。GPSレシー
バから送信される GPSデータメッセージは、ディスプレイの
NMEA 2000バスに接続されている、任意の該当装置にリピー
ト送信されます。ブリッジが行われるのは、NMEA 2000装置
によって送信されていないデータが NMEA 0183装置に送信さ
れている (またはその逆) 場合のみです。
NMEA 2000 と NMEA 0183 間でブリッジされるデータ メッ
セージ (PGN センテンス) の一覧については、本書に記載の
サポート対象 NMEA 2000 センテンスの一覧を参照してく
ださい。
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付付付録録録 D NMEA 2000のののセセセンンンテテテンンンススス

ディスプレイに表示される NMEA 2000のセンテンスは次のとおりです。これは NMEA 2000、SeaTalkng および SeaTalk 2プ
ロトコルに該当します。

メメメッッッセセセーーージジジ番番番号号号 メメメッッッセセセーーージジジののの説説説明明明 伝伝伝送送送 受受受信信信
NMEA 0183ににに
ブブブリリリッッッジジジ

59392 ISO 承認 ● ●

59904 ISOリクエスト ● ●

60928 ISOアドレス要求 ● ●

126208 NMEA－リクエストグループ機能 ● ●

126464 PGNリスト— PGNのグループ送受信機能 ● ●

126992 システム時間 ● ●

126996 製品情報 ● ●

126998 設定情報 ●

127237 船首 /トラックコントロール ●

127245 舵 ●

127250 船首 ● ● ●

127251 回頭率 ● ●

127257 姿勢 ● ●

127258 磁気偏差 ●

127488 エンジンパラメータ、高速更新 ●

127489 エンジンパラメータ、動的 ●

127493 伝送パラメータ、動的 ●

127496 トリップパラメータ、船舶 ●

127497 トリップパラメータ、エンジン ●

127498 エンジンパラメータ、静的 ●

127503 AC入力ステータス ●

127504 AC出力ステータス ●

127505 流体レベル ●

127506 DC詳細ステータス ●

127507 充電器ステータス ●

127508 バッテリステータス ●

127509 インバータステータス ●

128259 速度 (水基準) ● ● ●

128267 水深 ● ● ●

128275 距離ログ ● ● ●

129025 位置、高速更新 ● ● ●

129026 COGと SOG、高速更新 ● ● ●

129029 GNSSの位置データ ● ● ●

129033 時刻と日付 ● ● ●

129038 AISクラス A位置レポート ●

129039 AISクラス B位置レポート ●

129040 AISクラス B拡張位置レポート ●

129041 AIS AToN (航行補助)レポート ●

129044 データム ● ● ●

129283 航路誤差 ● ● ●

129284 航海データ ● ● ●
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メメメッッッセセセーーージジジ番番番号号号 メメメッッッセセセーーージジジののの説説説明明明 伝伝伝送送送 受受受信信信
NMEA 0183ににに
ブブブリリリッッッジジジ

129291 潮の流向、流速の高速更新 ● ● ●

129301 標識まで、または標識からの時間 ●

129539 GNSS DOP ●

129540 視野範囲の GNSS衛星 ● ●

129542 GNSS疑似範囲ノイズ統計 ● ●

129545 GNSS RAIM出力 ●

129550 GNSS微分補正受信機インターフェイス ●

129551 GNSS微分補正受信信号 ●

129793 AIS UTCおよび日付レポート ●

129794 AISクラス A静的・航海関連データ ●

129798 AIS SAR航空機位置レポート ●

129801 AIS対応安全関連メッセージ ●

129802 AIS安全関連ブロードキャストメッセージ ●

129808 DSC通話情報 ●

129809 AISクラス B “CS”静的データレポート、パート A ●

129810 AISクラス B “CS”静的データレポートパート B ●

130306 風データ ● ● ●

130310 環境パラメータ ● ● ●

130311 環境パラメータ ● ●

130312 温度 ●

130313 湿度 ●

130314 実際の圧力 ●

130576 小型船舶ステータス ●

130577 方向データ ● ● ●

130578 船舶速度コンポーネント ●

PGN 127489 - エエエンンンジジジンンンアアアラララーーームムムのののサササポポポーーートトト
次のエンジン アラームがサポートされています。
エンジンエラー

エンジンを確認

過熱

低油圧

低油量

低燃料圧

低システム電圧

低冷却レベル

低水量

燃料に水が混入

充電インジケータ

高過給圧

レブリミットを超えました

EGR システム

スロットル位置センサー

エンジン緊急停止モード

警告レベル 1
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警告レベル 2

電力低減

保守が必要です

エンジン通信エラー

サブまたは二次スロットル

ニュートラルスタート保護

エンジンを停止しています

不明なエラー
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gS95 Surface / Flush Mount Template
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NOTE: This document 
may not print true to 
scale. Before modifying 
mounting surface, 
ensure printed template 
matches the measure-
ments provided.

Document number: 87173-2
Document date: 03-2013

Rear casing cut-out

216 mm (8.5 in)
NOTE: Actual depth of 
monitor (including screen) 
is 80.7 mm (3.17 in). 
Before modifying 
mounting surface, ensure 
there will be sufficient 
space for cables.

Remove material from shaded area.

Surface mount 

1. Remove material from shaded area.
2. Rebate hatched area to a depth of 8 mm..

Flush mount 

D12730-2

UP

17
2.8

 m
m 

(6
.8 

in)

231.4 mm (9.1 in)

Drill hole,
15.4 mm (0.61 in) diameter
4 positions



UP

gS125 Surface / Flush Mount Template
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NOTE: This document 
may not print true to 
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